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　　　プロローグ／グッドモーニングインディスワールド。

　　　prologue: GOOD MORNING IN THIS WORLD




　　　　♪




　大昔、この世界には魔ま法ほうというものが存在していて、ひとの暮らしを支えていたという。

　というだけで、実際は、どうだか判わからない。

　そんなものが残ってないから、見たこともないから。

　魔法があれば、もっと、らくちんで、たのしい毎日なのかもしれない。

　でも、もう、「あったらいいな」と想像して、うらやましがるしかないんだ。

　誰だれもが、魔法を使えなくなってしまった。

　とはいっても、使えなくなってしまっただけで、

　魔法が失なくなったワケじゃないかもしれない。

　まるで魔法を〝身にまとって〟いるようにしか思えないきらめきを持ったひとたちもいる。

　ほら、ちょうど、

　あんなかんじ──

　四月。足早に、誰もがいそがされるように、すぎていく朝。

　けれど、その学校に集う生徒たちは、ゆったりとした時間の流れの中を歩いていた。

　そこには、この国の富ふ豪ごうや長者といった家に育つ子供たちばかりが通っている。

　由ゆい緒しよ正ただしき超名門校。

　どの生徒も、ものごしがやわらかく、気品に溢あふれていた。

　朝のあいさつをかわすその姿も、何ど処こか雅みやびやかだ。

　すずやかな空気が頰ほおに触れ、おだやかな春の陽ひは、朝あさ露つゆに濡ぬれた草花に反射して、きらめいている。

　しかし、それよりも、なによりも、きらめきをはなっていたのは、──四人の女生徒だった。

　ひとりは、箱入り世間知らずのお嬢じようさま風だ。

　ひとりは、真ま面じ目めで気が強そうなすらりとした長身だ。

　ひとりは、女の子がほしがる人形のようだ。

　ひとりは、ちいさくて黒髪と大きな瞳ひとみが印象的だ。

　四人が歩くと、ほかの生徒たちは道を空けるように散っていく。

　あいさつなど遠くから声をかけるだけで、気安く近付こうとしなかった。

　誰もが一定の距きよ離りを置きながら、そこだけ別空間になっているようなきらびやかで華はなやかで空気感の違う四人へ、あこがれや尊敬や羨せん望ぼうのまなざしを送っている。

　四人は、特別な存在だった。

　そんな彼女たちを、遠くに、ただ足を止めることなくぼんやり見ている生徒が、ひとりいた。

　その生徒は、花や光をまとっているような四人や、ほかの生徒たちにくらべて、とても地味な存在だった。

　由ゆい緒しよ正ただしき校風からみんなが身だしなみに気を配り、この朝を迎えているというのに、その生徒は、目をおおうくらいに伸びっぱなしの髪の毛は寝ね癖ぐせでボサボサ、制服の下には体操着ジヤージを着込んでいた。

　この学校でそんな格好をしているのは、その生徒くらいだろう。

　ある意味、その生徒も学こ校こでは、特別、というより、特異な存在だった。

　けれど、四人とは、あまりにも違う。

　その生徒は、「ふぁー……」と、おおきなあくびをして、彼女たちから視し線せんを外した。

　どうせめずらしい光景じゃない。

　これまでも、これからも、この光景が毎日のように繰くり広げられていく。

　もはや、ここの名物のようなものだから。

　でも、自分にはまったく関係ない。

　自分には関係ないひとたちだ。

　あそこには、近付けないし、近付く必要もないんだから。

　うらやましいとか、たいへんそうとか、そういう感情も何もわいてこない。

　そう思いながら、ほかの生徒たちと違い四人に興きよう味みを示すこともなく、ひとり歩いていく。







　そのとき、自分がその四人に関かかわっていくことになるなんて、その生徒は思ってもいなかった。
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　　　　♪




　世間的に、このあたりは高級住宅街ということになっている。

　背の高い家や幅の広い家。さまざまがさまざまに主張しあっている。

　そこに住まう奥さまたちは『○○ネーゼ』とか呼ばれたりすることもある。

　海が見えそうで見えないちいさな街だが、緑みどりも豊かで交通の便もいい、ひとが暮らしていくには環かん境きようのいいところだ。

　昔から、お金持ちたちがこぞって家を建てるのは、それがある種のステータスのようなものだったりするからだ。

　その象しよう徴ちようのように、街の西側に位置する場所には、広大な敷しき地ちを持つ学校があった。

　富や栄えい誉よを得た者、その子供たちだけが入学を許されている名門校。

　生徒たちは全国から集まってくる。ここに通うことは、生徒たちにもその親たちにとっても、やはりステータス。富や栄誉と同様の意味を持っている。

　しかし、一般的には、あまり知られていないことだが、このあたりに住む人間がみんながみんな、お金持ち。ということでもない。

　高級住宅街からすこし離はなれると、下町とでも呼べそうな地区がある。

　その地区に住んでいるのは、昔ながらのひとたちばかりだ。

　高級住宅街の方とは違い、昔ながらの近所づきあいもある。

　おたがい〝のどか〟とはいっても、性質の違うのどかさで、おなじなのは、おおきな事件が起きないということぐらいだ。

　そんな下町的住宅街から、高級住宅街の方へ向かう、人ひと影かげがあった。

　頭には目ま深ぶかにまいたタオル、ぶかぶかの深いグリーンの三本ラインジャージ、足もとはオールドスクールな赤いスニーカーという姿。

　四月もなかば──時刻は、ＡＭでいうところの十時で、ふつうにいっても朝の十時、その二十分ほど前。

「おーい、シローちゃん」

　不意に背後から声をかけられた。

　親しげに自分の愛称ニツクネーム──シローと呼ぶ声に、振り返る。

　使い古された自転車にまたがる中年男性。

　白髪しらがの交じった角刈りをつつむくたくたの帽子に、年季の入った前かけには『渡わた邊なべ豆とう富ふ店てん』の文字があった。

「よぅ、シローちゃん」

　この〝シロー〟は、家族やら親しい近所のひとや昔からのなじみのひとが使う呼び名。

「こんちわ」

　本当は──水田ミズタマシロ。というのが、フルネーム。この春に中学二年になったばかりだ。

「あいかわらず、ちっこいままだなー」

　水田家の近所にある渡わた邊なべ豆とう富ふ店てんの店主が言って笑う。

　もちろん店主には悪気はない。あいさつの一種みたいなものだ。

　数日で劇げき的てきに身長が伸びるワケもない。

「こんな時間に、どうした？」

「ちょっと、あっちのほうに用があって」

　マシロは、顔を向けて方向あつちを指ししめした。

「って、高級住宅街あつちかよ。ここだけの話だけどよぉ、おれぁ、高級住宅街の奴あいつらあんまり好きじゃねーんだよ。豆とう腐ふを売りに行っても、誰だれも家から出てきやしねえ、窓すらも開けねぇんだからよお」

　高級住宅街じゃどうだかしらないが、ここ、下町的な地区では、まだまだこうした近所のつきあい、顔見知りがいたら声をかけるのも普通の日常だった。

「ったくよー、たのむから豆腐買ってくれってんだよなっ。かあちゃんに怒られるっつーの」

　店主は、眉み間けんにしわを寄せた。

　昔から何度も挑戦して散った。高級住宅街での戦いは店主にとっては、ひどくにがい思い出らしい。マシロは、ちいさいころからこの話を何度も聞かされている。

　ぜんぜん、ここだけの話じゃない。

「でも、シローちゃん。あっちに、なにしにいくんだ？　って、運動着ってことは、シローちゃん、今トレーニング中だな？　はっはー、さすが格かく闘とう技ぎ道場の子供だねぇ！　呼び止めちゃって悪かったなあ」

　店主は言って、勝手に納得する。

「ううん、違う。これからバイトなんだ」

　としかし、マシロはぶっきらぼうに、短く答えた。

　マシロがジャージなのはほぼ毎日だ。通常スタイル。違うのは、ジャージがいつもよりちょっといいモノというだけ。

「違うのかあ。そんなカッコしてるから、てっきりさぁ。そういや、シローちゃん、前も新聞配達とかしてたもんなー」

「まあ、ね」

　と、マシロはうなずく。

　ただ、今の学校の校則では、アルバイトなどが原則禁止になっているため、マシロはこっそり新聞配達をやっていた。

　だが、不運なことに新聞配達がバレてしまった。

　それでも、バイトがしたかったマシロはすぐに学校側にかけあった。そして、特例ながらバイトを許可された。

　しかしながら、それは、学校の校務を手伝う──雑用の仕事だった。

　バイト代は、新聞配達のときから比べて激げき減げんしたが、それでも、やれないよりはマシかと、マシロは雑用の仕事を続けていた。

　けれど、それもきょうから変わる。異動といったほうが正しいかもしれない。

「バイトなにしてんだ？」

　店主が訊きいた。

「学校関係のトコ。きょうからだけど、『学生寮りよう』の手伝いすることになった」

　マシロは言う。

　人手が欲しいという学校関係者によって、マシロは、学校の校務から、その寮に派遣されることに。

「へえー。寮の手伝いか。なら、大丈夫そうだな。シローちゃん、あのじーさんに鍛きたえられてるからな、力仕事とか向いてそうだし。うんうん」

　そう言って店主は勝手に納得した。

　マシロ自身は、自分が鍛えられてるというほど鍛えられているとは思ってないし、それに、寮の手伝いが力仕事とも限らない。

　というか、この時点で、マシロは仕事内容を把握してなかった。

「しっかし、おれより働いてるんじゃないか？　シローちゃんは、よく働くなー。さては、なんか欲しいもんでもあんだろ？」

「うーん……」

　マシロは、虚をつかれ、しばらく考えてしまう。

　普通なら、学生がバイトなどをする理由は、足りない小こ遣づかいのためだ。欲しいモノがあったり、遊ぶためだったり。または、家庭の事情。

　しかし水田ミズタ家けは今、貧困でピンチ、ヤヴァイ。というワケでもない。

　マシロは自分自身のためにやっている。

　だから、マシロは、

「べつに、ない」

　と答えた。

「『べつにない』って、そりゃまた……。金でも貯ためてんのかい？」

「うーん……まあ、そんなかんじかも」

　と、豆とう富ふ屋やの店主は、いきなり笑い出した。

「がはははははーっ。なんか、早く自立したがってるみたいだな、それってよ！」

　言いながら、おかしそうにバシバシとマシロの肩を叩たたいた。

「イタイ……」

　小声で言って、マシロは、否定とも肯定ともつかないちいさな笑えみで、ぽりぽりとタオルの上から頭をかいた。

　すこしずれたタオルから、寝グセが飛び出してきた。

「ま、働きすぎなきゃいいよ。おれみたいによー。息抜きも必要だろ？」

　そう言って、また笑う。

　店この主ひとの場合、息サ抜ボきリすぎだと思うけど……。

　今もこんなところにいるし。

「そうだっ。たまには、河原かわらに出てきな。中学んなってから、ぜんぜんこないだろ？　まあ、頭のいい学校入っちまったから勉強ばっかなんだろーけど。息抜き息抜きだよ。みんな、シローちゃんのこと待ってんだぜー」

　店主が言っているのは、草野球のこと。

「うちんとこの坊主なんか、中学んときに小学生のシローちゃんに三振やらホームランくらったの、まだ根に持ってんだ。ぐはははっ、アイツ、高校生になってもまだ野球やってんだよ？　才能ねーのにさー。まったく、今度、アイツにとどめさしてやってくれよ」

　自分の息子のことなのにけろりと言って笑う。

　マシロも小学校のときまで、助っ人としてよく参加していた草野球チームは、豆とう富ふ屋やの店主をはじめとして、この近所のおっちゃんたちがやっている。

　中学生になってからは、めっきり行かなくなってしまった。

　べつに、中学生になってまでおっちゃんたちの遊びにつきあうのは、ばかばかしい。とか、そういうんじゃない。

　兄たちにつれられてなかば強引に行っていたが、なんだかんだで野球をたのしんでいたし、おっちゃんたちもやさしいし、終わったあとにみんなで行く、焼き肉やラーメンはすごくおいしかった。

　ただ、公立の小学校から私立の学校に進学したマシロは、最初のうち、あまりの環かん境きようの違いに戸と惑まどった。テストで順位を落とさないようにするのも、わりとたいへんだった。

　しばらくして、学校の環境や勉強になれ時間に余裕はできたけれど、マシロはバイトをはじめるようになり、すっかり草野球と疎遠になっていた。いつの間にか、もう中学二年だ。

　一年て、こんなに早かったっけー。

　でも、このスピードなら、あっという間にオトナになれるかもしれないなー。

　そしたら──

「なっ、たまには顔出してくれよな？」

　バシッ、と豆富屋の店主は、マシロの背中をたたく。

「あ、うん。判わかったよ」

　そうだな。

　たまには、いいか。

　今日きようからはじまるバイト。それになれたら、行ってみようか。

「おう、待ってるよ。おっと、バイトいくんだったっけな。呼び止めて悪かったなー。気を付けていくんだぞ。高級住宅街あつちのやつらは、つめてぇからな！」

　店主がペダルをこぎ出す。ぎーぃ、と金属が軋きしむ音がして、その場から自転車が離はなれていく。

「どうせまた、パチンコだろーなー」

　店主の背中を眺めながら、マシロはぼそりと呟つぶやいた。

　渡わた邊なべ豆とう富ふ店てんの豆とう腐ふは、とてもおいしくてこの辺りでもわりと有名だ。

　けれど、腕はいいが店主は隙すきあらばさぼろうとする。

　そのせいで、奥さんが店主のことをしかりつけているのを何度も見てきていた。

　やれやれだ。

　こんな時間から……。また、どやされるんだろうな。

　そんでまた、近所のひとたちで止めに入るのか……。

　まあ、いつものことか。

「ハハハ……」

　ちいさく苦笑いする。

　渡邊豆富店の夫婦げんかみたくならないように、自分は真ま面じ目めにバイト先に行こう。

　なにしろバイト禁止の学校が特別に許可をくれたんだ。

　バイト代もこれまでの学校のお手伝いの褒ほう美びみたいなのとは比べものにならないくらい、いいし。

　学生寮りようで、学校の生徒ばかりのはずだから、気分的にも楽ではある。

　家から近いし。

　──が。

　気は楽といっても、バイトは今日が初日。

　顔見知りに逢あってつい、長話になってしまったが、もちろん、遅刻なんてできない。

　いくらなんでもそこまで気楽じゃないだろう。

　それにこのあたらしいバイト先の──寮の責任者、つまりマシロの雇い主ということになるあのひとは、そういうことに厳きびしそうだった。

　他人に厳しく、自分にあまくってタイプだけど。

　一応、今日は、身だしなみも気をつかってみた。

　いつも着てる学校指定とかのジャージじゃない。

　ちょっといいめのジャージだ。三本ラインだ。真ん中の兄貴のだけど。

　なので、念のためにもう一度、時間と地図を確かく認にんしてみる。

「ここにきてちょ❤」

　と、あのひとが筆ペンで書き殴ったっぽい印の入った地図としばしにらめっこ。

　地図上では、マシロの家から歩いて十五分程度。

　通学仕様の早歩きなら、十分くらいか。（学校までは、そこからさらに五分）

　が、マシロには『方ほう向こう音おん痴ち』の自覚症状があった。

　まず、地図を見るとき、進行方向に対して、どっちが上でどっちが下とか、左だとか右だとか、判わからない。

「東が右で、西が左だから……」

　とか言ってる時点でなにかが違っている状態。

　しかも、ぐるぐる地図を廻まわす。

　あげく、今、自分が何ど処こにいるのかも判らなくなる。

　どうしてそうやすやすと迷子まいごになれるのか、自分でも不ふ思し議ぎすぎてもう考えるのをやめてしまった。

　だから、いつまでたっても方向音痴は快方に向かうことはないワケだが、それも考こう慮りよして今日きようは、かなりの余裕を見て家を出た。

　幸い、あのひとのらくがきのようないいかげんな地図でも、目的地がいつも使っている通学路の傍そばだということが判っているからさすがに迷わないだろう。

　……と思う。

　歩くこと、しばし。

　あのひとが指定した時間には、まだ余裕があるけれど、豆とう富ふ屋やの店主と話した分だけちょっと早歩き。

　高級住宅街に入って、マシロのあたらしいアルバイト先──学生寮は、もう目と鼻の先……、

「………………の、はず……」

　ぱたりと足を止める。

「うーん……」

　右に首をかたむけてみる。

「うーん……」

　左に首をかたむけてみる。

「う、うーん……」

　ちょっと、のけぞってみる。

「ふーん」

　ちょっと社会をななめに見るみたく見てみる。

「…………う、うー……ん……」

　腰の骨がゴリッと音がしたほど、ありえない角度で、それを見てみる。

　マシロが今、立っているのは、いつもの通学に使っている並木道の途中。

　この並木道は、緑みどりいっぱいの公園を横断する。

　が、実際のところ、ここが公園なのかどうか判わかってなかったりする。

　だだっぴろい敷しき地ちの周囲を緑がおおっていて、整せい備びされた外観からマシロが勝手にそう思いこんでいただけだ。

　だいたい、数年前までここは得体えたいの知れない団体の施設があって、長らく住民たちが『早はよ出て行ってくれ』運動を続けていて、でも団体は一向に出て行く気配けはいがなかった。が、ある日突然、団体の長おさが「やべぇ！　本場のサーモンが食いたくなった」とかなんとか言ったとかなんとかで、あっさりいなくなった。

　そして、いつの間にか、その広大な敷地は誰だれかの手に渡り、今こうして整備され生まれ変わった姿をマシロの前にさらして…………、

　いや。

　目め線せんの向こうのさらに向こうの方に姿をさらしていたのは、超がつくような大豪邸だった。

　いつもの通学路。並木道の脇わきにひょっこりと現れた横道。

「………………マジでか……」

　気のせいか。

　気のせいだろうか。

　気のせいじゃないかと思いたい。

「気のせいっすよね？」

「…………ッ!?」

　通りすがりの野の良ら犬いぬに訊たずねてみた。

　しかし、びっくりして逃げていった。

「…………」

　しまった。

「犬に訊きいてもしょうがない……っ！」

　──違った。

　間違った。

　そこじゃない。

　問題は、そこじゃない。

　勘違いしてた。

　マシロは、自分がいろいろをいろいろに勘違いをしていたことを知った。

　──まず、

　ここは公園じゃなかった。

　どうやら私有地だ。

　もちろん、持ち主は、あの超大豪邸の中にいる。はず。

　きのうまで、さっきまで、ここは公園で、緑みどりばっかりで、それ以外はなんにもないようなところだと思っていたのに。

　目の前には道。

　超大豪邸へとつづく道。

　並木道よりも立派な木々がその行方ゆくえを示している。

　まるで、マシロを迎えるためにいきなり現れたみたいだった。

　この先が、目的地。

　バイト先の…………、学生寮りよう。

「──寮!?　ありえなくねぇ!?　豪邸じゃん……っ!!」

　けれども、横道の入り口には木々に隠かくれた、または、隠されていたようなアーケードっぽいモノがひょっこりと顔をのぞかせていた。

　そして、そのアーケードの下の方に目を向けると、たしかに、看板が申し訳程度に立てかけてある。




『すずはし（寮）→こっち』




　なんてゆうのが。

　わざわざ、マシロがくる今日きようのためだけに、あのひとのやっつけ仕事な文字で書き殴られたような。

『すずはし』というのが、寮の名前で、この屋や敷しきの責任者らしい人物──あのひとの名前だった。

「…………間違いない……な、たぶん……残念ながら……」

　だって、『すずはし』だ。

　つーか、あのひとんちが、寮ってことか？

　どんな金持ちだよ。

「…………あっ！」

　だからか。

　バイト代がよかったのは……。

　ただの手伝いにしては、やけにもらえるなーって思ってたよ。正直にいうとさ。

　ボロモウケってこういうことかって、辞書も引きそうになったもんなー。

　そんな楽でおいしい話はないか。ないよなー。

　世の中、やっぱあまくないなー。

　──てゆうか、

　こんな豪邸の学生寮りようでやる〝お手伝い〟って、どんなだよ。

　うーん。

　でも、もし、この豪邸が本当にあのひとのいう寮なんだとしたら──

「……なにやらされんだよ…………」

　片手で顔をおおうようにして、うつむく。

　すこし考えて、ちいさく深呼吸のようなため息をついた。

　そして、顔を上げる。

「ま、行ってみれば判わかるよな……」

　悩んだり考えたりするのをやめて、あっさりと目の前の現実を受け入れることにした。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。

　その性格は、ちょーアバウト。

　──と。

「…………ん？」

　視し線せんの向こう、横道の中、木々の影かげに交じって人影が見えた。

　ぴょこぴょこと歩くその人影。

　それは小柄な女の子だった。小学生くらいに見える。

　両目とも二・〇以上をほこるマシロの視力にかかれば、距きよ離りがあっても少女の容姿がはっきりと確かく認にんできた。

　長い綺き麗れいな黒髪。前髪はパッツンで、その小顔に合ってなさそうな大きなレンズの黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを、首から下げたチェーンに引っかけている。

　とにかく、黒ぐろしている。

　クログロしている。

　その地味を追い越すくらい真っ黒な姿は、みずから目立たなくしているようだった。

　でも、どうしても目立つくらいのキュートさ。全身の黒に、袖そでや襟えりのワンポイントの白が、かわいらしいじゃないか。

　──とか、色気よりも一対九十九で食い気が勝っているマシロの頭脳がそんな信号をはっすることもなかった。が……、

「あれ……あのコって……」

　見覚えがある。

　ような気がした。

　はっきりと思い出せなかった。

　なにしろ、マシロは、クラスメイトの顔を覚えるのに半年もかかった。

　物覚えが悪いワケじゃない。成せい績せきはいいほうだし。

　ただ、他人にあんまり関心がないだけ。

「……んー」

　やっぱり、思い出せない。

　しょーがない。

「んんー？」

　が、もうひとつ気付いた。

　気付かずにはいられなかった。

　なんというか。

　女の子は、物体Ｘを頭に乗っけていた。

　こちらにやってくる女の子。近付くにつれて、それがいったいなんなのか判わかってくる。

　白い……丸っこい……仔こ犬いぬか……仔猫ねこか……はたまた、まんじゅう……は違うか。じゃあ、うさぎ……？　まあ、それっぽいふさふさした生き物だ。……と思う。たぶん。

　すると、物体Ｘを頭に乗せて真まっ直すぐにこっちに向かってきていた黒髪の女の子もようやく、横道の入り口辺りで突っ立っているマシロに気付いたらしく、「あ……」と声を上げたのが、聞こえなかったが、しぐさで判った。

　女の子は、一いつ瞬しゆん足を止める。

　じーっと、マシロの様よう子すをうかがうように、見つめてきた。

　そして、そのまま大きな瞳ひとみを白黒させていた。

「…………？」

　なんだろう、いったい。

　警けい戒かいされるようなことをしただろうか。（野の良ら犬に話しかけていた）

「して……ないよなー」（野良犬に話しかけた）

　自分の記き憶おくをさぐってみても、ない。（野良犬に話しかけたのに）

　てゆうか。（野良犬に話しかけたのは棚に上げた）

　この女の子、豪邸＝寮りようの方から歩いてきた。ということは、見た目小学生のこのコも寮生なんだろうか。

　あのひとによると、ここの寮生たちはマシロとおなじ学校の生徒たち。もし、ここが本当に寮だとするならばの話だけれど。学校には、たしかに初等部もある。

　あるけれども。

　それだと小学生から親と離はなれて暮らしてるってことになるなぁ。

　さすがに、小学生って。

　いや、待てよ。

　うちの学校なら、あるいは、あるかもだ……。

「──うーん……。ま、いっか」

　どっちみち訊きいてみれば、判るだろうし。

　まだ、マシロの様よう子すをうかがっている女の子。かまわずにこちらから近付くことにした。

　マシロが歩き出し、それが自分の方へ向かってきていると判わかったのか、女の子が一いつ瞬しゆん、びくっと身体からだを震ふるわせた。警けい戒かい心しんがいっそう強まったかんじだ。

　やれやれと、しかし、かまわずにずんずんずんずん大おお股またで進み、マシロはあっという間に、女の子の目の前までやってきた。

　マシロもクラスで小柄な方だが、このコはそれよりもさらに一回りくらいはちいさい。

　女の子は、髪の毛とか真っ黒なのに──色素が薄うすいのか光の加減で黄こ金がね色いろに見えるおっきな瞳ひとみを猫みたく警戒した様子で、なんども、ぱちぱち瞬しばたたかせた。

　とても整った綺き麗れいな顔している。

　が、そこにマシロの注意がゆくことはなく、注目は、女の子の頭の上にいる──真っ白いうさぎ、のような生き物。

　なんだこれ……？

　結果、じーっと女の子のほうを凝ぎよう視しするみたいになって、女の子をたじろがせてしまうことになってしまう。まだ春なのに、女の子は汗だくだくだ。

　しかし、女の子に注意が向いていないマシロが気付くことなく、マシロの凝視に耐えられなくなったのか、意を決したように女の子が口を開いた。

「あ、あ…あのっ、な……なにか……？」

　見た目通りのかわいらしい声だった。ちょっとうわずっていたが。

　言ってから、女の子は、マシロの視し線せんが頭上の生き物に向いているのに気付いた。

「ちょ、ちょっとチビリっ、降りて」

　と小声で話しかける。

　チビリという名前らしい頭の生き物を両手でつかむ。

　そのまま胸に抱えたが、

「あ、ちょ、ちょっとっ!?」

　チビリが女の子の腕の中から抜け出し、




　ぴょん。




　と、跳ちよう躍やくしたかと思うと、垂れた長い耳を羽ばたかせながら翔とぶようにして、マシロの腕の中に飛びこんできた。

「お……っとぉ」

　自宅の格かく闘とう技ぎ道場でしごかれたおかげか、それとも小学生のときに飼育係でうさぎ小屋の担当でなれていたおかげか、マシロは反射的にチビリをやわらかく受け止めた。

「す、すいません！　コラ、チビリっ！」

　女の子が驚おどろいたように声を上げる。

「べつに、いいよ」

　マシロは気にすることもなく、チビリを抱え直すと、ほら、戻りな。とちいさく言って、女の子の手にチビリを返した。

「あ…ありがとうございます……」

　今度は飛び出さないように、女の子はチビリをぎゅっと腕の中で抱きしめた。

　けれど、それでもするりと腕の中を抜けて、チビリは器用にまた女の子の頭の上によじ登った。

　どうやら、女の子がチビリを自分の意志で頭に乗っけていたワケではなく、チビリがみずから乗っかっていたようだ。お気に入りの場所ってことだろうか。
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　なついているようだけど、言うことはあんまり聞いてくれないみたいだ。

「あのさ」

　マシロが言う。

「は、はい……っ」

　女の子は、チビリに向かってついたため息の途中に声をかけられ、また、身体からだをびくっと震ふるわせ、マシロに向いた。

　なんなんだろう、この大おお袈げ裟さなくらいの警けい戒かい心しんは……。

　まるで、野の良ら猫ねこみたいに。

「きょうから、ここで──寮りようで手伝いをすることになってる者なんだけど、てか──あそこ寮だよね……？」

　やっぱりまだ信じられなくて、マシロは視し線せんを超大豪邸に向けながら訊きいた。

　すると、

「あ、はい。そうです……。……あんな風ですけど……学生寮です……一応……」

　ひどく緊きん張ちようして女の子はそうつづけた。

　ふし目がちで、視線もほとんど合わない。

「……お手伝いさんがくるっていうのは……えっと、その、聞いてたんですけど……、お手伝いさんだから、てっきり女の人かと思ってて……しかも、ボクとあんまり歳としも変わらないみたいで……すみません……ちょっと、びっくりしちゃいました……」

　ちょっと──びっくりじゃなくて、野良猫クラスの警けい戒かい心しんたっぷりな気がする。

　それでも、マシロの素す性じようが明かされると、女の子はすこしだけ警戒を解こうとしてくれているみたいだ。ぎこちないけど。

「あの、……えーと……お手伝いさんは……」

　同年代のマシロのことを、『お手伝いさん』と呼ぶのに違和感を憶おぼえたのか、女の子の言葉が止まる。

　ああ、そうだったと、マシロは、

「〝水田ミズタマシロ〟ってゆうんだ」

　自己紹介をした。

　が、

「──みずたま…しろうさん？」

　微妙に間違ったニュアンスで伝わってしまった。

　水玉シローじゃなくて、水田マシロ。

　……まあ、いいや。

『シロー』って呼ばれることもある。

「あ、うん」

　ミズタマシローでよしとして、うなずいた。

　水田マシロ。十三歳。中二。自分の名前でも、ちょーアバウト。

　それよりも、

「あの、さ──」

「あっ！　ぼ、ボクっ、涼橋スズハシ萌流メグルといいます。こ、ここの寮生で、中学一年です……っ！」

　マシロが声をかけようとすると、女の子は声を上げ、自分の自己紹介がまだだったと、深々と頭を下げた。

　頭の上にいたチビリはお辞じ儀ぎと同時にジャンプして空中へ、そして、萌流メグルが視し線せんを戻すと、器用にまた頭に着地した。

　へえー……。

　え？　中一？

　あれ？　小学生かと思ってた。

　じゃあ、一歳イツコ下か。

　てか、

「──涼橋スズハシって……？　じゃあ、あのひとの……家族……？」

　同じ名字。そういえば、何ど処ことなくこのコとあのひとは似ているような気がする。

　長い黒髪やおっきな瞳ひとみや透すけるような白い肌や。

　あのひとの見た目はマシロより歳上でかなりオトナだったけど、同時に、子供っぽい部分も目立ってた。

　年ねん齢れい不ふ詳しようにもほどがあるカンジのひとだったが、子供がいるようにも見えなかった。

　すると、萌流が、

「あ、はい、そうです……。いちおう……。といってもボクも寮りよう生せいで……。あのひとの姪めいなんですけど……すいません……」

　何な故ぜか謝あやまって、そう答えた。

「それで、あの、……もうすぐお手伝いさんがくるはずだから、迎えにいってこいって言われてたんです。だから、えっと、寮あつちまで案内します」

　まだまだぎこちなく萌流は言うと、ひょこひょこ歩き出した。

　その背中が、何処かせつない。

　なので、マシロは、

「え？　いいの？　なんか、どっかへ行くとかじゃなかった？」

　そう訊きく。

　と、萌流は振り向いて、ちょっと苦笑いで、左ひだり頰ほおを指でかいた。

「はい……おつかいも命じられてるんですけど。だいじょうぶですから。こういうのなれてるんで」

「マジで？　だ、だいじょうぶ……？」

「はい、だいじょうぶです」

「んー…じゃあ、よろしくお願ねがいしようかな……。迷めい惑わくじゃなかったら」

「いえ、迷惑だなんて。それじゃ、行きましょう」

　そう言って萌流は、ぎこちなくてもかすかに微ほほ笑えんだ。




　ふたりは、寮を名乗る超大豪邸へ向かって、木々がざわざわと風に揺ゆれる道を歩きはじめた。




　　　　♪




　並木道を抜けると、そこは、まるで不ふ思し議ぎの国でした。




　目前にそびえ立つ超がつく大豪邸。

　和風なんだか洋風なんだか中華風なんだか地中海風なんだかそれとも何風なんだかよく判わからない、デザインした輩やからがとち狂ったかやけくそになったか、そんな異様な雰囲気を全体からプンスカプンスカこれでもかと漂わせながら、おっ建たっている。

　ひとは自分の中の知ち識しきや常識を超えた物事に遭そう遇ぐうすると、ワケもなく感動だったり、恐怖だったりで言葉を失うとかいうが、マシロの場合、──あきれて開いた口がふさがらない状態になった。

　──アホだ。

　小道から玄関まで、門やら植物で作られたアーケードなどを通って、数分がかりでやっとたどり着いた。

　マシロが通う学校もかなりの広さで、校門から校舎まで距きよ離りがあるが、それと同じ感覚がした。

　傍かたわらを歩いていた黒髪の女の子──萌流メグルは、建物が近付くにつれて、マシロが考えていることがなんとなく判ってしまったのか、「すみません」と蚊かの鳴くような声で、うつむいた。

　玄関の前に立つ。玄関もデカイ。そしてコンセプトはやっぱり判らない。

　そして、

　なんだこれ……。

　だるまか？

　だるまだ。

　だるまでしょーよ。

　扉のすぐとなりの壁かべに、選挙などで当選したときに墨ぼく汁じゆうで目を描かいて黒い涙を流すことで有名なあのだるまが数体めり込んでいる。

　しかも、だるまのひとつが舌を出してウィンクしている。

　アホだ。

　なんか、笑えてきた。

　おもしろくなってきた。

　マシロがわき上がってくる笑しよう撃げきをこらえていると、

「あの……」

　申もうし訳わけなさそうに萌流が、マシロに声をかけてきた。

「さっきも言ってたんですけど、ボク、おつかいにいかなきゃなんで……。えっと、誰だれかほかのひとを呼びますね、えっと……」

　萌流メグルの視し線せんが、──だるまに向いた。

　あの、ウィンクだるまだ。

　うーん。

　まさか。

　萌流が、ゆっくりと、おそるおそる、いやいやながら、そろりそろり、だるまに手を、指先を伸ばす。

　もしかして、これは、玄関にあって、音を鳴らすアレなのか!?

　だ、だとするならっっ、

「──ちょっ、待って！」

　止めた。

　思わず、マシロは止めてしまった。

　しまった。

　とか、思いつつも誘ゆう惑わくには勝てなかった。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。

　──好奇心旺おう盛せい。（というのも、メモに加えておいてください）

「もしかして、ってゆうか、それ（だるま。特にウィンクしてる部分を重点的に）押すんだよね？」

　マシロは訊きいた。

「……は、はい……？」

　うなずきながらも、萌流は、このひとなに言ってるんだろう的な視線をびしばし、マシロに送る。

　しかししかし、マシロはそんなモノを気にする様よう子すもなく、むしろ恥や外聞に勝る好奇心に、

「もしかして、鳴る？」

　ふたたび訊たずねる。

「は、はい……まあ……いちおう……」

　萌流から予想した答えが返ってくる。

　これは──間違いないっ。

　となれば、

「押していい？」

　と、みたび訊ねる。もう、爛らん々らんとした目で、多少血走った目で、萌流の返答を聞く前にすでに半身が前進、だるまに向かいつつ。

　すると、マシロの妙な迫力にびびった萌流は、

「ど、どうぞ……？」

　マシロにその道を譲ゆずった。

「…………ごくっ……」

　生なま唾つばを飲みこむ。

　きっと、これは、まさかに違いない。

　なにが、起こる？

　なにを、起こす？

　パルプンテ？

　パルプンテ！

　メガンテだけは、かんべんな。

　よし。

　押す。

　押すよ？

　押すぞ！

　押やって押やれだゼ!!

「………………えいや……っ！」

　うごめき雄お叫たけび上がってきた好奇心をもうおさえることはできなかった。

　マシロは、ぐいっ、とウィンクだるまの閉じた方の目の部分を指で押した。

　すると。

　がしゃこん、とだるまの目が開かれるのと同時に、







　よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～っ♪







　何ど処こからか七人ほどいそうなこびとさんたちの唄うたう陽気なメロディがしゃかりきに聞こえてきた。

「………………だ、だるま、まるで関係ねぇ……ッ!!」

　マシロがあきれ半分おもしろ半分で呟つぶやくと、

「…………すみません……」

　と、自分のせいじゃないだろうに、ひどく申もうし訳わけなさそうに、そして、恥ずかしそうに萌流メグルが下を向いた。

　十中八九これが呼び鈴。

　とんでもなくバカげているが。

　マシロの予想通り、これはインターフォンだった。







　よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～っ♪







　唄うたい続けるこびとさんたち。

　耳に残りまくるその合唱。

　待ち続けるマシロ。

　しかし、なかなか、内側から玄関の扉が開く気配けはいも、反応すらもない。

　マシロが、あきれながらもう一回、だるまの目を押す。

　いっそう、がくんとうつむきながら萌流メグルは、もうっ、と唇をとがらせた。







　よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～っ♪







　てか、よ～ほ～。ってなんだよ。

　ニホン語しゃべれよ。

　だるまがよ～ほ～に合わせて、ウィンクする。

　誰だれか、だるまをとめてやれ。

　ついでに、七人ほどいそうなこびとの歌を。







　よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～よ～ほ～っ♪







　だるまと七人ほどいそうなこびと。

　和洋のコラボレーション。

　あー。

　なんか、だんだん腹たってきた。（自分で押したクセに）

　このだるまがッッ。

「………………っ」

　あと、数秒、コンマ数秒遅かったら、手が出ていた。（自分で押したクセに）

　だるまはぼっこぼこだったに違いない。

　それを阻止したのは、うっすらと開いた玄関の扉、その向こうに見えた人ひと影かげだった。

　隙すき間まから、ひょっこり顔をのぞかせる。

「んー……めぐぅ……？　──と…………ダレ？」

　眠そうでも、とてもよく透すんだキレイな声だ。

　扉から出てきたのは、まるで幼い少女がだだをこねてまでほしがりそうな人形のよう女の子だった。

　整ととのった顔立ち、長いまつげにくりくりの瞳ひとみ。あと、ピンクのフリフリ。

　このコも寮りよう生せいってことか。

　小柄で萌流メグルとおなじ小動物系のかわいさを持っているが、また違った雰囲気。

　てか。

　あれ？

　このコもどっかで、見たような気が……。

　でも、マシロはやっぱり思い出せなかった。

　うーん。見かけたりしたことがあるとしたら、やっぱ学校だよなぁ……。

　……まあ、いいや。

　そのうち、思い出すだろ。

「ふぁ～～……」

　ピンクのフリフリの女の子が、おっきくのびをしながらあくびをする。

　とても、眠そう。

　かわいい顔がだいなしだ。

「──今日きようからくることになってたお手伝いさんだよ。ひなっち、また寝てたの？」

　マシロに対するぎくしゃくした感じとは違う、なれた風に萌流はピンクのフリフリに言った。

「うん……。お手伝いさん……？」

　あくびをしながら、ピンクのフリフリは小首をかしげる。マシロに視し線せんを向けた。

　その視線の意図をすぐに理解したのか、萌流が、

「ボクもちょっとおどろいちゃった。お手伝いさんが男のひとだったし、それに、ボクらとおんなじくらいの歳としのひとで」

　ピンクのフリフリに言う。

「あの、それなんだけど……」

　言いかけて、マシロは、気付いた。

　マシロに向いていたピンクのフリフリの目が、どんどんどんどん細くなっていく。

　凝ぎよう視しされてるのかと思ったが、違った。

「──ぐ～～～～～……」

　寝た。

　立ったまま。玄関前で。

「ひなっち！　こんなとこで、寝ちゃダメだから！」

　あわてて萌流メグルが駆けよって、ゆすらゆすらする。

「……あ、う？　うん……？」

　ピンクのフリフリは、うなずきながら目を覚ましたが、ぜったい寝ぼけている。返事にまったく意い識しきが乗ってない。

　それを判わかってか萌流はまた寝てしまう前に、

「えっと、こちら、お手伝いの水玉シローさん」

　ピンクのフリフリにマシロのことを紹介する。

「どうも……」

　ぺこっと、マシロは会え釈しやくした。

　やっぱり名前が……。

　水田ミズタマシロなんだけど。

　……もう、いいか。

　水田マシロも、水玉シローもあんまかわんないし。

　むしろ、九きゆう十じゆつ％パーは合ってるし。

「こっちが、ひなっち…じゃなかった……っ、藤間フジマ陽向ヒナタさんです。中等部の二年生で……」

　萌流が、ひなっちこと、陽向を紹介してくれた。

　その陽向は、いちおう目を開けて、じーっとマシロのことを見つめている。

　いつまた眠ってしまうか判らなくて、ちょっとどきどきだ。

　陽向は、

「……よろしくお願ねがいします……」

　マシロから視し線せんを外して、ぺこりと頭を下げた。

「あ、自分も中二なんで、よろしく……」

　と言おうとして。

「ぐ～～～～～……」

　寝てる！

　もちろん立ったままだ。

「ちょ、ちょっと！　ひなっち！」

　萌流がまた、ゆすらゆすらして、陽向を目覚めさせる。

「…………？」

　そして、寝ぼけている。

　やれやれとため息をつきながらも、萌流は、陽向に言う。

「あのさ、ひなっち。水玉さんのことお願ねがいしていい？　ボク、アサちゃんのおつかいがあるんだけど……ってゆっても。ひなっち……ムリそう？」

　あのひとから命じられた自分の用事もすませてしまいたいけど、陽向ヒナタにマシロのことをまかせてしまっていいものか、萌流メグルは判断に困っていた。

　すると、

「……ムリじゃない。めぐ、いってきていいよ、おつかい……」

　ねぼけたままの陽向が言った。

　こくん、とうなずく。

「ほ、ほんとに？」

　不安がって、萌流が訊きく。

　マシロもなんだか不安になってきた。

　それでも、陽向は、

　こくん。

　と、もう一度、うなずいた。

　眠そうなワリに、なんだか自信満々だ。

　マジか。

「ほんとに、ほんと？」

　しつこいようだが、萌流はまた確かく認にんする。

　やはり、こくん、と陽向はうなずいて、

「はやくいかないと、あのひと、おこるんじゃない？」

　萌流の目が、まんまるになる。

「そ、それはたしかに…………。じゃ、じゃあ、ひなっち、たのんでいい？」

　陽向は、大丈夫とうなずく。

「えっと、あの、すみません。水玉さん、ひなっちのことよろしくお願いします……っ。いってきますっ」

　言って、萌流は、ぺこりと頭を下げる。

　これじゃ、誰だれになにを頼んでいるのかよく判わからないけど。

　あと、水玉じゃねーしな。

　萌流は、たったったっ、と小走りになって、きた道を戻っておつかいに向かう。

　ときどきふりかえって、マシロたちのほうを確認している。

　やっぱり、まだ、陽向のことが不安らしい。

　そんな萌流に、陽向は、大丈夫とでもいうように、手を振った。

　いってらっしゃーい。

　と思ったら、

「──こっち」

　陽向ヒナタが言って、さくさく開けた扉から建物の中へ入っていく。

「あ、ちょっと……っ」

　あわてて陽向を追いかけ、

「おじゃましまー……」

　マシロもあとにつづいた。




　　　　♪




　超大豪邸は異常な外観とは打って変わって、室内は落ち着いた洋よう館かんに和風テイストミックスといった雰囲気だった。

　洋風と和風のバランスが、アメリカ映画によくある間違った和風の解釈のようにならずに、見事に均衡とられていた。

　マシロは確たしかめるように、ぐるりと目で追える範囲を見渡してみたが、特にツッコまなければならなそうなところは見あたらなかった。

　マシロの前を歩く陽向は、無言のままどんどん先に進んでいく。

　奥へ奥へと行くので、窓はなく、薄うす暗ぐらいところをさらに、右へ左へ、ヒダリヘミギヘ。

　……もう、何ど処こを歩いてきたか、思い出せません。

　ひとりじゃ、帰れない……。

　なので、とにかく、陽向についていくしかない。

　なんか、不安だけど。

　それに、さっきから、廊下を歩いても歩いても、誰だれともすれ違わない。

　ほかにも寮りよう生せいたちが住んでるんだろうが、誰ともすれ違わないし、出で逢あわない。

　ここが広すぎだっていうのもある。

　もしくは、生活している学生が少ないのかもだ。

　そういえば。

　マシロは、こんなところで、はたと気付いた。

　あのひとが言っていた、

「今度から、そんな雑用じゃなくて、アタシがやってる〝学生寮〟の『お手伝いさん』をやってもらうことにしたからー」

　それしか、話を聞いていなかった。

　中等部のマシロは、高等部担当の非常勤講師だとかいう、あのひとと、そのときが初対面だった。けれど、妙にどうどうとしていたし、説得力もあったので、そのまま、

「あー、はい。わかりました」

　と、うなずいて、今日きようがきてしまった。

　もっと、考えればよかった……。

　あとの祭りじゃ……。

　そんなことを考えていると、前を歩いていた陽向ヒナタが、ぱたりと足を止めた。

「ん？」

　頭越しにちょっと背のびで前をのぞきこむと、そこは部へ屋やの前だった。

　マシロのうちじゃありえないくらいおおきな、立派な彫刻がほどこしてある木製の扉に、陽向が手をかける。

「……ここ、応接間だよ」

　ちいさく言って、陽向は部屋の中へ、マシロを案内する。

　応接間って、ふつうなら、家に入ってすぐにあるものだと思ってたけど。

　ここは、超大豪邸。

　一般市民のマシロの常じよう識しきは通じないのか……。

　一歩中に入ると、マシロの目にたくさんの光が飛びこんできた。

　おおきな窓がいくつもならんでいる。

　光に目がなれ、マシロは、室内をぐるりと見渡した。

　重厚なカーテンに絨じゆう毯たん。

　映画のセットのような、ソファやテーブルなどの家具。

　感嘆を通り越して、一般人のマシロには、ちょっとあきれ気味のため息が出そうになる。

　お金なんて、あるところにはあるもんだな。

　学校の雑務を手伝う──前のバイトは、かなしいくらいの賃金だった。

　それにくらべて、今回の寮りようの『お手伝い』は、ずいぶんとよくなった。

　けれど、この部屋もさることながら、超大豪邸からすれば、やはりかなしく、そして、むなしく思えてくる。

　なんだかなぁ。

　ため息をがまんしながら、目を移すと、もうすでに、陽向がソファに腰かけていた。

　今にも眠りに落ちそうに、うつらうつらしている。

「あ、ちょっと」

　訊ききたいこととかあるんだけど、







　ぐ～～～～～～～～～～……。







　寝た。

　陽向ヒナタ、落ちる。

　マシロ、ちょっと遅かった。

「ちょっ！　はえーよ！」

　マシロは『お客さま』ではなく『お手伝い』だ。

　となると、ここに住んでいる学生たちが、雇い主も同然。

　だったら、陽向に、気をつかわれたりする理由もなにもないが。

　……でも、寝なくても……。

「ハァー……」

　とうとう、出てしまったため息。

　マシロは、とりあえず、陽向の正面のソファに腰をおろした。しかし、

「…………落ちつかん……」

　あきらかに高価そうなソファ。居い心ごこ地ちが悪い。

　しかも、座ってみて、なにか特別な座り心地を感じるワケでもなく。

　むしろ、テレビの通信販売でやっていた『低反発素材仕し様よう座ざ椅い子す』の方が、何割かよさげだ。

「………………」

　目の前では、高くなってきた陽ひ射ざしを毛布代わりに、こっくりこっくりと陽向が気持ちよさそうに眠っている。

　学生寮りように思えない超大豪邸のここにやってきてから、マシロはまだ、ふたりにしか逢あってない。

　藤間フジマ陽向と涼橋スズハシ萌流メグル。

　こんなに広いんだ。寮生がふたりきりってことはないだろうし、あと、何人出てくるのか。

　何百人とかいて、その手伝いをするとしたら、ちゃんとできる自信はない。

　何十人でも、ちょっと厳きびしいかもだ。

　水田ミズタ家けで、マシロのおじーさんがやっている格かく闘とう技ぎ道場でも、それなりの人数がいるが、率先して関かかわったりしていない。

　もともと、マシロは、他人とのつきあいになれていない方だった。

　学校でもそう。

　それが、なにを思ったか、学生寮なんて……。

　あ、自分で決めたのか。

　バカじゃないの。

　だってさ。

　バイト代に目がくらんで……。

　マシロは、自問自答する。

　てか、『お手伝い』って、ほかにいないの？

　こんな豪邸だし。

　こんな中学生を雇うぐらいだから、よっぽど人手とお金が足りてないんじゃ。というほど、よゆうがないようには、見えない。

　そんな雰囲気は、どっからもただよってこない。

　のどかだ。

　部へ屋やに置いてある、これまた高価そうな時計とけいの針が午前十時をすぎたところをさしていた。

　しずかだ。

　仕事がたくさんあって、いそがしいなら、今すぐにでも誰だれかがマシロを連れて、お手伝いさんとしての第一歩をはじめるようにうながすはずだろう。

　なのに、なんにもない。

　誰もこない。

「あ……」

　マシロは、思い当たった。

　もしかして、自分がきたことを誰も知らないんじゃ。

　だから、ほかにお手伝いさんがいるとしても、誰も呼びにこないんじゃ。

　そうか。

　マシロは、陽向ヒナタに案内されてここにきただけ。

　誰にも逢あうことなく、誰にもマシロの存在は告げられることなく、この応接間へ。

　このままここにいても、放っておかれるだけなんじゃ。

　かといって、うやむやにこんな超大豪邸の中をうろちょろするワケにもいくまい。

　なんにも知らないし、あえて付け加えるとしたら、……方ほう向こう音おん痴ちだ。

「…………んー」

　マシロは、腕組みでうなった。

　ここに案内されたってことは、もしかすると、ここに誰かがやってくる予定になっているのかもしれない。

　──あのひととか。

　そうだ。

　たぶん、そうだ。

　でも。

「…………ぐ～～～～～……」

「マジかよ……」

　眠りこけている陽向を見ると、むしょうに不安になってきてしまう。

「……どうする……？」

　あのひとは、いっこうに姿を現す気配けはいはない。

　ほかの誰だれかに訊たずねようにも、さっきの黒髪のコ、萌流メグルはおつかいへいってしまった。

　そして、この場にいるのは、ひとり。

　気持ちよさそうに、眠っているじゃないか。

　眠っているじゃないか。

　眠っているだけじゃないか。

　そうじゃないか。

　じゃあ──

「……起こすしかないか」

　もう昼近く。子供は起きて、はしゃいでる時間だ。

　気持ちよさそうにしているところ、申もうし訳わけないが。

　よし、起こそう。

　ところが。




　どっこい。




「どっこいしょっ」

　と、マシロは、さっそくソファから立ち上がって、寝入って無防備な陽向ヒナタの傍かたわらに歩み寄る。

　そして、

「もしもーし」

　ゆさゆさと陽向の肩をゆらした。

「ちょっと起きてみようか」

　ゆっさゆっさとゆらす。

　ぜんぜん、起きない。

　まだ気持ちよさそうに。

「起きろっつーの」

　ぐわんぐわんゆらすと、力の入っていない頭がぐわんぐわんゆれたゆれた。

　首がもげそうだったが、ちょっとくらいなら大丈夫かと思った。

　だいじょうぶなワケないだろうけど。

　そんなときだ。

「──そこまでにしておけ」

　鋭するどい声に、マシロは、ん？　と顔を上げた。

「そこで何をしている」

　応接間の入り口、マシロよりも頭ひとつ以上長身の女の子が立っていた。

　全身から育ちのよさそうなオーラを放ちながらも、その目は厳きびしくマシロのことをにらむようにしている。

「なに、って……起こそうとしてるんだけど？」

　マシロは、あたりまえのように答えた。

　見れば判わかるじゃん、と。

　しかし、マシロのひょうひょうとした受け答えがカンに障ったのか、女の子に、ギロリと完全に、にらまれてしまった。

　女の子のその印象的な目は切れ長で鋭するどく、短めの髪の毛に中性的な顔立ちは、『男装の麗れい人じん』という言葉を思い出させ、かつ、その口く調ちようや態度や全身のオーラは、まさに『委員長イインチヨー』と呼ぶに相応ふさわしく。その委員長っぷりといったらなかったが、ただ、たったひとつ欠けているものがあった。

　それは、委員長には、いや──

　キング・オブ・イインチョーには、なくてはならない必要不可欠なマストアイテム的なモノ。

　だからこそ、目の前の女の子に対して、マシロの頭に真っ先に浮かんできたのは、その言葉だったのかもしれない。

　そう、それこそが──







『メガネ』







　──だ！

　質問されているはずなのに、マシロの頭はそのことでいっぱいだった。

　だから、見覚えがあるはずの、その顔に気付かなかった。

　だって。

　目の前の女の子が、メガネをかけてないのに、なんか、メガネかけてそうな委員長に一いつ瞬しゆん見えたんだよ？

　もちろん性格はきつそうなかんじだ。

　ほら、今にもずれたメガネを、くぃ、と手でかけ直しそうじゃないか。

　ほらほら。

　メガネ。

　メガネが見えてきた。

　そうか。

　これが、俗に言う、




　──模エ倣ア・メガネッッ！（Air Megane）




　す、すげー。

　エアメガネ、はじめて見た！

　……うーん。

　で、

「───……誰だれ？」

　マシロは、ようやく初歩的な疑問にブチ当たった。

　おなじくらいの年ねん齢れいだとしたら、この寮りようの学生のはずだが、

「それは、こっちが訊ききたいんだが？」

　オトナびたその鋭するどい目がいっそう鋭く、マシロを見やる。

「ここは女子寮だぞ？」

「知ってた」

　メガネじゃないけどメガネっぽい女の子の問いに、マシロはあっさりけろっと答えた。

　実はここが女子寮なんて、最初から知ってた。

　あたりまえだろ？

　が、その態度が、またも女の子のカンに障った。

「知っていて、何な故ぜ、男のオマエがここにいるというんだ──」

　マシロはやれやれと肩をすくめた。

　それかぁ……、

「ハァー。だから──」

「なんだ、怪しい者ではないとでも、いうつもりか？」

　マシロが言いかけたが、メガネじゃないけどメガネっぽい女の子に、さっくりざっくり遮られてしまった。

　なんかイヤな気分になる。

　尋じん問もんされているみたいで。

　完全に、マシロは不審者として見られているだろうが……。

「うん。あやしいもんじゃないんだけど……」

　一応、弁明してみる。

　けれど、やっぱり、

「女子寮に見知らぬ男がいたら、怪しくないワケがないだろう」

　メガネじゃない女の子が、あからさまに不審がる。

　マシロは、ため息をついてしまった。

　こう何度もあると、疲れてしまいそうだ。

「それに、無防備な陽や向つに対して、いったい何をしようとしていた？」

「はぁ？　なに言って……。起こそうとしてただけだし」

「噓うそをつくな。だいたい、どうして、オマエが陽向そいつを起こす必要がある。何をしようとしていた。言えないのか？　怪しいな、やはり」

「ちょっ！　だからぁ……っ、自分は、きょうからここにきた──」

「──〝お手伝いさん〟でしょっ？」

　また、声が鳴った。

　メガネじゃないけどメガネな女の子ではない、別の声だった。

「…………っ？」

　が──

　声はすれど、姿は見えない。

「んんっ？」

　マシロは左右を見渡した。

　でも、やはり、メガネじゃない女の子が目の前にいるだけ。

　じゃあ、このひとが、まったくべつの声こわ色いろを使った？

　なんのためにだよ。

「ハァー……」

　すると、メガネじゃない女の子が、あきれたように首を振った。

　そして、言う。

「おい……。いいから、さっさと降りてこい」

　へ？

　降り？

「──はーい。よいっしょ、あ、わっ!?　ちょ……っ!!」

　そんな声が聞こえた、その瞬しゆん間かん、







　ごわちゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！







「──ぎょっ!?」

　目の前に、傍かたわらのテーブルに、天てん井じようから何かが派は手でに落下してきた。

　ガラス張りのテーブルとソファがてんやわんやになっている。

「な、なにっ!?」

　とっさに、ソファで寝こけている陽向ヒナタを胸に抱きかかえながら、マシロは飛とび退のいた。

「…………あいたたたたた……っ」

　落下してきたそれがむくりと身体を起こす。

　人間だ。それも、何な故ぜか、忍者くのいちの格好をした。

　ニンジャ頭ず巾きんからはみ出したブロンドロール。

　青みがかったくもりない瞳ひとみが、マシロをとらえる。

　そして、ガバッと残ざん骸がいと化したテーブルの中から飛び出した。

「──今日きようからココで働いてくれるお手伝いさんでしょ、でしょっ？」

　にっこにこしながら言った。しかし、はっと気付いて、自分がてんやわんやにしたテーブルやソファを元に戻す。

　その、何故かニンジャの格好をしたその女の子は、苦労知らずのお嬢じようさま風だった。

　きらっきらした瞳で見つめながら、マシロの、陽向を抱える片手を取って、ひしっとにぎる。

　何故かニンジャな女の子は、長身で、手足も長い。なんといっても腰の位置がハンパなく高い。

　ニホン語を話してなかったら、ぜったい外国のひとかと思ったろう。

　いや。判わかりやすくニホン人離ばなれした顔立ちをしているので、本当に外国のひとかもだ。

　学校の外国人の先生ＡＬＴくらいでしか慣れていない、むしろ、それすら慣れていない外国のひとかもしれない存在に、おぅ、っとマシロは思わず尻しり込ごみする。

　そして、ついでにまた、その顔に見覚えがあるようなないような。

　マシロ的には、むしろ、




　何故ニンジャ!?




「──ねっ！　アタリでしょ？」

　ニンジャな女の子が嬉き々きとして訊きいてくる。

　圧倒されながらもマシロは、

「はー、あー、まー、そんなかんじじゃないっすかね……」

　とあいまいにうなずいた。

　抱きとめたはいいけどどうしようか迷っている腕の中の陽向とは、べつなベクトルで、キラッキラしている。

　もしかして、このひとも……ここの寮りよう生せい？

　ちょっとなんかアレだけど。

　なんつー、オーラだ。

　あ……っ。

　なんだっけ？

　なんか、思い出しそうだ。

　ほら、アレ。アレだ。

　えーっと。

　しかし──

「ほら、やっぱり！」

　ブロンドの女の子が、うれしそうに、ぽん、と手のひらを打ち、メガネじゃない女の子に振り向く。

　マシロの注意もそっちにいってしまった。

「オマエは……また、バカなことを……なんだ、その格好は……」

　ブロンドの女の子の笑え顔がおに、頭痛でもするのかメガネじゃない女の子は片手で顔をおおった。

「きょうお手伝いさんがくるってゆうから、ニンジャマスターになって天てん井じように張り付いて待ってることにしたんだ！」

　ブロンドのニンジャマスターは、そう言って、ころころと笑った。

　嗚あ呼あ、メガネの次は、アホが出てきた……。

　てか、いつからそこにいた。

　いたんなら、さっさと出てこいや。

「私、中等部三年の──跡見アトミ忍シノブと申する者です」

「アトミング……？」

「じゃなくて、アトミ・シノブだお」

　だお……？

「忍法！」とでも言い出しそうに印いんを結び（ニンジャがよくやるイメージのポーズ）ながら、にこやかに微ほほ笑えむニンジャの女の子──忍。

　ニホン語が妙だ。

　いろんなモノを間違って吸収しているような気がする。

「忍シノブだから、忍者ニンジヤなんだお!?」

　マシロにその意味が伝わらないと思ったのか、ご丁てい寧ねいにも忍が説明してくれた。

　そこに疑問を感じていたんじゃなくて……しかも、そんな超高難易度戯言オヤジギヤグの説明はいらないんですがっ。

　でも、キラッキラした真まっ直すぐな瞳ひとみの前では、

「そ、そうっすか……」

　と、引きつった笑いで、目め線せんを若干そらしながら、返すしかなかった。

「ニンジャマスターって呼んでくれていいからね！」

　忍は、うれしそうに笑った。

　はちきれんばかりの笑顔だった。

　それに、くっつきそうになるくらい顔を寄せてくるから、ドキッとしてしまった。

　なんだろう。このかんじ。

「あなたの名前は？」

　忍シノブが訊きいた。

「み…水田ミズタマシロ……っす」

「ミズタマシロ？　じゃあ、〝ましろん〟って呼んでいい？」

　ついに名前を間違えられなかった。かもしれない。

　でも、そのニックネームはなんか、傷薬の名前みたいでなんだかなぁ。

「ああ、まあ、べつになんでも……」

　としかし、マシロは苦笑いを浮かべただけだった。

「じゃあ、ましろん。これからよろしくお願ねがいするっ」

　キラッキラしている。

　まぶしいくらいに。

　一いつ瞬しゆん、忍の背後に薔ば薇らの園そのが見えたような錯さつ覚かくにおちいる。

　イントゥ・ザ・ドリーミィ・ワールド。

　ここは、ベルサイユきゅうでん!?

　しかし、それらは、忍だけではなく、このマシロが逢あった四人の寮りよう生せいに共通する感覚かもしれない。

　みんな、それぞれにそれぞれの魅み力りよくを持っていて、キラキラしている。

　薔薇と縦たてロールが似合いそうな忍も、胸の中に抱いたままどうしようもなくなってきた陽向ヒナタも、おつかいにいって帰ってこない萌流メグルも……そして、メガネも（かけてない）。

　マシロがもうすこし感覚的に……普通だったら、もうワケが判わからなくなるくらいドキドキしっぱなしだったはず。

「ほら、そっちも自己紹介しないと」

　忍が、メガネじゃない女の子に言った。

　だが、首を左右に振って拒否した。

「必要はない。だいいち、まだ、オレは、水玉とかいうそいつを認みとめた憶おぼえはない」

　水玉じゃねーっつーの。

　感じ悪いなー。メガネ（じゃない）。

「でも、あのひとが決めたんだよ？」

「それでもだ。……どうして、そんなやつを選んできたんだ。ほかにも、もっとマシなやつがいただろう」

「ちょっと！　ましろんに、失礼だよ！」

　と、忍がむくれる。

「ごめんね、ましろん」

「あ、いえ、べつに……」

　気にしてはない。にしても、ヒドイ言われようだ。

「チヒロは……、あ、あそこにいる目つきが悪いのは、鳴海ナルミ千尋チヒロっていうんだ。私とおなじ中等部の三年生」

　そう、メガネ──千尋のことを紹介した。

　やっぱり、寮りよう生せいだった。

「目つきがちょっとアレだけど、嚙かみついたりしないから安心してねっ」

　本気なのか冗じよう談だんなのか、ひょうひょうと言って忍シノブが笑う。

　しかし、忍は、本当によく笑うひとだ。

　アホっぽいけど、悪人じゃないのが判わかる。

　一方、

「目つきがアレで、悪かったな」

　千尋は千尋で、綺き麗れいな顔をとりつくろおうともせずに、不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向く。

「悪いなんて言ってないよ。メガネでもかけたらすこしは印象が変わるんじゃない、って。前にも言ったでしょ？」
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「視力が悪いわけでもないのに、メガネなどかけられるか」

「そう？　いいと思うけど？　伊だ達てメガネでも。きっと似合うのに。ねえ、そう思わない？」

　忍シノブがマシロに向かって言う。

　もちろん、マシロも、そう思う。

　メガネをかけろ、と。

「あれ？　ひなっち、どうしたの？」

　忍が、ここでやっとマシロの腕の中で眠りこけている陽向ヒナタに気が付いた。

　遅すぎる。

　もうどうしたらいいやら判わかんなくて、途方に暮れそうだったんだよ、こっちは。

　ずっと抱いてたら、疲れてきてしまったよ……。

　体力的にじゃなくて、精神的に。

「ごめんね、ましろん！　ひなっちって、何ど処こでもすぐに寝ちゃうクセがあって！」

　忍が、小走りに駆かけよってくる。

　陽向は、あいかわらず、寝たままだ。

「音楽でもかけたら、すぐ目が覚めるから。ひなっちって、音楽が好きでさっ、歌もすっごくうまいんだよっ！」

　まるで自分自身の自こ慢とみたく忍が言った。

　たしかに、陽向の声は、透すんでいてとてもキレイだった。

　あの声で歌を唄うたったらどうなるのか、音楽にうといマシロには想像ができなかったけれど、それは他人が自慢したくなるくらい、すばらしいものなんだろう。

「せっかく、きょうから、お手伝いさんが、ましろんがきてくれたんだから、歓迎会でもしようよ」

　忍が、そんなことを言った。

　けど、マシロにしてみると。

「べつにそんなことしてくれなくっても、自分だいじょうぶなんで。雇われの身バイトだし」

　自分の立場を確かく認にんした。

　そして、早く、腕の中の陽向をどうにかしてほしい。

「いいよ、べつに。そんなの関係ないよ。ましろんもきょうから、ここの、『涼橋スズハシ寮りよう』の一員なんだからっ、〝仲間〟だよ」

　忍が笑う。

　マシロは、思わずドキリと胸が鳴ってしまった。

　それは、自分でもどうしてか判らない。

　忍の笑え顔がおなのか、仲間という言葉なのか。

「でしょ！　チヒロっ！」

　そう言って、忍は千尋チヒロに同意を求めた。

　しかし、

「そんなことはしなくてもいい」

　はっきりと千尋チヒロが首を振った。

　バカバカしいとばかりに。

　まだ、マシロのことを納得してないらしい。

「あのひとにも〝使用人〟など必要ないと言った。それが、バイトだろうとボランティアだろうとな。これまでも、必要なことなどほとんどなかったろう？」

「そ、そんなことないよ？　お手伝いさんは、ましろんは必要だよっ？　だよ!?」

　とりつくろって、忍シノブは、マシロを見る。

「だって……っ！　今までずっと、三人しかいなかったし、今年ことしからやっと、めぐが増えて、前よりたのしくなったよ？　だから、もっと増えたらもっとたのしいんじゃ……って」

　ん？

　もしかして、ここの学生寮りようって、

　──四人しかいない？

　今の忍の話では、そういうことらしい。

「だから……っ」

「馬ば鹿かを言うな」

　ぴしゃりと、千尋が忍をさえぎる。

「オレは、楽しくなどしたくない」

「でも、でもっ！」

「オレたちはオレたちだけでいい。シノブ、それはオマエも判わかっているだろう」

「……でも……でも……」

　千尋に押され、意気消沈気味になってきた。

「あっ！」

　と、起死回生とばかりに、忍が何かを思い付いた。

「もしかして！　ましろんって、男の子だから──」

「男だからなんだ」

　あくまでも千尋は強気だった。

　じっとだまって、マシロのことを観察するように凝ぎよう視しする。

　いや、ちょっと……。

「あのさ──」

　しかし言いかけて、千尋に上から言葉をかぶせられてしまう。

「ふざけるな。こんな品のない格好をしたやつなど不必要だ」

「見た目だけじゃ、判らないよ!?　た、たしかに、ましろん、へんなかっこうしてるけど！」

　忍シノブが言う。

　ぴくっ、とマシロの頰ほおがかすかにふるえる。

　へんなかっこう？

　きょうのは、かなりいいジャージなんだぞ。真ん中の兄のだけど。

「ちょっと、いいっすか……」

　マシロがまたも言いかけたところで、

「…………」

　しかし、何も言えなくなってしまった。

　何な故ぜなら──




　大丈夫、大丈夫。

　心配しないで私がついてる。

　いや、むしろ、ここは私に任せるお？




　──的なことを言いたげに、でも、あえて口にはしないで、忍が、すこぶるすこやかな安心感抜群の笑え顔がおで、マシロを片手でせいしたからだ。

　いや、そのお気持ちはひじょうにありがたいのですが、いいかげんこっちにちゃんと話をさせてほしいなと。

　けれども、伝わることのない心の声。

　そして、忍は、千尋チヒロに向かって言う。

「あのひとにはあのひとなりの考えがあると思う。ましろんがここにきたのもきっと」

「………………」

　千尋が沈ちん黙もくした。

　しかし、それと同時に、ふたりの間に険悪な空気が流れはじめた。

　普ふ段だんから仲がいいのか悪いのか、それは判わからないが、マシロのことが原因で今、目の前の悪いムードができあがってしまっている。

　その居い心ごこ地ちの悪さといったらない。

　千尋は、にらむように忍のことを見つめた。

　忍も、見つめ返す。ただ、やさしい目をしていた。

　すると。

　丁度、そのタイミングで、

「ただいまー………………え？」

　おつかいから帰ってきた、頭にうさぎ似の生き物、手にはカップアイスが入ったコンビニ袋をさげた萌流メグルが部へ屋やの入り口すぐで、この部屋を包みこもうとしていた微妙な空気をさっしたようだ。

「……ど……どうかしたんですか……？」

　萌流メグルは、きょろきょろといそがしく色素の薄うすい黄こ金がね色いろの瞳ひとみで全員の顔をうかがう。

「メグルは知ってたのか、今日きようからくる使用人が〝男〟だと」

　入り口でかまえる千尋チヒロは、すぐ傍そばに立つ萌流に訊たずねた。

「あ、え、っと……さっき逢あったんで……知ってたってゆうか……」

「オマエは、いいのか……？」

　さらに千尋は続ける。

　もう、マシロには会話に割って入っていくほどの根気も精神的な体力もなかった。

　すやすや陽向ヒナタを抱きかかえる腕からも力が抜けていきそうだ。

　てゆうか、いいかげん、どうにかしてくれ。

　むしろ、なんで、起きない。

　こんな雰囲気になっているのに！

　そんな中、話はマシロ以外の間で勝手に進んでいく。

「そりゃ、びっくりしたけど……アサちゃんが決めちゃったことだから……。その、おなじくらいの歳としのひとなら、女のひとよりは……それに、ボク、ひとりだと、アサちゃんやみんなの面めん倒どうみるの、たいへんなんだもん……」

　ため息まじりに、萌流は言う。

「オレがいつ、オマエに面倒をかけた？」

　しかし、対して千尋は鋭するどい目で、萌流を見やった。

　萌流はそれ以上しゃべることができなくなってしまった。口の中で「いつもじゃないか」と聞こえないようにするのが精一杯だった。

「まあ、仕方がないか。オマエは、あのひとのいいなりだからな」

　イヤミっぽく千尋は言う。

「べ、べつに、いいなりってワケじゃ……そういうワケじゃ……」

　言い返そうとしたが、あの目ににらまれると、もごもごしてしまう。

「──ふぁー……」

　そのまま沈ちん黙もくに包まれそうになった部へ屋やに、間の抜けたあくびが鳴った。

「はわわわわー……おはよー……」

　マシロに抱きかかえられていた陽向が目を覚ました。

　やっとか！

「あれ？　みんな、なに？」

　どうして自分がマシロに抱えられているのか、どうしていっせいにみんなが自分のことを見ているのか、状況をまったく把握できていない。

「ああ、これ……」

　説明がメンドーくさい。

　みんなも、そう思ったに違いない。

　さっきは、起きろと思ったが、いざ、起きてみると、まだ眠っていてほしかったと思ってしまった。

「ふぁ～～～～……ん……。んー……？」

　マシロに抱えられたまま、伸びをする陽向ヒナタ。

　が、途中で動きを止めた。

　そして、

「くんかくんかくんか……」

　いきなり、マシロに鼻を近付けて、──においをかぎはじめた。

「な、なに!?」

　さすがに、もう、ワケが判わからん。

　拒否反応をしめすのも忘れてしまった。

　すると、陽向が、にっこりと笑った。

「おかあさんみたいなにおいがする」







　──ハァ～～っ？







　いきなり、なにを言ってんだろうか。

　しかし、マシロ以外の三人は、みんな『やれやれ』とか『しょうがないな』とか『またか』という顔をした。

　ようするに、陽向というのは、こういう子らしい。

　がくっ、とマシロはうなだれる。

　ここでバイトをする、働くということは、忍シノブや千尋チヒロや陽向など、なんとも個性的な面々を相手にしなくてはならないということだ。

　……辞めたくなってきた。

　そう、思った。

　その刹せつ那な、

「おーっ、全員しゅーごー、ってカンジかなー？」

　とぼけたようなオトナの女性の声がした。

　全員の視し線せんが、そっちへ集中する。

　ぱたぱたとトランプ柄の扇せん子すを仰ぎながら、その人物は部へ屋やの中に入ってきた。




　──あのひとだ。




　長く艶つやのある黒髪に、けだるそうな目元に、赤いルージュ。着物をゴスっぽくアレンジした服は、たいへん豪華な胸元がぱっくり。

　やっぱり何ど処ことなく、親しん戚せきだという萌流メグルに似ている──オトナにしてさらに妖よう艶えんさを加えたようなその人物。

　マシロをここに、この超大豪邸にして、四人の暮らす学生寮りように呼んだ雇い主。

　涼橋スズハシアサミ子は、すごくオトナにも見えるし、かなり若いようにも見える。年ねん齢れい不ふ詳しよう。

　マシロが持った最初の印象通りだ。

　あいかわらず、ひどく不ふ思し議ぎでつかみどころのない雰囲気をまとった女ひ性とだった。

　これで、全員がそろったことになる。

「もう、自己紹介もすんじゃってる？」

　言いながら、アサミ子は、萌流が持っていたコンビニ袋をかっさらう。

　それから、

「これは、あとからみんなで食べることにして。で──」

　視し線せんが、マシロをとらえる。

　とぼけているような目をしているのに、何な故ぜかマシロは姿勢を正してしまった。

　このひとの目には、千尋チヒロとはまた違った独特の力がこもっているような気がした。

　気がしたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

「うふっ❤」

　にんまりと、何かたくらむような目をした。

　ぎくり。

　と、マシロの中の何か（仮に防ぼう衛えい本能としておこう）が、盛大に警けい笛てきを鳴らしはじめた。

「ましろーん。ちょっと、おいでー」

　アサミ子も、ましろんと呼んで、手招きする。

「な、なんすか……？」

　おそるおそる訊きく。

「さあ、お着替えタイムよ」

「え!?　い、いや、いいっすよ。これで、だいじょうぶなんで……」

　マシロは、遠えん慮りよする姿勢を見せたが、アサミ子には受け取ってもらえなかった。

　むしろ、有無を言わさず。

「ダーメ！　ちゃんと〝制服ユニフオーム〟を用意したんだから、それを着るのよ」

　口く調ちようは真剣だったが、目と口もとが笑っていた。

「──で」

　アサミ子が、寮りよう生せいたち四人に向く。

　心なしか、さっきよりもおとなしくなっている。

「みんなは、ましろんが衣装チェンジしてるあいだ、ここで待たい機きしてなさい。判わかった!?」

「……はい」

　誰だれからともなく、返事が。

　あのメガネ番長の千尋チヒロまで、したがっている。

　さすがに、ここの責任者というだけはある。

　そして、それは、マシロにとってもそうだったことを忘れていた。

「んじゃ、ましろん、行くわよ」

「あ、はい……」

　ウキウキとスキップでもしそうな調ちよう子しで、アサミ子が部へ屋やを出て行く。

　マシロもそれにつづいた。

「──さあ、あのコたちの目を覚まさせてやんなきゃねーっ」

　ふいにアサミ子が言った。

「え？」

　マシロには、その意味がよく判らなかった。

「うふふふー、たのしくなるわよーっ❤」

　アサミ子は、意味深に笑う。

　そして、うしろを歩いていたマシロには見えなかったが、ありえないくらいイジワルな表情をしていた。




　　　　♪




〝制服ユニフオーム〟とは、つまり、作業着で、動きやすいのが基本じゃないだろうか。

　違うんだろうか。

　そんなことを、ふと思った。

　十三歳とちょっとの春。




「………………────あの……マジで、この格好じゃなきゃダメっすか？」

「ダメっ。ぜったい、ダメ！　あ、こっちのにする？　こっちもよくない？」

「…………いや、こっちでいいっす……」

　もう観念するしかないらしい。

　マシロは、アサミ子に、

「今日きようから、この部へ屋やを自由に使っていいわよ。着替えたり、休きゆう憩けいしたりするのも、ここね」

　と、屋や敷しきの中の一室に案内された。

　ソファやクローゼット、おまけにベッドまである立派な部屋だ。

　マシロの自宅の、かろうじてひとり部屋と比べものにならないくらい広くて、綺き麗れいだった。

　そこで、満面の笑えみを浮かべるアサミ子に、一着の〝制服ユニフオーム〟を渡された。

　ようするに、コレに着替えろや。という。

　断ることは、できなかった。

「それ着ないと、クビだからー」

　なんて、笑え顔がおで言われたら。

「はい、やめます」

　とも言えなかった。

　その笑顔が怖かったからです。

　なので、しぶしぶ、マシロは、制そ服れに着替えるしかなかった。

　が、

　どう考えても、無理があるだろう。

　自分が、コレを着るのは、そうとうに無理があるだろうよ。

　制服に着終えても、鏡かがみなんてみたくない。

　そこに映っている自分の姿は、なんとも……。

　しかし、

「やっぱ、似合うわー、ましろん！　アタシの目に狂いはなかったわ」

　アサミ子は、手をたたいて喜んだ。

　狂ってるよ。その目、ぜったい狂ってるよ。

　そんな、喜ばれても、逆に、苦しくなるばかりだ。

「んー。あとは、その髪の毛かー。どうにかなんない？」

「はぁ……」

「なら、ちょっと、ここをこうして、ああして、これがこうで、そうやってみて、ほら、こっちのほうがぜんぜんイケてるっ！　じゃあ、最後はコレを……」

　ああ、もう、どうにでもなれや。







「──オォ！」

「──なッ!?」

「──……？」

「──エッ!?」

　牛ぎゆう歩ほ作戦も効果なく、ウキウキが加速するアサミ子に引きずられるように応接間に戻ると、そこにいた全員の視し線せんがびったりとマシロに張り付いた。

　ただ、陽向ヒナタだけがぼ──っとしているので、リアクションが読めなかった。

　それでも、十分すぎるくらいだ。

　イタタタタタタタタタタタっ！

　視線が痛くて痛くて。

　イタタタタタタタタタタタっ！

　それ以上見つめられると、致命傷になるような穴があいてしまう。

「どう？　かわいいでしょ？」

　アサミ子が、得意げに言う。

　しかし、マシロにとっては、恥ずかしさをあおるだけだった。

　──穴があったら入りたいデス！

　千尋チヒロが、マジックの仕かけを解こうとするように、マシロをつま先から頭のてっぺんまで、その鋭するどい眼光で切り刻む。

　そんなことをしてもタネも仕かけも、見付からない。

　判わかっているんだ。

　判っているんだよ。

　自分が着ている〝制コ服レ〟がものっそい似合っていないんだ！

　そんなもんが似合うワケがないじゃん。

　ひらひらしてて。

　ふりふりしてて。

　こんなの、自分が着ることになるなんて、夢にも思わなかった。

　だって、これって、ウワサに名高い、







　──メイド服だぞッッッ!?







　水みず色いろのワンピース。

　ワンストラップシューズ。

　フリフリのエプロン。

　同じくフリフリの着いたリボン。

　アンド、

　しましまの膝ニ丈ーソックス。

　これらセットで、

　エプロンドレス。

　もしくは、

　メイド服。

　メイド服。

　もっかいゆうけど、

　ディス・イズ、




　メイド服。
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　それなのに、

「──まっ、ましろん！　ギザカワユス!!」

　忍シノブが、なんかゆった。

　何語かは判わからないけど、ほめているのは、なんとなく判った。

　が、今のマシロには、それがほめ殺し──イヤミにしか聞こえなかった。

「オマエっ！　オトコのクセに、そんな服を着て恥ずかしくないのかッ!?」

　千尋チヒロが動どう揺ようしていた。

　強気は強気だが、さっきまでのふてぶてしい態度とは違う。

　その原因は、あまりにもマシロのメイド服が似合いすぎだったからだ。

　けれど、

「男でも女でも、恥ずかしいに決まってるっつーのっ!!」

　それに気付いていないマシロは、顔を真まっ赤かにしながらすぐに反はん論ろんする。

　しかも会話は成立しているから、さらに、気付かない。

　気付けない。

「ほんと、なんだよコレ……ッ！」

　マシロは、ずっと短すぎるスカートの裾すそを引っ張って、すこしでもあらわになっている部分を隠かくそうとする。でも、膝ひざすら隠れない。

　普ふ段だん、あまり感情を表に出さないマシロだが、この恥ち辱じよくにはさすがにたえきれなかった。

　メイド服なんて、誰だれが着るんだよ！（着てます）

「チヒロ！　ましろん、カワユスじゃないのさ！」

　としかし忍シノブが言った。

「まさか……」

　愕がく然ぜんとした表情で、千尋はマシロを見る。

「──ましろん、女の子よ？」

　ニタリ、とアサミ子がイタズラっぽく笑った。

　みんなの目が一いつ瞬しゆん、点になる。

　そして、ゆっくりとその視し線せんはアサミ子から、マシロに移っていく。

　そんなみんなにとどめをさすべく、再び、アサミ子は言った。

　言い放った。







　だから──女の子だって。







「エッ？　エッ？　エッ？　エッ!?　えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ────────────────────────ッッッッッッッッ!?」

　忍が、この超大豪邸中に響ひびき渡ったんじゃないかというくらいの大声を出した。

　千尋は、細く鋭するどい目をいっぱいいっぱいにおおきくしながら、未知との遭そう遇ぐうのように、唇をわなわなとふるわせた。

「────……逆にか──ッ!?」

「なんの逆だよ！」

　さっきよりも動どう揺ようする千尋チヒロにマシロは怒ど鳴なる。

「……もしかして、ほんとうに女の子……っ!?」

　忍シノブが最終確かく認にんをする。

「うん」

　あっさりと、でも、あいかわらずスカートのたけとみんなの視し線せんを気にしながら、マシロはこくんと、うなずいた。

「エッ？　エッ？　エッ？　エッ!?　えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ────────────────────────」

　また、忍から声があがる。

「でも、ましろん、ギザカワユスすぎだお!!」

　なにいってんだか。

　そうだ。

　最初から、そうだった。







　──水田ミズタマシロ。




　──十三歳。




　──性別、




　──女。




　──聖アンジェリカ女学院中等部二年花組出席番号二十八番。







　つまりは、女子校に通う、れっきとした女の子だ。

　もっかいゆうけど、

　れっきとした、







　──女の子だ。







　タオルで隠かくれていた普ふ段だんは寝ね癖ぐせでぼさぼさの髪は、アサミ子の手でちゃんとセットされ、ジャージを脱いだら、出てきたのはなんと……、

　メイド服がとてもよく似合ってしまうような花きや車しやで小柄な女の子だった。

　男だと思っていたのが、こんなにかわいい女の子だったなんて、みんな、それぞれのリアクションでそれぞれに驚おどろいていた。

　この状況をたのしんでいるのは、アサミ子だけだ。

　マシロ本人は、恥ずかしさで顔から火を噴ふきそうになっている。

　忍シノブは、目がハートマークになってしまっている。

　千尋チヒロは、頭の中でマシロの言動を振り返ってみても、まだ、信じられない様よう子す。

　陽向ヒナタは、眠そうな目をぱちぱちとしながら、じーっとマシロのことを見ている。

　萌流メグルにいたっては、驚きすぎて声もなく固まり、しまいには考える速度と押し寄せてきた現実の情報処理ができなくなってしまったのか、オーバーヒートして、

「きゅ～～～…………っ」

　とソファに座り込んでしまった。

「ほーんと美少女だらけで、華やかだわねぇ。これって、アタシ、ハーレム状態じゃない？」

　アサミ子は口もとをトランプ柄の扇せん子すで隠し、意味深に笑う。

　やっぱり、たのしんでいるのは、このひとだけだ。

　最初から、判わかっていた。

　こうなることを。

　その証拠に……。

　スカートを押さえながら、マシロは横目でアサミ子を見た。




　──ひぃ！




　笑ってるよ！

　このひと、ちょーたのしそうに笑ってるよ！

　ひ、ひとのこと、笑いの踏み台にしたぁっ！

　ハッ!?

　もしや、自分って、もともとこの笑いのために呼ばれた!?

　だとしたら、なんて悪人だろうか、この涼橋スズハシアサミ子というひとは!!

　アサミ子の満足そうな笑え顔がおを見ていると、そう思わずにはいられなかった。

　アサミ子が、一番のたのしみにしていたのは、この瞬しゆん間かんだったんだ。

　ビバ、ネタばらし。

「なんで、言ってくれなかったの!?」

　忍シノブがマシロに問いつめる。

「そうだ。はじめからオマエが言っていれば、──オンナだと!!」

　千尋チヒロも続く。ふたりの意見がはじめて一致したように思う。

「……言おうとしたけど、タイミングが悪くて」

　本当だ。

　マシロは、何度か言おうとした。

〝男〟だと思われているから、

「男じゃなくて、女なんだけど」

　って、何度か言おうとしていた。

　でも、タイミングを逃している間に、面めん倒どうくさくなっただけだ。

　それに、『オンナか？』とかも訊きかれてないし。

　あーあ。

　やれやれだ。まったく。

　自分が他人を驚おどろかせるような存在だなんて、マシロは思ったこともない。

　ごく普通で、目立たない人間だと思っていた。

　ただ早くオトナになりたいと願ねがっているだけの、何ど処こにでもいる普通のヤツ。

　それが、自分。

　水田ミズタマシロという人間。

　なのに、こんなことになるなんて。

　学校で、毎朝繰くり広げられるあの光景。

　あの四人だ──

　目立つ存在というのは、ああいう人間のことをいう。

　目立っていいのは、ああいうひとたちだろう。

　まるで魔ま法ほうを〝身にまとって〟いるようにしか思えないきらめきを持つあの四人。

　この国の富豪や長者といった家に育つ子供たちばかりが通っている聖アンジェリカ女学院の中でも、一ひと際きわ異彩を放つ存在。

　自分なんて、本当は、遠巻きにそれを眺めているひとびとのひとりにもなれないんだ。

　だから、あくびをして通り過ぎるだけ。

　自分は、関係ない人間だ。

　自分には、関係のない人間だ。

　あそこには、近付けないし、近付く必要もない。

　目立たず、騒さわがず、感情を見せずに。

　それなのに、まったく、なんでこんなことに。

　こんなふざけたメイド服も、あの四人なら着こなせてしまうんじゃないだろうか。

　ひとりは、箱入り世間知らずのお嬢じようさま風で。

　ひとりは、真ま面じ目めで気が強そうなすらりとした長身で。

　ひとりは、女の子がほしがる人形のようで。

　ひとりは、ちいさくて黒髪と大きな瞳ひとみが印象的で。

　で……。

　で……、




　っておい。




　それって、

「あ……っ！」

　やっと、思い出した。

　萌流メグルのときも、陽向ヒナタのときも、千尋チヒロのときも、忍シノブのときも。

　見覚えがあるようなないような、あのカンジ。

　そりゃそうだ。

　あの朝学校で見た四人は、今、マシロの目の前にいる──この四人だったからだ。

「おぅ……マ・ジ・で？」

　マジで。

　近付くことも、近付く必要もない、関係のないひとたちだと思っていた。

　のに！

　ほんとにまったく、なんでこんなことに!?




　ここは、まるで不ふ思し議ぎの国。

　迷い込んだアリス。

　うさぎに出で逢あって、追いかけてないけど、そこは不思議の国。

　ドリンクミー。

　ドリンクミー。

　現実を飲み込んで。

　かみ砕いて。

　チャシャ猫ねこは何ど処こ？

　こわいよこわいよ。

　トランプの女王。

「…………ん？」

　トランプの女王？

　あ……。

　横目に見たそれは、




『トランプ柄の扇せん子す』




　アサミ子は、まさに、トランプの女王のようだった。







　こうして、はじまったんだ。







　さあ、うたおう。

　謳うたってしまおう。

　なんでもない日。

　なんでもない日が、はじまる。

　なんでもなくて、とんでもない日が。







　そして、今度は、マシロのほうが驚おどろかされる番だった。




　このときはまだ、まったくそれに気付きもしなかった。




　ただ、ここは──不ふ思し議ぎの国だった──って、ことだ。
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　　　　♪




　世の中に、真に〝おいしい話〟はないんだなー。

　と気付くにはまだ、もう少し。




「……………………」

「…………」

「…………………………………………」

「…………」




　なんか、

　ちょーやりずれぇ……。

　水田ミズタマシロは、持ち前の無ぶ愛あい想そうさに困ったり呆あきれたりとかの表情をプラスさせていた。

　ふたつの瞳ひとみが、マシロの動きのひとつひとつに吸い付くように視し線せんを飛ばしてくる。

　なんにも、おかしなことも、おもしろいこともしてない。

　マシロはただ、〝お手伝いさん〟として玄関フロアの掃除をしているだけだ。

　あ、いや、あいかわらず、フリフリしたとても機き能のう的てきではない作業メイド服ふくを着ることを余よ儀ぎなくされてる。家族や近所のひとには力の限り見せたくない見られたくない。

　だから、こっそり、スカートの下にハーフパンツをはいて心ばかりの抵抗もしてみた。

　あのひとに、アサミ子に、この抵ハ抗ー勢パ力ンの存在がバレたら、はぎとられてしまいそうだ。

　けど、はかずにはいられないんだ。これがあるからなんとか、こんなはずかしめにもたえられているんだＹＯ。

　なんとか、ぎりっぎりのラインでふんばってる。

　嗚あ呼あ、ジャージとタオルが恋しくて恋しくて、泣いてしまいそうだ。




　……で。




　何な故ぜ、あのふたつの瞳は、そんなに自分のことを凝ぎよう視ししてくるんだろうか……。

　どうも、自分では羞しゆう恥ちプレイ以外のなんでもない、このワケが判わからないくらいふりふりひらひらした服がめずらしい……というんじゃなさそう。

　じゃあ、スカートの中のハーパン？

　かといえば、それも違う。

　マシロ自身の行動をじっくりと観察しているというかんじだ。

　張り付いて離はなれてくれない視し線せん。

　──跡見アトミ忍シノブ。

　ブロンドヘアーのニンジャマスターは、着替えたらしく、今度は何な故ぜか、マシロが着ているアリスタイプというらしい水みず色いろのとは、色や仕様が異なるメイド服を着ている。

　もしかして、ニンジャだけに、変装？

　だとしたら、モロバレなんすけど……。

　こんなことになったのは──




　あのひと、こと、アサミ子が、マシロが『男の子』ではなく『女の子』だと、寮りよう生せいたちには衝しよう撃げきの、マシロ本人にとってはあたりまえのことを告げ、自己紹介タイム終了。

　時刻は、いつの間にかお昼近くだった。

　ここにきてようやく、マシロはアルバイトをスタートさせる。

　日ごろジャージしか着ないイキオイのマシロには、こんなひらひらふりふりの服を着せられたことでもう十分重労働した気分だった。精神的なダメージが思いのほかデカイ。

　それでもマシロは、無ぶ愛あい想そうで仏頂面だが、基本的にマジメ。

　なので、さっさと仕事をおっぱじめようとしたが、ふと疑問。

「……お手伝いの仕事って、なにすんだっけ？」

　そういえば、いまだにバイトの内容を聞いていなかった。おおざっぱに『手伝い』ということで納得してしまっていた。

　寮生たちの頭の中をてんやわんやにするだけてんやわんやにして満足したのか、ふらりと部屋を出て行こうとしたアサミ子を、マシロはあわてて呼び止めた。

「あの……っ、仕事ってなにすればいいんですか？」

　しかし、どうしてかアサミ子はすこし面を喰くらったような顔になった。

　そして、ごまかすように、

「…………うーん……──考えてなかったわっ」

　トランプ柄の扇せん子すで口もとを隠かくして、オホホッ、と笑った。

　マシロがまるで予想していなかったそのリアクションに逆に面喰らっていると、アサミ子は、

「じゃあ、適当になんかしといて。判わかんないことあったら、萌め流ぐに訊きいてねー。んじゃ！」

　とそんなことを言って、連続コンボでマシロを面喰らわせ、自分はさっさと部屋をあとにした。

　な、なんじゃそりゃ!?

　バイトって、やることないのかよッ!?

　って。

　なら、雇うワケないか……。

　じゃあ、マジで自分で考えろってこと？

　──マ・ジ・で？

　適当に……。

　こんなんで、ほんとにバイト代出る？

　いや、バイト代が出ても、それはそれでなんだか……。

「おいおい……」

　取り残されて、仕方なく、マシロは考えてみる。

　お手伝いさんがしてそーなこと。

「…………お手伝いさんだから、家のことをやるんだから、つまり──家事」

　アルバイトだから、普通は、誰だれかの命令やらマニュアル的なものやらがあって、それに準じて仕事をするもんだと思う。

　が、ここでそんな一般的アルバイターの概がい念ねんをやすやすと崩されてしまったマシロは、自分が今日きようからすることになる〝お手伝いさん〟について基本的な部分から考えなくてはならなくなった。

　にしても、基本すぎやしないだろうか。

「つーか、いつも家でやってることやればいいってことか……な？」

　さっきからぶつぶつひとりごちて、マシロは、ぽんと両の手を打った。

　そして、結けつ論ろん。

　自分が一番、こなれていて、もっとも得意とする作業といえば。

「──掃そう除じだなっ！　それしかないな。うん」

　というアレで。

「──で、掃除機きとかって、何ど処こ？」

　応接間を出る前に、アサミ子に言われた通り、判わからないことがあったので萌流メグルに訊たずねてみた。

　すると、萌流はちいさく言った。

「……こっち」

　アレ？

　マシロは、違和感を覚えた。

　萌流が先に、さくさくと応接間を出て行く。

　頭の上に乗っていたあの真っ白い生き物、チビリもいなくなっている。

　うつむきかげんのため萌流の表情は見えなかったが、あきらかにさっきまでとは違った。

　そう、ちょうど、マシロがオトコじゃなくてオンナと誤解が解けたあたりから。

　どうも、よそよそしい。

　そりゃ、逢あったばかりだから、しょーがいなっちゃーしょーがないんだけど。

　でも、最初逢ったときのほうがまだ、やわらかい印象だった。

　なのに、今は、目め線せんも合わせてくれない。

　うーん。

　もしかして、やっぱ、この格好のせいかなー……。

　メイド服だもんな。こっ恥ぱずかしい。

　おもっきし似合ってないもん、自分。

　そう考えてみてから、あらためて自分の姿を見てみた。

　そして、やめた。

　即座に見るのをやめた。




　──なんつう、おろかものな格好フーリツシユスタイル！




　なんで、このスカートは、ふわっふわしてんだろ。動きにくい！

　なんで、この靴下は、膝ひざまであって、しましまなんだろー。目がちかちかする！

　着替えさせてくれ！

　イィ──ッ！

　ってなりそうだから！

　……って抗こう議ぎの声をあげるべき相手──あのひとの姿はない。

　歩くリズムでふわふわと宙を踊るように浮かび上がるスカートの裾すそを押さえつつ、早足で先をゆく萌流メグルのちいさな背中を追っかける。

「……ここにあるから……」

　物置らしきドアの前に立って、萌流は言った。

　ちいさな声で視し線せんもマシロには向かず、あさっての方。

　なんか、嫌われるようなことしたっけ？

　やっぱ、この格好かなー。

　とか、そんなことを考えている間に、

「あ……」

　萌流は、すたすたとその場から去っていってしまった。

　もうその背中は、ずっと向こう。

「足、速いんだ……」

　ひとりごちて、マシロは物置のドアを開いた。

　嫌われたかもしれない理由を見付けるより、まずは仕事。自分のやらなきゃならないことをやんなきゃだ。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。

　基本的に、マジメ。

　だが、アバウト。

　物置の中から、学校の音楽室などの絨じゆう毯たん的てきなモノが敷しかれた教室などで見たことがある、掃そう除じ機きを引っ張り出し、そろそろと歩き出す。

「とりあえず、玄関でもやろっかな」

　目的地を玄関フロアに定める。

　でも、この寮りようの、超大豪邸の構造をまったく把握していないので、まずは来た道を逆に、応接間へ戻っていく。

「えっと……こっちを右だっけか……」

　方ほう向こう音おん痴ちがたたって、応接間まで戻るのもあやうい感がビシバシだが、なんとか無事にたどりついた。

「………………」

　が、またも何か不ふ思し議ぎなモノに遭そう遇ぐうし、一いつ瞬しゆん、その場に張り付けられてしまった。

　それは、にこにこ、と微ほほ笑えんでいた。

　とても、うれしそうだ。

　かなり、たのしそうだ。

　応接間の入り口に立っていたのは、さっきまで、ニンジャマスターの格好をしていた忍シノブだった。

　このひとは、あの四人の中で一番ひとなつっこいかんじがした。

　が、これはどうなんだろう。

　今度は、メイド服を着ている。

　まるで、マシロに合わせるみたく。もしかして、これもひとなつっこさゆえだろうか……。

　そんなことを考えつつマシロは、またもそのオーラに押されて、あとずさる。

　もともとは、英国だとか海外からやってきたメイドさん的文化だ。

　容姿がものっそい洋風で、長身の忍はかなりハマっている。

　マシロ同様、短めのスカートからすらりとのびた足。

　それ、高すぎるんじゃない？　と思える腰の位置。

　名前、ニホン人なのに。

　とにもかくにも、にこにこしている。

　忍は、

「どう？　どう？　どう？　似合ってる？」

　とでも言うように、スカートを手で軽く持ち上げる。

　しかし、それ以上、何をするでもない。

　何かをやらかそうとしているワケでもない。

　ただ、着たかったんだ。

　ただ、メイド服が着たくなっただけだったんだ、このひとは……。

　それが判わかったのは、すぐだった。




　　　　♪




　そして、現在。

　ようやく、なんとかかんとか、いきなりいろいろあったけど、マシロのあたらしいアルバイトは、はじまった。

　ぶぉ～～～んと、掃そう除じ機きが不ふ機き嫌げんそうなうなり声をあげる。

　物置でうっすらホコリをかぶっていたことから考えるに、しばらく使われてなかったようだ。

　ひさしぶりのお仕事に本ほん調ちよう子しとはいかないんだろうか、ときどき、ふごっ、と空気を詰まらせたりしている。

　掃除がひさしぶり……にしては、玄関フロアはあんまり汚れてなかった。

　まあ、これだけ広い豪邸だ。清掃業者が入ってるのかもしれない。

　それでも、とりあえずは、支払われるバイト代に見合った働きはしないとだ。




　ぶぉ～～～～ん。




　ようやく調子が出てきた掃除機。

　しかし、一方のマシロは、調子がぜんぜんあがらなかった。

「…………………」

　視し線せんが気になるんだ。

　張り付く視線が。

　ず──っと、さっきから忍シノブが見ている。

　にこにこ顔で、マシロが掃除をしている様よう子すをガン見している。

　メイド服姿の忍に、応接間で遭そう遇ぐうしてから、ずっと。

　掃除のために、玄関フロアに移動しているあいだ、ずっと。

　到着して掃除をはじめてからも、ずっと。

　あとをついてきた。

　こんな見られてると──すげぇ、やりにくぃ……っ！

　なんか見張られてるみたいでやだ。

　それに、おなじような服を着てるもんだから、てっきり手伝ってくれようとしているのかと思って、「大丈夫ですから」「仕事ですから」的なことを言おうと思っていた。

　──んだけど。

　忍は、見てるだけ。

　ただ、見てるだけ。

　玄関フロアから、二階の何ど処こかへと続く階段の一番下に腰かけて、膝ひざに頰ほお杖づえつきながら、はげしい笑え顔がおで、マシロのことをずっと眺めてくる。

「…………………」

　にこにこ。

「…………………」

　ニコニコ。

「…………………」

　ＮＩＣＯＮＩＣＯ。

「…………………」

　２５２５。

「……………………………………」

　嗚あ呼あ。

　コレって、べつの意味で、







　イィ────ッ!!







　って、なりそうだ！

　なんで、ずっと見てんの!?

　なんで、一言もしゃべんないの!?

　なんで、そこにいるんだＹＯ!?

　ＹＯＨＯＹＯＨＯ!!

　よーほーよーほー!!

「…………なんだかなぁー……」

　ぎゅお～～～ん、とうるさく啼なく掃そう除じ機きの音にかき消されて、マシロのため息は忍シノブに届かなかったよう。

　あいもかわらずのにこにこ顔。

　睫まつ毛げのながいくっきり二重のぱっちりした目は、マシロをとらえ続ける。

　……うーん。

　めずらしいのか……掃除してるのが。

　もしくは、掃除をしているところを見るのが好き？

　それってどんな性癖フエチだよ。

　でも、このひとならなんかありそうだなー。

「…………」

　ちらりと、階段のところに腰かけている忍シノブの方に目をやった。

　その瞬しゆん間かん、綺き麗れいな瞳ひとみと、ばっちりと視し線せんが合ってしまう。

　あたりまえだ。

　ずっと、見られてたんだから。

　目が合うと忍は、さらにうれしそうな笑え顔がおになった。

　頰ほお杖づえを外して、手を振ってきた。

　……うーん。

　ついでだから、もう、訊きいちゃおうかな。




　ぶぃーん……。




　スイッチをオフると、ため息のように、掃そう除じ機きが啼なきやんだ。

　忍が、「どうしたの？」とでもいう表情で、小首をかしげながらマシロを見る。

　マシロは、階段までの二メートルほどの距きよ離りをたもったまま、

「あの、ちょっといいすか？」

　忍に言った。

　すると、

「なに？　なになにっ？」

　忍の顔が、ぱあっ、と華やいだ。

　なにを期待しているんだか。たぶん、その期待は裏切られるんだろうけど。

　マシロは、心の中でやれやれとため息半分になりながらも、それを口にすることにした。

「──ここでなにしてんすか？」

　なんとも我われながら直球で、もしかすると忍の機き嫌げんをそこなわせてしまうんじゃないかと思った。

　が、忍は、

「見てるんだよっ☆」

　とあっさりきらきらと言ってのけた。

　背景に星のきらめきが見えたような気がした。

　そして、吸い込む掃除機とは逆に、今まで黙だまっていた分のおしゃべりを吐き出しはじめた。

「なんかいいなぁ、って思って」

「……は？　はぁ……」

　しかし、あいまいにうなずくマシロ。

　しかししかし、気にせずにおしゃべりをつづける忍シノブ。

「女の子がこうやって、ここにいてさあ、お掃そう除じしてるのとかって、すごくいいなあ、すてきだなあって思ったんだー」

　うっとりとした表情で思いを膨ふくらませる。

　一方、マシロはきょとんとしてマユをひそめる。

　すてきんぐ？

　なんだそりゃ。

　何ど処こをどう解釈すれば、このみっともはずかしいフリフリ衣装で掃除をしている滑こつ稽けいぶちかましのこの姿が、素敵すてきだと言えるのか。

　どの口が言っているのか。

　これか、この口かッッ。

　普ふ段だん、男所帯に暮らしていると、『素敵』なんて単語出てこないし、言われないものだから、寒サブイボが出てしまった。

　それを知るよしもない忍の話は続く。

「ましろんがすっごくカワイイから、私も思わずメイド服着たくなって！　こんなこともあろうかと、作っておいてよかったーっ」

　自作かよ！

　ひょっこり忍が立ち上がる。

「どう？　ましろんのとは違うやつだけど、これもいいでしょ？」

　忍は、上じよう機き嫌げんでくるりと一回転する。

　が、マシロはそれをしらじらしく見ていた。

　思いはつのり、マシロの顔にふたつ付いてる目と実際には見えない心の目は、うっすらとうさんくさいモノを見る仕し様ように変わっていっていた。

　あー、そうですね。

　いーですね。

　そーですね。

　たしかに、美人でスタイルのいい忍には、とても良く似合っている。

　どーせ、自分には似合いませんよ。

　こんな、ふりふりひらひらしたモノ。

　いつもなら、通常のマシロなら、こんなことで卑ひ屈くつになったりしない。

　今日きようは特別。度重なる面めん喰くらい事情によって、少々混乱しております。

　そう、混乱しています。

　だから、こんなことを言ってもゆるしてあげてください。

「つーか……」

「うん？」

　首をかしげる忍シノブ。

「邪じや魔まなんすけど」

　言い放つ、ましろん。

「…………え？」

　しかし、いまいち意味が通じなかったらしいので、

「邪魔なんすけど。いや、むしろ──」







　邪魔なんすけど。







[image: ]

　連続でゆった。

　しかも、最後のは、むしろといいつつ、結局、おなじことを。カブせ技だ。

「────ひぃっ!?」

　さすがに意味が判わかったらしく、忍のおっきな目がよりおおきく見開かれる。

　予想外の科白せりふが飛び出してきたことに、ひどくびっくりしてるらしい。

　でも、そんなに驚おどろかなくても。

　あくまでも、掃そう除じをするのに〝邪じや魔ま〟だと言っただけで。

　べつに、その〝存在〟自体が、




〝邪魔〟




　だなんて、一言もいってない。

　そんな、存在自体がウザイとかメンドーとか、めざわりだなんて、思ってない。

　思ってない。

　が、

「そ、そんな〝邪魔〟だなんてっ！　ただ、女の子がめずらしかっただけなんだよぉ!?　わーん、ましろんの──イケドゥ～～～～～～～～～～～～……っ」

　歪曲表現者イケズ（意地悪ともいう）。と言いたかったらしいが、容姿からはしっくりくる外国のひとっぽい発音になってしまった。

　そして、そのまま玄関フロアにイケドゥをエコーさせながら、忍シノブは半泣きでそこから逃げ出すように去っていってしまった。

　イケドゥ（さあ、声に出して言ってみよう！）がいつまでも、ドゥ、ドゥ……、とやけに哀かなしく鳴なり響ひびいていた。

「…………てゆうか、女がめずらしい……って、意味判わかんないし……。いっぱいいるじゃん。はぁー、なんだかなぁ……」

　そんなため息と同時に、マシロの脳裏には、しまったかも、という思いもよぎっていた。

　これから、寮ここでバイトしていくんだ。

　つまり、千尋チヒロの言葉を借りると、マシロの立場は『使用人』だ。

　今の態度は、雇われる側の人間のそれではなかった……。

　と考えると、やっぱり。

「マズった……」

　けれども、まさしくあとの祭りだ。

　言ってしまったものはしょうがない。

　時間はさくさくと過ぎて、どうしようもなくなってしまう。

　けっして、手の中には収まってくれないんだ。

　だから、マシロはいつも前向きに行くことにしている。

　うつむいても、振り向いてばかりはいないようにしている。

　だから──

「とりあえず、掃除しよっ！」







　哀かなしみのドゥが高い天てん井じようの玄関フロアに鳴なり響ひびいていたそのとき、物陰にひそむメガネ、いや、メガネをかけていないのにメガネっぽい──鳴海ナルミ千尋チヒロが様よう子すを眺めていた。

　切れ長の目は、去っていく忍シノブからマシロに向けられる。

　マシロは視し線せんにまったく気付く様子もなく、やれやれと首を振ると一度切った掃そう除じ機きのスイッチを入れた。掃除を再開する。

　エアメガネの奥の鋭するどい眼光が、マシロの〝存在〟自体が〝邪じや魔ま〟だとでもいうように、

「…………フン…ッ！」

　ひどく不ふ機き嫌げんに千尋はその場をあとにした。




　　　　♪




「ん……？」

　マシロは、それに気付いて掃除機を止めた。ぶひぃ～～ん……と、静かになる。

　ピンクのフリフリがマシロの視界に入っていたからだ。

「えっと、たしか……ひなっち……？」

　こくんと、陽向ヒナタがうなずいた。

　陽向が、そこにぼやーっと立っていた。

　もう、眠くないのかどうかは、表情からは判わからなかった。

「どうしたの？」

　マシロが訊きく。

　しかし、陽向は、ぷるぷると首をふった。

　なんとなくだが、「どうもしない」という意味なんだろうと判った。

　それにしても、無口なコだな。

「……見てる」

　綺き麗れいな声がかすかに鳴って、陽向がそう言った。

　何を見てるんだ？　と、一いつ瞬しゆん思ったが、おそらく、自分だ。

　さっきの、忍もおんなじかんじで、マシロのことを見ていた。

　忍の話しぶりだと、この寮りようには忍、千尋、陽向、萌流メグルの四人しかいなくて、誰だれかほかの人間、つまりはマシロがここにいることをめずらしがっているみたいだった。

　たぶん、陽向もそうなんだろう。

　じゃなかったら、こんなメイド服きて掃除している人間なんて、おもしろくも……十分、おもしろいか……。

　そう思うと、マシロはまた、自分の身ぐるみをはがしたくなってきてしまった。

　それもできそうにないので。

「べつに、なんにもおもしろいことなんかないと思うよ」

　マシロは言う。

　なにしろ、ただ、黙もく々もくと掃そう除じ機きをかけているだけなんだから。

　けれど、陽向ヒナタは、ぷるぷると首をふる。

「いいの。ましろん、おもしろいから」

　見てるだけで、十分おもろいってか。

　今の自分のメイド服姿だと、ぜんぜんほめられている気がしない。

　どんだけ、自分はおろかで滑こつ稽けいに見えるのか。

　でも、これだけ他人に興きよう味みを抱かれることもほとんどなかった。

　むしろ、まったくといっていいほど。

　マシロは、学校では、ずっと『半はん透とう明めい』な存在だった。

　あれは、小学校時代。

　まだマシロが男女共学の学校に通っていたころだ。

　マシロのクラスには、男子からも女子からもとても人気があって、それを自分でも判わかってる女の子がいた。

　その子は、先生からもクラスメイトからも、ほめられてばかりだったが、マシロは興味がなかったし、ほとんど喋しやべったこともなかった。

　しかし、ある日、女の子がマシロの方にてくてくと歩いてくると、いきなり、ひどくつまらなそうに言った。

「水田ミズタさんて無表情だし、あんまりしゃべってくれないし。いるのかいないのかわかんないときあるから、なんだかコワイわ」

　まだまだ幼かったマシロでも、すぐにその意味を理解した。

　──みんな、わたしのことをチヤホヤするのに、どうして、あなたはしないの？

　──どうして、あなたみたいなかわいくない子がわたしにこびないの？

　──そんなひと、このクラスにはいらなくない？

　イヤミたっぷりに、クラス中に聞こえるような声で、あえて女の子は言ったんだ。

　けれど、それを判った上で、マシロは、

「あー、ごめん」

　と、素直すぎるぐらいすぐにあやまった。

　もちろん、マシロはその後も、その女の子をチヤホヤすることも、こびることもなかった。

　でも、そのときは、あやまるのが一番いいと思った。

　なんとなくの行動だったけれど。なかば本能的に、長いものに巻かれていた。

　あのとき、マシロが嫌いやみな態度に腹を立て反はん論ろんしていたら、クラス中を敵に廻まわし、残りの小学校生活は、無視やら軽けい蔑べつやらで終わっていたかもしれなかった。

　そうなったら、『半はん透とう明めい』どころじゃない『透明』だ。

　反論をしなかったのは、マシロが家族や親しいひと以外の誰だれにも、興きよう味みを持たず、接することをさけようとしていたからだ。

　相手に、好かれようとも思わないけど、べつに嫌われたくもない。

　必要とされなくてもかまわない。

　どうせ、こんな自分だ。

　このまま学校では、半透明関係をたもっていれば、傷付けないし、傷付かずにすむ。

　楽でいい。

　だから──

　今、マシロは、この状況に、不ふ思し議ぎな、心の奥がなんだかくすっぐたいような感じがしていた。

　もちろん、こっ恥ぱずかしいメイド服のせいでもあるけれど。

　忍シノブにしても、陽向ヒナタにしても、すくなからずマシロに興味をしめしている。

　それを好意的にとらえられないマシロは、どう反応したらいいのか判わからなかった。

「………………」

　陽向が、じーっとマシロを見つめる。

「な、なに……？」

　マシロが訊きく。

「うん」

　とうとつに、陽向はうなずいた。

　なにかと思ったが、

「わかった。やっぱり、ましろんて、おかあさんみたい」

　陽向がそんなことを言った。

　けど、マシロにしてみたら、そんなことを言われても、リアクションに困ってしまう。

　とくに悪いふうには聞こえなかったが。

　陽向は、自分で言って、自分で納得するように、こくん、こくんと何度か、うなずく。

　そして、なにかしら満足したのか、陽向は、

「もう、いくね。邪じや魔ましちゃうから」

　そう言うと、ぺこりと頭を下げて、その場から去っていこうとする。

　しかし、数歩進んだところで、ふいと振り返った。

「……また、見にきてもいい？」

　真まっ直すぐに透すんだ声だった。

「いいけど？」

　思わず、マシロは返事をしてしまう。

　すると、

「──ありがとっ」

　陽向ヒナタが、ちいさく笑った。

「そんな、べつに、見てるくらいなら……」

　陽向の笑え顔がおにつられてマシロはそう言ってしまい、彼女から目をそらした。

　ガラにもなく照れてしまいそうで、紅あかくなってるだろう顔を見られたくなかった。

「じゃあねっ……」

　とことこと陽向が歩いていく。

　たまに、うしろを振り返って、ちいさく手を振ったりする。

　なんか、近所の猫ねこにじゃれつかれてるみたいだったな。

「フー……、っと」

　廊下の角を曲がり陽向の背中が見えなくなると、思いがけずマシロからため息がこぼれた。

　ちょっぴりだけど、気疲れをしてしまった。

　これまでも、同世代の子たちに、一方的に『否定的』な感情をぶつけられたことはあるが、『好意的』だったことはほとんどない。

　やっぱり、自分は他人とうまく接することができないらしい。

　感情の向け方とか、受け入れ方とか、ぜんぜん判わからなくて。でも、それでいいとも思ってしまう。

　結局いつも、「まあ、いいか」で終わるんだ。

　ただでさえ、他人との距きよ離り感かんがつかめないのに……。

　楽だからいいけど。

　楽が一番。

　でも、バイトはちゃんとやらなきゃだ。

　報ほう酬しゆうに見合った働きくらいはしたい。

　よし、掃除、掃除。

　仕事に戻ろうと、掃そう除じ機きのホースを手に、スイッチを入れようとしたそのとき──

　マシロの背中を、ススゥーっと、なにかが這はう感触がした。

「ひゃぅっ!?」

　背筋に走る悪お寒かんに全身の力が抜けてしまったマシロは、膝ひざから床に崩れた。

　普ふ段だんなら考えられないような声が出てきた。しかも、女の子みたく（オンナなんだけど）内うち股またでへたりこんでしまった。

　なんてこったい。

　その原因は、

「な、なにっ!?」

　がばっと、うしろを振り向く。

「──え!?」

　足だ。

　細くて長い美脚がにょっきり床から生えて天てん井じように……って、違う。

「ハローっ」

　アサミ子だ。

「楽しようなんて、あまいんじゃない？」

　マシロを見下ろしながら、イジワルな笑え顔がおで言った。

「え？」

　とマシロは訊きき返す。

〝楽〟って、まさか、いま、頭の中で考えてた……。

　すると、ニィ、とイジワルそうにアサミ子が口元をゆるませた。

「ましろんってば、もう、サボリ？」

　アサミ子が言う。

　そうか。仕事バイトのことか。

　だよね……。

　頭の中のことが、他人に伝わるわけがない。

　だったら、困ることばかりだろうし。

　けど、あのアサミ子の笑顔がなんだか気になった。

「すいません……」

　マシロは、頭を下げた。

　掃そう除じ機きがさっきから動いていないんじゃ、言いい訳わけのしようもない。

　……サボってるように見えるな。これは……。

「べつに、いいけどさ」

　アサミ子は、そう言って笑いながら、しゃがみこんだ。ぱっちりと目め線せんが合う。

　にぃっと笑った。

「まあ、あなたが休みたいと思ったら休めばいいし、働こうと思ったら働けばいい。来たいときに来て帰りたいときに帰ればいいのよ。ここに来る日も来ない日も、来る時間も帰る時間も、あなたが決めなさい」

「そんなので、いいんすか……？」

「いいわよっ！」

　アサミ子は、ぐいっとつきだした右手の親指を立てる。

　ただ、

「…………」

　その手は、マシロの頭の上に乗っかっていたが。何な故ぜか。

　でも、全部、自分で決めていいなんて。

　バイト代を払うのは、そっちなのに。

　掃そう除じをするのだって、マシロが自分で決めた。

　本当に、勝手にしていいってこと？

　一日、一時間、いや、三十分しか働かなくてもいいってこと？

　ここにきてずっと、休きゆう憩けいしててもいいってこと？

　むしろ、ここにこなくてもいいってこと？

「──あなたが、それでいいと思うならね」

　アサミ子はトランプ柄の扇せん子すを広げながら、マシロの心の中を見み透すかしたように言った。

　まただ。

　それでいいと思う？

　いい。

　いい……、

「いいワケないっすよね」

　マシロは、首を左右に振った。

　そう。楽しようなんて、あまいんだ。

　そして、マシロは、真まっ直すぐにアサミ子に向き直る。

「判わかりました。自分で決めてみます」

　そう言うと、その答えを待っていたみたくアサミ子は、からからと笑った。

　マシロの頭に乗っていたアサミ子の右手が、さわさわと髪を撫なでる。

　バカにされているカンジはなかった。

　むしろ、気持ちがよかったくらいだった。

　まるで、あたたかな春に包まれているみたいに。

　トクトク。

　トクトク。と、気持ちが鳴った。

　本当に、不ふ思し議ぎなひとだ。

　マシロは、

「……あなたって……」

　何者？

　と訊きこうとしたが、

「ただの非常勤講師。兼、寮りよう母ぼさんってとこかな」

　そう言って、アサミ子は微ほほ笑えんだ。

　そして、マシロの髪に結われていたリボンのゆがみを直すと、

「じゃあ、がんばってねー、ましろんっ♪」

　行ってしまった。

　あっけにとられて、しばらく、ほけっと突っ立っていたマシロは、ハッと我われに返って、立ち上がると、内うち股またになっていた膝ひざを、ぺしっとはたいて気合いを入れた。

　掃そう除じ機きのホースをつかんで、スイッチを入れた。

　しばらくぶりに、ぶぉ～～～んとうなりを上げる。




　思えば、アサミ子にうまく乗せられたのかもしれない。

　このときだけじゃない、もっと前から。




　　　　♪




　──自分で決める。




　とは言ったものの。

　業や務る内こ容とくらいは、やっぱり教えてほしかったなあ、とマシロは、正直思っていた。

　何な故ぜなら、こんな広い豪邸（寮りようでもあるけど）の掃除なんて、まったくもってキリがないからだ。

　しかし、それくらいしかできることもないので、マシロは掃除をつづけた。

　その結果──




「…………──おう……。しまった……」

　掃除機に腰かけつつ、マシロは左右に延びる長ったらしい廊下の真ん中で、ひとり眉み間けんにシワよせうなっていた。

「まさか……うーん……」

　足組み腕組みで考える。

「こっちいってあーだったからあっちいったらこーなるってことは……うー……やっぱ──」







　迷ったくせぇ。







　とってもラヴリィなメイドさん的かっこうをしたニーソのひとが発する科白せりふじゃなかった。

　玄関フロアの掃そう除じをだいたい終えて、次は何ど処こをやろうかと、つらつら考えながら歩き出したのがマズかった。

　うっかり忘れポンチだったけど、マシロはこの屋や敷しきの、寮りようの構造がどうなっているか、判わかってない。

　普通の大きさの家じゃない。

　テキトーに歩あるき廻まわれば、簡かん単たんにこうなることくらい予測できそうなもんだが。それができないのが、方ほう向こう音おん痴ちが方向音痴たるゆえんでもあるワケで。

　今はそう、すっかり、迷っている。

　それはもう、時代の最先端を行くような迷いっぷりだ。

　掃除だ。

　掃除をしていたら、うっかり迷ってしまったんだ。

　……なんて、いまだかつて聞いたことがない。言ったこともない。

　しかも、

「掃除してるだけだから、迷ってないから。もっかいゆうけど、迷ってないから」

　と自分自身に言いつづけ掃除をつづけ、あげく、よけいに迷った。

　ちょっと街で迷ったとか、そういう類たぐいの話じゃない。

　街で迷ったら、交番やらそこゆくひとに訊たずねてみたりできるが、ここは家の中。それなのに、無む駄だに広いクセに住人は少ないせいで、さっきからぜんぜん誰だれともすれ違わねー。

　そして、時間だけがすぎていく。

　しょうがないから、掃除機きをついでにかけつつ、それでもやっぱり時間はすぎてく。

　世間は、正午をすぎて、昼食タイムを終えたか終えないかぐらいじゃないだろうか。




　クゥゥゥゥ～～～。




　お昼タイムに迷子まいごになったマシロの、お腹なかの中のムシさんたちは、悲鳴に近い声をあげた。

　だって、自分、育ち盛りなんですから！

　身長はちっちゃいけれども。

「……ハァー……まったく、ほんとにもう……」

　われながら、自分自身がなさけなくてしかたない。

　けど、自分自身に「なに迷ってんだよ、こんちくしょーっ！」と腹を立てても、むなしいだけで（相手は自分だし）、出るのはため息ばかりだ。

　遭そう難なんしてるワケじゃないけど、こういうときはあわてずさわがず、とりあえずいったん落ち着いてみよう。

「フー……」

　ほら、落ち着いてきた。

　心を落ち着ければ、見えないモノも見えてくるんだ。

　いろんなものが見えてくる。

　そうだ。あのときも、こんなだった。

　こうやって、膝ひざを抱えて。

　マシロのちいさいころからのクセだ。

　落ち込んだりさびしくなったりすると、部屋の隅すみで膝を抱えてちっちゃくなっていた。

　無む意い識しきのうちに、ひとりになりたいと思い、同時に、ひとりがさみしくてつぶれそうになる。

　あれは、ずっと以前のこと。

　マシロは今でもじゅうぶんに自分は子供だと思っているが、それよりももっと子供のころ、幼いあのときのこと。

　兄たちと出かけたデパートで、館かん内ないを巡回していたうさぎのきぐるみマスコットにつられて、マシロはふらふらとついていってしまったことがある。

　マスコットから、でかでかとデパートの名前がプリントされた青あお色いろの風船を受け取って、振り返ると、そこには兄たちの姿はなかった。

　ぽつんと、風船をにぎって立ち止まる。

　あたりをぐるりと見渡す。

　みんな誰だれかといっしょ。

　家族や恋人や友達といっしょ。

　自分とおんなじくらいの歳としの女の子が、お父とうさんとお母かあさんに挟まれて手をつなぎながら目の前を通り過ぎていく。

　それなのに、マシロは──ひとりぼっち。

　今さっきまで、はしゃいでいたのに、急にどうしようもない哀かなしさがこみ上げてきた。

　ざわざわと周囲が鳴る。

　音が直接、頭の中に響ひびいてるみたいだ。

　イヤダイヤダイヤダイヤダ。

　そして、それはわめき立てる。

　ヒトリボッチハイヤナンダ。

　サミシイノハキライナンダ。

　その場に、座り込んだ。

　膝を抱えてちっちゃくなる。

　風船だけは離はなさないようにして。

　これが、何ど処こかに飛んでいってしまったら……。

　もしか、風船といっしょにふわふわと浮かび上がって、空から兄たちを見付けられるかもしれないし、見付けてくれるかもしれないし。

　ふわふわと浮かんで、見付けて。

　ふわふわとたゆたって、見付けて。

　ちいさくなった。目を閉じて、真まっ暗くら闇やみの中、ふわふわと青い風船。

　目を閉じた真っ黒の中、ふわふわ、

　ふわふわ、

　ふわふわ、

　ふわふわ、

　ふわふわとした、

　──あれ？

　ひつじ？

　真っ黒の中、目の前にいっぴき、真っ白いふわふわ綿毛のひつじがひょっこりあらわれた。

　目があって、なんとなく、

「背中にのってごらん」

　と言われたような気がして、よいしょと、背中に乗ってみる。

　やっぱり、ふわふわとしていた。

　ひつじは、歩き出す。

　そしたらいつの間にか、ひつじはいっぴきから、にひきになってた。

　それから、さんびきになって、よんひきになって、どんどん増えていく。

　なんだか、たのしくなってきた。

　もう、さみしくなくて、こわくもなかったんだ。

　ふわふわと。

　ふわふわと。

　ふわふわとしていて、それは、あったかい温度と、雲の上にいるようなきぶん。

　おさないマシロは、いつの間にか、眠っていたらしい。

　目覚めると、ひつじの背中──じゃなくて、一番上の兄の背中におんぶされていた。

　その両りよう脇わきには、真ん中の兄と、一番下の兄。

　それから、うしろには夕ゆう陽ひが照らしていた長い影かげ。

　今でもこうして、思い出したりする。

　あのときの、やさしい笑え顔がおを。

　迷子まいごになったマシロを、必死になって捜してくれた兄たちのこと。

　このひとたちがいるから、さみしくないんだ。

　つらくないんだ。

　ひとりでいることも。

　ひとりじゃないから。

　ほら、だいじょうぶ。

　自分に言い聞かせる。

「──うん。だいじょうぶ……」

　独り。ということをマシロは極端に、意い識しきすることを避けている。

　だから、学校でもあんまり他人と交わったりしない。進んで自分からそうしているワケでもないけれど、なるべく、寄りそったりしないように。

　最初から、輪わの中に入らなければ独りぼっちを意識することもない。

　傷付くこともない。

　でも、そんな自分とつながってくれているひとたちがいる。家に帰れば家族がいるし、親しくしてくれる近所のひともいる。

　それでじゅうぶんだ。

　それ以上は、ほしくない。

　なのに、ときどき、どうしても記き憶おくの中に張り付いたままとれない痛みが、心をちくちくと刺してくる。

　さみしさとか、かなしさに、身体からだ中じゆうを支配されそうになる。

　奪われそうになる温度を、あったかさを思い出して、なんとかこらえようとする。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ……」

　マシロは、立ち上がる。

　そして、ふらふらと犬でも散歩させるかのように、掃そう除じ機きを連れながら長い廊下を歩き出した。

　そんなときだ。

「ん？」

　マシロの目の前に、ふわふわとしたものが、ぴょこん、と姿をあらわした。

　ふわふわとしたそれは、ひつじ──じゃなくて、

「──チビリ？」

　萌流メグルが頭に乗せていたあの、真っ白なうさぎっぽい生き物。

　そういえば、萌流が掃除機のところに案内してくれたときには、すでに萌流の頭の上にいなかった。

　そのチビリが今、マシロを見上げながら小首をかしげている。

　まるで、「どうしたの？」って言ってるみたいだった。

　マシロは、しゃがみこんで、チビリに目め線せんを近くしてみた。

「ちょっとさ、迷っちゃって」

　家の中で迷子まいごなんて恥ずかしい話だけれど、マシロはかわいらしいその姿にほっとしていた。

　すると、チビリは、一度首をひねって、考えるような仕し草ぐさを見せると、

「くーぅ！」

　と、元気よく啼ないた。

「ん？」

　今度は、マシロが小首をかしげる。

　うさぎって、啼くんだっけ？

　しかし、チビリは、そんな疑問に答えることなく、ちいさくうなずくと、長く垂れた耳をぱたぱたさせ、ジャンプした。

「──わっ!?」

　マシロの頭に飛び乗ってきた。

　そして、何を思ったのか、マシロの髪を結っていたリボンを口にくわえると、スルスルとほどきはじめた。

「ちょっと、なにを──アッ！」

　マシロが頭の上に手をのばそうとすと、今度は、チビリはほどけたリボンをくわえたまま頭から飛び降りた。

　アンド、走り出す。

「ど、何ど処こいくつもりっ!?」

　マシロの声に、チビリは振り返り、くーっと、啼いてうなずいた。

　でも、

「ちげーよ！　くーっ、じゃねーよ。何処いくんだっていってんだＹＯ!!」

　しかし、もちろん答えることなくチビリは、また走り出してしまった。

「こらっ！　待てって！　あのひとにおこられちゃうじゃん！」

　せっかく、アサミ子が結び直してくれたのに。

　マシロは、掃そう除じ機きのホースをつかんだまま、いっしょになってチビリのあとを追った。




　このあと、とんでもないものを目もく撃げきしてしまうことになるなんて思ってもいなかった……。




　　　　♪




「──さっき、おまえ半泣きだったじゃないか」

「ううん。いいんだよ。私はー」

　声が聞こえる。

　うすいもやがかかって、その奥にいる人物たちの姿は見えない。

　どうやら、シルエットから、何人かいるようだ。

　まず、おっきな影かげがふたつ。

「本当にいいと思っているのか？」

「それ、何時間前かにも聞いたよ」

　四人がいる場所の構造上の特性か、声が反射してやけに響ひびく。

「何度でも訊きくさ。いいのか、アイツ──オンナだったんだぞ？」

「知ってるよ、判わかってるよ。それが何か問題でも？」

「多大にだ！」

　いらだって声は言った。

　と、はじっこにいたちいさな影が反応を見せた。

「ボクも…………ちょっとイヤ、かも……」

「だろうな」

　期待通りの答えに、いらだっていた声は、満足そうにうなずいた。

「オマエは？」

　さらに声は、傍そばにいた、中ちゆうくらいの影にも訊きいた。

「いいと思う……」

　短く言う。

「どちらにしたって、オマエは誰だれだっていいんだろう？」

「違うよ。あのコは、好き……」

「逢あったばかりなのに、何が判るというんだ」

　不満げにつぶやいた。

「そっちもおなじじゃないのさ。逢ったばかりで、ダメだって決め付けて」

　もうひとつのおっきな影が言った。

「判るさ、そんなもの」

　エコー。

　声。

「それより、アイツは、何ど処こに行ったんだ？　もう、帰ったとでもいうのか」

「まさか……。まだ掃そう除じしてるんじゃ……って、もしかして！」

「なんだ？」

「迷子まいごになってるとか!?」

「そんな莫ば迦かいるか。いくら間抜けそうな面をしているからって……。もし……仮にだ。そうだとしても、自分の職しよく場ばで迷子なんて、そんな無能なヤツはクビにしてやればいい」

「よくさあ、そういうヒドイ科白せりふがぽんぽん口から出てくるよねー。ほんと」

　呆あきれるようにエコー。

「私、気になるから、ちょっと見てくる」

「よけいなことはするな」

「なにもよけいじゃないでしょ？　これからいっしょにすごしていくんだし、もう仲間だよ」

「オレは認めていないと言っている」

「私は認めてるよっ！　じゃあ、先に上がるから。以上、『寮りよう生せい会かい議ぎ』終了ってことで」

　途と切ぎれる声。

　エコー。

　導みちびかれる声。

　導く声。







「…………──んーっと、チビリ……あれ？」

　チビリはぴょんぴょんと跳はねて、ある場所の中に入っていってしまった。

　マシロは、そっちへずるずる掃そう除じ機きをつれて歩いていく。

「ん？　ここは……」

　そして、マシロはそれを見付けた。

『ドア』じゃなくて、『戸』だった。

　木でできた格子にガラスがはめられている。

　そこにかかっていたのは、まぎれもない『暖の簾れん』だ。

　しかも、なんか書いてある。

「──んーん？　……〝♨ゆ〟？」







　こ───ん……。







「あ、お風ふ呂ろか……っ」

　でこぼこしたガラスのせいで中は見えないようになっているが、光が漏もれている。

　かすかに中から、声も聞こえてきた。

　ということは、誰だれかがバスタイム中？

「──あっ、チビリ！」

　チビリを見付けた。

　ふたつに分かれている入り口の向かって右側、うっすら開いた戸の隙すき間まに潜もぐり込もうとする。

「ちょい待ちっ！」

　掃そう除じ機きを置き去りにしつつ、あわてて手をのばす。

　が、チビリがくわえたリボンにかすかに触れただけだった。

「あー、もう！」

　マシロもチビリが入っていった方へ、ワンストラップシューズを脱ぎ捨て飛び込む。

　その右側の入り口にかかっていた暖の簾れんの一文字にも気付かずに。

　入ると、そこは板張りの何ど処こかなつかしいにおいのする脱衣場だった。

「チビリっ！　待てってば！」

　遊んでるのと勘違いしているのか、もしくは、わざとやっているのか、チビリは、一向に逃げるのをやめてくれない。

「ちょいちょいちょいちょいちょいちょいっ！」

　ジャンプしたチビリにあわせて、マシロも跳ちよう躍やくする。

「ぬわめんなっ！」

　マシロは全身を使って手をのばす。

　水田ミズタマシロ。柔軟性には自信があります！

「よしっ！　届いっ……とわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁっ！」







　ごわしゃあぁぁぁぁ────────────────ッ!!







　うまくチビリをつかまえることができた。が、同時に、マシロは、何かに突っ込んでしまった。

　それが派は手でに散って、宙に舞まい上がる。

　舞い上がって、そして、マシロに降りそそいだ。

「ぷわっ！　なに？　なに？」

　イキなり視界がふさがれ、マシロは、自分の顔に張り付いたそれをぱさぱさとはたくと、視界が開けた。

「ん？」

　目の前の鏡かがみに、自分の姿が映っていた。

「……なんだ？」

　マシロの髪の毛が、金きん色いろになっている。

　水みず色いろのエプロンドレスに、ブロンドヘアー。おとぎばなしのあの女の子みたいだ。

　マシロに降りそそいできた謎なぞの金色のそれは、

「……って、なんだコレ……？　モップ？　じゃないな……んん？」

　無数の、金色の長い繊せん維いでできている。

　マシロは自分の頭にかぶさるそれを、わさわさと触った。長く細い金色ブロンドの、なにかしらだ。

「なんで、こんなとこ……ヅラ？」

　そんなことを考えながら、マシロは、お腹なかのあたりでもぞもぞとしていたチビリを抱き上げた。

　チビリは、くわえていたはずのリボンがからまって身動きがとれなくなっていた。

「おまえなぁ……」

　あきれながらも、マシロはからまったリボンをほどいてやる。

　すると、チビリは、うれしそうに辺あたりをパタパタと跳はね廻まわりはじめた。そして、そのまま、外に出て行ってしまった。

「おいおい……」

　ひとをこんなところまで、追いかけさせておいて……。

　やれやれと、一息ついたマシロは、ようやく周囲の様よう子すに目を向けた。

　見覚えのある木製っぽいフロアが、仕切りで、〝あっち〟と〝こっち〟に分かれている。

　脱衣場は、昔なつかしい銭せん湯とうにそっくりのつくりになっていた。

　入ってきたときは気付かなかったが、入り口のところには番台まである。

　それだけじゃなくて、古いマッサージ機きに古い体重計に、牛乳に、コーヒー牛乳、フルーツ牛乳の冷れい蔵ぞう庫こまであった。

「こってんなぁ……」

　マシロは、感心しながら脱衣所を見廻した。

　床にカゴが四つ置かれてある。

　中には、誰だれかが脱いだ衣服が入っている。

　カゴのうち、ひとつはちゃんと服がたたまれてあって、ひとつは几き帳ちよう面めんすぎるくらいきっちり折りたたまれ、ひとつは無造作に脱ぎ入れられ、もうひとつは、マシロが最初に突っ込んだやつだ。

　中身があたりに散らばってしまっている。

「あー、やばい」

　マシロは我われに返って、さっきまでバタバタやっていたくせに、急に小声で、こそこそしはじめた。

　ここの寮りよう生せいは四人。カゴが四つ。ということは、おそらく、今、バスタイム中なのは、忍シノブたちだ。

　ちなみに、マシロが散らかしたのは、どうやら、忍の服。

　こんな時間から、お風ふ呂ろなんて……、

「のんきか」

　ぶつぶつと言いながら、マシロは、散らばっていた服をかき集める。

　カゴの中に服を入れ、そういえば、と頭にかぶった長く細い金色ブロンドのなにかしらを外し、手に取った。

　そのとき──







　がらがらっ。







　耳になつかしくて心地ここちのいい音がした。

　浴場の戸がいきおいよく開いて、たくさんの湯気といっしょに、誰だれかが出てくる。

　まるで、時じ代だい劇げきでよくある忍者がでてくるときの、もくもくした煙みたいだった。

　マシロは、思わず、自分の目を疑った。

　湯気の向こうから出てきたのは、ブロンドヘアーの──男の子だった。

　おなじように向こうもマシロに気付いた。

「──まっ、まし……ろッ!?」

　目を見開き、唇をわなわなとふるわせる。

　な、な、な、なんで男がここにいんの!?

　しかも、は、は、は、は、──裸はだかで！

　いや、そりゃ、ここお風ふ呂ろだから、裸だろうけど。

　違うよ。

　それ以前に、ここは、女子寮りようだろ！

　まさか──

「ど、ドロボ……ッ!?」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。あやしいやつがいたら、泥どろ棒ぼうと思え。

「ち、違うよっ!?」

　ブロンドの男の子が必死で、ブンブンと首を振る。

「ヘンタイのドロボー!!」

「違うよ！　ヘンタイさんでも、ドロボーたんでもないよ!?　えーっと、えーっと……っ！」

「って！　ちょっとずつ、近付いてくんなぁッ!!」

　マシロはとっさに手に持っていた長く細い金色ブロンドのなにかしらを男の子に投げつけようとした。

　と、

「ちょ、ちょっと、ましろん！」

　ブロンドの男の子が、ダッシュでマシロに取りついてきた。

　長く細い金色ブロンドのなにかしらを投げようとした右手をつかまれ持ち上げられる。

「離はなせよ、ヘンタ──……ンーッ！」

　叫び声を上げようとしたマシロは、ブロンドの男の子に口を手でふさがれてしまった。

「ンーッ！　ンーッ！」

「ご、ごめん、ましろん！　で、でも、──私！」

　男の子の顔がすぐ目の前にあった。

[image: ]

　吐く息が睫まつ毛げにかかる。

　こんな近くに、男の顔が。

　しかも、女の子みたいに綺麗な顔をしている。

「ンーッ！　ンーッ！」

　マシロは抵抗しようとしたが、相手は男だ。なかなか腕がほどけない。

　すると、マシロの振り上げていた手からするりと、長く細い金色ブロンドのなにかしらが抜け落ち、男の子の頭にかぶさった。

「ンーッ！　ンーッ！　……ンーッ？」

　マシロの動きがぴたりと止まった。

　あれ？

　この声、

　この頭、

　この顔……。

「ましろん、私！　私！」

　手をつかんで、口を塞ふさいではいるが、男の子はとりつくろって、にぃ、と引きつった笑え顔がおを見せる。

「ンーッ!?」

　マシロの目が見開かれた。

　まさか。

　そんな、まさか。

　この顔、

　そして、長く細い金色ブロンドのなにかしら──ウィッグを付けたその姿、

「ほ、ほら、──忍シノブたんだお!?」

　ブロンドの男の子が言った。

　そして、この妙なニホン語。

　まさか。

　そんな、まさか。

　目の前の男の子が、忍ッッ!?

「うん！　忍ちゃんですっ！」

　こくんこくんと、何度も男の子──忍はうなずく。

　マシロは、目め線せんで、

『マ・ジ・で・？』

　と訴えかける。

「マジで！」

　忍が、首をおおきく縦たてに振る。

　同時に、忍の手が、マシロの身体からだからするりとほどけた。

「なんで──」

　そう言おうとして、マシロは、固まってしまった。

　何な故ぜなら、さらに同時に、忍が腰に巻いていたタオルが、はらりと下に落ちたからだ。







　キャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァア────────ッッ!!







　マシロが、女の子みたいな声（実際、女子です）をあげ、手で顔をおおった。

「ご、ゴメン!!」

「いいから、早く隠かくしてェッ！」

　いそいそと忍がタオルを巻き直す。

「も、もう、大丈夫だから！」

　忍シノブがそう言うと、マシロは、ぜーぜーと肩で息しながら、再び向き直る。

「フー…………ッ」

　おおきく深呼吸する。

　これはいったいどういうことなのか。

　なんで、女の子だと思っていた忍が、──男だったのか。

　すると──




　がらがら。




　また、浴場のドアが開く音がした。

「今のは、なんだ？　オンナの悲鳴が……──なッ!?」

　湯気といっしょに出てきたのは、メガネをかけていないのにメガネっぽい……男の子だった。

　しかし、マシロを見て、すぐに固まってしまった。

　忍のときと、ほとんどおなじリアクションだ。

　そのうしろから、ひょっこりと顔をのぞかせたのは、幼い女の子がほしがる人形のようなかわいらしい男の子と、黒髪と黄こ金がね色いろの瞳ひとみが印象的なちいさい男の子。

　そして、やっぱり、

「あ……」

　マシロを見て、硬直する。

　そんな様よう子すに、忍は、

「あちゃー………」

　がくんとうなだれた。

　やってしまった。といわんばかりに……。

「アリエナイアリエナイ……」

　マシロは、うわごとのようにつぶやきながら、一歩一歩とあとずさりしていく。

　なんでだ。

　あそこに立っているのは、

　メガネじゃないけどメガネっぽい男の子が──千尋チヒロで。

　人形みたいな男の子が──陽向ヒナタで。

　黒髪の男の子が──萌流メグルだ。

　忍も、千尋も、陽向も、萌流も、みんな、細身だったり、綺き麗れいな身体からだのラインをしているけど、やっぱりちゃんと男の子だ。

　まぎれもなく。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。ありえないくらい混乱中。

　アリエナイアリエナイ。

　紹介された四人は、みんな、もちろん女子だったはずだ。

　マシロが逢あった四人も、みんな、ちゃんと女子だったはずだ。

　由ゆい緒しよ正ただしき聖アンジェリカ女学院のあの四人も！

　なのに、なんで、どうして。

　入り口の暖の簾れんに、『男♨』って書いてあったのに気付かなかったマシロが悪いのか。

　話し合いはお風呂場でと決めていた忍たちが、すっ裸ぱだったのが悪いのか。

　それとも、こんな世の中が全部悪いのか。

　おそらく、全部だ。

　だって、──ここは女子寮りようだろうが!!

　聖アンジェリカ女学院の学生たちが暮らしているはずの。

　じょ・が・く・いん！

　つまり、女子校じゃん!?
















「なのに！　なんで、みんな──〝男〟だよッッッッッッッッッッ!!」







　マシロの叫び声は、浴場に反響リバーブして、しばらく鳴りやまなかった。











BE MY GIRL - fin.
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　　　　♪




　本来、仕える側と仕えられる側、逆転して、転々としている。

　ついでに、悶もん々もんとしている。

　イライラともしている。

　なので、なかば強制的に正座させられている忍シノブ、千尋チヒロ、陽向ヒナタ、萌流メグル──本来、仕えられる側。

　なので、なかば強制的に正座させているマシロ──本来、仕える側。

　この際だから、主従関係などは、銀河の彼方かなたのブラックホールに吸い込まれてしまえばいいんだよ。

　大浴場での[image: しよう][image: げき]衝しよう撃げきから、「とりあえずいったん落ち着こう」ということで応接間に戻りメイド服姿のマシロはソファに腰かけ足組みの腕組みで、中二の女の子とは思えない凄すご味みをきかせながら、自然な流れ（マシロのハイプレッシャー）でみずから床に正座している四人を見下ろしてた。

「……で？」

　マシロがアゴでうながしながら、四人の誰だれともなしに訊きいた。

　しらを切るようにそっぽを向いている千尋、自分には関係ないとばかりの陽向、ずっと下を向いたままおびえている萌流、そんな様よう子すの三人に対し、忍が口を開いた。

「いや、あのー、そのー……なんて言ったらいいのやら……」

　しかし、忍はすぐに口ごもってしまう。

　そりゃあ、言いにくいだろう。

　話もしにくかろうよ。

　だって、こいつら、

「──全員、女装ヘンタイってなんだよっ！」

　マシロは、かわいい顔を台なしにするくらいゆがめ、あくたいをつく。

　美少女だとばかり思っていたのに、その中身は実は、







〝男オ闘ト呼コ〟だ。







　どいつもこいつも、漢オトコだ。

　ブロンドのコスプレ美少女の忍＝男。

　メガネじゃないけどメガネっぽい美少女の千尋＝男。

　透すんだ声のフリフリの美少女の陽向ヒナタ＝男。

　黒髪で黄こ金がね色いろの瞳ひとみをした美少女の萌流メグル＝男。

「ったく、どいつもこいつもほんとにもうだ！」

　ますます、かわいい顔を不細工にして、マシロがふんぞりかえり怒りをあらわにする。

　ここは、女子寮りようのはずだ。

　たしかに、女子っぽいのは四人ばかりいたが、




　がっ！




　違うだろ。

　中身が、男じゃん。

　どうなってんの。

　どうなってんだ、コリャァ！

「どうなってんのか、説明してもらえるんすかねぇ……えぇ？」

　中二の女の子とは思えないドスをきかせた声で、マシロが低くうなる。

　だが、

「──無理だ」

　言った。

　千尋チヒロが、マシロの方を見ないでつぶやくように、でも、はっきりと。

「ちょ、ちょっと、チヒロっ！」

　忍シノブが、とりつくろおうとするが、

「無理って、どういうことっすか？」

　マシロは千尋に訊たずねた。

　そんな答えで納得ができるワケがないだろ。

「無理だと言っている」

　しかし、千尋は同じことを繰くり返した。

「どうして無理なんすか、ヘンタイだからっすか？」

「誰だれが変態だっ！」

　変態呼ばわりに、さすがに千尋は視し線せんを合わせようともしなかったマシロに、顔を向けた。

「誰だってヘンタイだと思うでしょ？ ワケもなくそろいもそろって男がそんな女かつ装こうしてたらっ」

　マシロの科白せりふを正せい論ろんと思ったのか、ほかの三人はおろか、千尋も返す言葉がなかった。

「それともなんすか？　ここはあんたたちみたいのが集まる変態の館やかたなんすか？」

　あきれた風にマシロが言うと、

「だからっ、誰が変態だ。こいつといっしょにするなっ！」

　忍シノブを指さし、千尋チヒロは否定する。

　変態の指名を受けた忍は、

「ちょっ！　ひどいよ、チヒロ！　私だって、本当はこういう格好なんか……」

　誤解を解こうとするが、

「したくないというのか？　自分で服を、女物の服を作るのが趣しゆ味みの人間が！」

　千尋があっさりとそう言い放つと、

「あぁわゎうぅ……」

　もういいわけ無用の忍は、おろおろと小型犬けんばりに小刻みにふるえる。

「で、ヘンタイか変質者か、どっちなんすか？」

「どっちも意味があまり変わってないだろう！」

　せっかく意見をまとめようとしたマシロの言葉を、一いつ生しよう懸けん命めいに千尋が否定した。

「だったら、なんなんすか。なんで、あなたたちは、そんな……女子のかっこうなんかしてるんすか？」

「オマエだって、男みたいな服装をしていたろう」

　千尋が言うのは、マシロのジャージ姿に、自分たちがマシロのことを男だと思わされていたことだ。

「自分は楽だからジャージなの。だいたい、男だと思ってたのは、そっちが勝手に勘違いしてただけじゃん」

「それをいうなら、オマエもオレたちが女だと勝手に勘違いしていただけだろう。自分たちのことを女だとは一言もいっていないはずだ」

「ぐ……っ！」

　うがーっ！

　ああいえばこういう！

「うちの学校に通ってるとかいったら、そりゃ女子だし、誰だれだってそう思うでしょ」

「……そ…それは……なりゆきだ」

「なにがどうなったら、女子しかいないはずの女子校に、男子が女装して通うことになるんだよ！　それを話してほしいっていってるんすけど。それとも、そういう性癖しゆみなんすか？　それならなんにもいうつもりないっすけど」

「そんな趣味はない！　……まあ、一部のやつは置いておいて」

　千尋が言う。もちろん一部の置いておかれたやつというのは、忍のことで、

「ちょっ！」

　と、反はん論ろんしようとしたのか、忍は正座から立ち上がろうとした。

　が、

「おぅぅうぅぅうぅう～～～～～～っ、シビ………レ……っっ!!」

　足がしびれてしまっていてうまく立ち上がれなかった。

　そのままもんどり打って、となりの千尋チヒロの膝ひざに、こてっ、と膝枕まくらをしてもらうように転がった。

「何をやっているんだ、オマエは……」

　千尋が、怒りと呆あきれが交じったふるえた声を喉のどから絞り出す。

「ゴメンよっ！　でも、足がっ！」

「まったく、緊きん張ちよう感かんのないやつだ……」

　やれやれと千尋が首を振る。

　それから、真まっ直すぐに、マシロのほうを見る。

　今までとは違う、真剣な表情だった。

　ただ、忍シノブを膝枕したままだった。

「オレたちがこういう……つまり女の格好をしているのには、それなりの理ワ由ケがある」

「自分は、その〝それなりの理ワ由ケ〟ってゆうのを聞きたいんすけど」

　マシロも混乱していた。

「自分が通う女子校の生徒が暮らしている寮りようだっていったら、そりゃそこにいるのは、女子だと思うでしょ？　見た目も自分なんかよりずっとかわいいし綺き麗れいだし、女の子っぽいじゃないっすか。それが、実は、『男』だったなんて、普通、ワケ判わかんなくなるでしょーよ？」

　千尋も、ほかの三人も黙だまっている。

　マシロはつづけた。

「そのワケ判んなくさせた女こ装とに理由があるんなら、知りたいじゃないっすか。そしたら、ワケ判んなくないし。だまされたみたいでなんかやだし」

　しかし、千尋は、ゆっくりと首を左右に振った。

「それは、話せないと言っただろう……」

　静かに言う。そして、静かに立ち上がった。

　膝の上の忍が、ごちん、と床に頭をぶつけた。

「ち、チヒロっ！　もう、いいよ。ちゃんと、話そうよ……」

　忍は、床にぶつけた衝しよう撃げきで目をちかちかさせながら、千尋に言った。

「だって、ましろんは、もう〝仲間〟だと思うんだ。本当の私たちのことも知ったんだし」

　千尋が振り返る。

「それでいいのか？」

　忍に、そして、陽向ヒナタにも萌流メグルにも。

「自分のことを話すことで、こいつを巻き込むことになるかもしれないんだぞ。シノブ、特にオマエの場合は──」

　千尋がそれ以上言うのをためらった。

　忍も、うつむいてしまう。

　なんだ？

　巻き込む？

　特に？

　もしかして、千尋チヒロがかたくなに、マシロを拒んでいたのも、それが理由に……。

　だとしたら──

「フゥー……」

　マシロは、今日きよう一番のため息をついた。

「ましろん……？」

　あまりの深いため息に、忍シノブが顔を上げる。

　マシロは、ぼやくように言う。

「みんなが、そうやって女の服とか着てるのに理由があるのは判わかったけど、それじゃ納得できないっす」

「だから、それは──」

「でも」

　マシロの言葉に千尋がさっきからつづけてきたやりとりを繰くり返そうとしたが、それを判った上でマシロはさえぎった。

　マシロは、すこし考えてみた。

　誰だれにだって、知られたくないことの、ひとつやふたつある。

　秘密も持ってる。

　話したくないこと、思い出したくないこと。

　マシロにだってある。

　だったら、それでいいじゃないか。

　教えてくれないんだったら、知る必要もない。知りたがることもない。

　今までだって、マシロはそうやってきた。

　それは今、マシロが学校で、クラスメイトたちに対しているのとおんなじだ。

　だから、傷付かずに、傷付けずにいられる──

「──でも、みんなが、ヘンタイでもヘンタイじゃなくっても、このさい、どっちでもいいっす。自分は、ここで働ければいいんで、バイト代もいいし」

　それに、一度引き受けたことを簡かん単たんに投げ出したくない。

　相手がヘンタイでもいいじゃないか。

　ええじゃないか。

　そんなもんまとめて、わっしょいしてやればいい。

　エエジャナイカエエジャナイカ！

　ワッショイワッショイ！

「…………」

　一いつ瞬しゆん。マシロの背景で、ふんどし姿のムキムキが見知らぬおじーちゃんをかついで、盛り上がっていたような気がしたが、無視して。

「判わかりました！　ワケとかもういいっす。あー、でも、仕事はちゃんとやりますんで。みなさんのお世話をさせていただきますよ。ええもう、よろこんで。なので、もし、なにかあるんだったら声をかけてください。まあ、なにもないと思いますが……っ！」

　マシロは一方的に言い終える。と、

「……ごめんね……ましろん……」

　忍シノブがひどく哀かなしそうな、さみしそうな表情になった。

　陽向ヒナタもおんなじだった。

　萌流メグルもそうだ。

　千尋チヒロだけは、顔を背けている。

　なんだよ。

　そんな顔すんなよ。

　なんか、こっちが悪いことをしてるみたいだろ。

　みんなから、距きよ離りを置こうとしていることがとても、ひどいことのように思えてきてしまう。

　みんなが、傷付いた顔をしている。

　自分も、きっと今、傷付いたみたいな顔になっているんだ。

　なんだよ。

　傷付けないように、傷付かないようにしたつもりなのに。

　本当は、今までも、知らず知らずに誰だれかのことを傷付けてたのかもしれない。

　誰かに傷付けられても、傷付かないフリをしていたのかもしれない。

　こんなところで、こんなときに、それに気付くなんて。

　ジブンハナンテミニクインダロウ。

　マシロは、心の中が真っ暗になりそうになって、それを振り払うように、

「──ってことで！　よいしょっ、とっ」

　空元気にいきおいよく、ソファから立ち上がった。

「自分は仕事をつづけますんで、みんなはいつもどおりなかんじで、いつもどおりに生活してください。んじゃ！」

　マシロは、応接間をあとにしようとする。

　すると、

「ましろん！」

　忍がしびれる足で立ち上がって、マシロを呼び止めた。

「……なんすか？」

　マシロはもちろん、ほかの、千尋チヒロたちの視し線せんも忍シノブに向けられた。

「あのさ……えっと……ちゃんとワケも話せなくて、ごめんね。それなのにこんなこというの、すごく、すごくずうずうしいかもしれないんだけど……」

　忍はためらったが、それでも言葉を絞り出した。

　今そこにある、ありったけの気持ちといっしょに。

「せっかくこうして出で逢あって、ずっと〝秘密〟にしてたこともバレちゃって……。でも、どうしてかは、判わからないんだけど。──べつにいいかも。って思えたんだ。たぶん、それってきっと、ましろんだったからだと思う。だ、だから……──これからも、よろしくお願ねがいします！」

　深々と頭を下げた忍のその言葉に、部屋にいた誰だれもが、目を点にさせた。

　ただ、陽向ヒナタだけが、こくん、とうなずいていた。

「は…はい、よろしくお願いします」

　いきなりで、返答に困ってしまったが、マシロはなんとかそう言った。

　救われた気がしたからだ。

『よろしくお願いします』なんて簡かん単たんな言葉で、心がすこしだけ楽になった気がした。

　此こ処こに居てもいいかもしれない。

　なんてことを考えている自分に、マシロは、びっくりだった。




　　　　♪




　マシロは怒ど濤とうのバイトの初日を終え、帰宅していた。

　あのあと何をしたかといえば、結局、掃除くらいしかできなかった。

　ほかにできそうなこともなかったし。

　今は、自宅の湯船につかりながら、今日きよう一日を振り返ってみる。

　頭が痛いやら、あきれるやら、さまざまな感情が入り乱れてわき上がってきた。

　すぐにマシロは、ブンブンと首を振って考えるのをやめる。

　いいんだ。

　なんだろう。

　この気持ち。

　自分は、あそこにいてもいいんだろうか。

　あそこで、学生寮りようの『お手伝い』をするのは、ただのバイトなのに。

　家に戻ってきても、まだ、あそこのこと、四人のことを考えてる。

　こんなこと、なかった。

　いつもは、これが学校のことだったら、家に帰ってくるとすぐ忘れてしまうのに。

　マシロは、頭が沈むくらい湯船にもぐりこんだ。

　ぶくぶくぶくぶくぶくっ！

　と、いきおいよく空気を吐き出した。




　あしたもまたお手伝いバイトなんだ。




　　　　♪




　あしたがやってきた。

　きょうがはじまる。

　日にち曜よう日び。午前九時。

　きのうよりも一時間ほどはやくの出勤になる。

「自分で決めなさい」

　と、あのひとから言われ、マシロが自分で決めた。

　違う。本当は、何な故ぜか、めざましよりも早く目が覚めてしまったせいだ。

　あの超大豪邸兼学生寮りように向かう足どりは、重くもなく軽くもない。

　ふつう。

　いたってふつう。

　はやる気持ちも気負いもない。

　けど。たったひとつ、気がかりといえば……、

「あの、こっぱずかしい作業着メイドふくだけはやだな……」

　自分で決めろっていってんだし、ジャージでいいよなー。

　むしろ、ジャージがいい。







　屋や敷しきの前に到着すると、あらためてその外観に圧倒される。

　和わ洋よう折せつ衷ちゆうなのかなんなのか、不ふ可か思し議ぎで異様なたたずまいにくわえ、超大豪邸。

　そして、この──

「呼だびる鈴ま……」

　やだなー。

　なんか、もう、押したくねぇ……。

　きのうはあれだけ、目の間にあらわれた『謎なぞの物体』を押したくてしかたがない欲求にかられたのに。

　だって、さあ。

　ねぇー。

　気持ちワリぃんだもんよ。

　う……っ。

　でも、押さなきゃ。

　だるま押さなきゃ、誰だれも出てこないんだお。

　だお。

　って、なんだ。

　なんだ。このしゃべりかた。

「うー……」

　だいぶためらいつつ、マシロはゆっくりとしずしずとそろりそろりと、だるまのウィンクしている方に指を伸ばした。

　すると、

「──おっはよーん！　まっしろーんっ！」

　だるまも押していないのに、いきなり扉が開いた。

　びくびくぅ！

　と、身体からだをふるわせながら、マシロが引きつった顔をそちらに向けると、

「きょうは、早いのねぇ」

　ありったけの笑え顔がおを誰かから盗んできたような笑顔で、アサミ子が扉の傍そばに立っていた。

　寝起きって感じの表情でもなかったが、胸元のはだけた浴衣ゆかたっぽい服にすこし寝くずれた長い髪が艶つやっぽくて、女のマシロでもどきどきしてしまいそうだった。

　アサミ子に似ている萌流メグルも、オトナになったらこういう風になるんだろうか。

　……って、なるワケないじゃん。

　だって、あのコ、男の子だ。

　女の子みたいな顔をしていたけど、確かく実じつに男の子だ。

　浴場で……確認してしまった。

　そう、まぎれもなく、みんな〝男〟だった……。

「おはようございます……」

　マシロは、ドアの傍にいるアサミ子に歩み寄り、ぺこりと頭を下げた。

　このひとは、知ってるんだろうか。

　きのうのこと。

　女子かと思ってたら、男子だったってこと。

　そりゃあ、知ってるか。

　ここの──寮りようの責任者だもんな。

「あの……」

　マシロが口を開こうとした。すると、

「──あのコたちのこと？」

　アサミ子は、微笑を浮かべながら言った。

　やっぱ、知ってんだ。

「はい……」

　と、マシロはうなずく。

　アサミ子が、ふふん、と笑った。

「びっくりしたでしょ？」

「そりゃあ、まあ……びっくりしますよ……アレじゃ」

「知りたい？」

「え？」

「あのコたちが、女の子に変装しなきゃならなかったワケを──」

　アサミ子が笑えみを口もとに浮かべたまま、マシロに訊たずねてきた。

「べ、べつに……」

「あ、口ごもった」

　うれしそうにアサミ子が笑う。

　遊ばれている。

　おもしろがってる。

　アサミ子が、スッとマシロの方に一歩、二歩と近付いた。

「あのコたちには訊きいた？」

「……訊きました」

「なんて、言ってた？」

「……いえ……、なにも……」

　結局、何も話してくれなかったんだ。

　自分もそれでいいと……。

　マシロはアサミ子を見上げた。

　おっきな瞳ひとみ。

　黒目がちで、見つめていると吸い込まれてしまいそう。

　この瞳に吸い込まれたら、どうなるんだろう。

　心の何もかも見られてしまうかもしれない。

　そんな気がして、マシロは無む意い識しきに視し線せんを外した。

　アサミ子が笑った。

　気がした。

「あのコたちがなんにも言わなかったんなら、アタシが言うことなんてないわね」

　アサミ子の細くて長い指先が、マシロの額ひたいに触れる。

　寝グセでハネている前髪をやさしく梳すいた。

「でも、落ち込むことはないわよ」

　声はいつもの調ちよう子しだったけれど、嫌いやみなかんじはしなかった。

「アナタが想おもえば、いつでもこたえてくれる。そういうコたちよ」

　言ったよ。

　理ワ由ケを話してくれって。

　けど、話してくれなかった。

　教えてくれなかった。

「──それは違うわ、マシロ」

「え……？」

　距きよ離りは変わってないのに、アサミ子の声が急に近くなった。

　まるで耳もとでささやいた声が直接、頭の中に鳴っているみたく。

　ひどくオトナびているのに、何ど処こか子供っぽくて無邪気な不ふ思し議ぎな声が、心に鳴ってた。

「アナタはまだ何も見付けていない。まだ何も知らない」

「見付けるって？　知らないって……？」

「それを捜すのが、アナタの〝仕事〟よ」

「しごと……」

「そう……。だからアタシは、アナタを此こ処こに呼んだの」

「どうして、そんな……」




　──そんなことを自分がやらなきゃならないんだ。




「…………っ」

　ハッと我われに返り、マシロは、口からこぼれそうになった言葉を慌あわてて押し戻した。

　それはすぐにお腹なかに到着して、きりきりとマシロに〝痛み〟をあたえた。

　すぐに消えたけれど。その痛みは、心から自分への忠告だった。

　その言葉は、口にしちゃいけない。

　心を閉ざすための、真っ黒の魔ま法ほうの呪文になってしまうから。

　そんな風に言ってるみたいだった。

　なんで、そんなことを思ったのか判わからない。

　ただ、原因は──

「じゃあ、きょうもがんばって、働いてちょーだいなっ！」

　やけにあっかるい声。バカみたいにノウテンキにアサミ子は、アハハっ、と笑って、マシロの背中をばしばしとたたく。

　つかみどころのないひとだなぁ……。

「──でっ！」

「は、はい？」

　きょういちばんの笑え顔がお。アサミ子が、うふふふーと意味深な笑えみで、マシロの顔をのぞきこんできた。

　マシロは、なんだか嫌いやな予感がした。

「じゃっ、コレに着替えましょっ❤」

「………………ッ!?」

　アサミ子の手には、メイド服。

　バージョン２!!
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　きのう着せられたのとは、また違うタイプのやつだ。

　てか、さっきまで、持ってなかったよね、ソレ。

　どっから出してきたんだよ？

　どっから出てきたんだよ！

　もしかして、アレか。

　四次元ポ○ットか？

　そんな未来のポケ○トを持ってんなら、もっとさ、違う便利道具を出せよ！

　そんなもん、なんの能力もアップしないだろ!?

「さささっ、着替えましょっ、着替えましょっ、これで、ましろんのキュートポイントちょーアップよ❤❤」

　ガッ！

　と、マシロの両肩が背後からつかまれる。

　体力には自信のあるマシロだが、何な故ぜか、身動きがとれなくなった。

　魔ま法ほうでもかけられたみたいに、軽々と身体からだが持ち上げられてしまう。

「お着替え、お着替え、たのし～～なぁ～～♪」

「たっ、たのしくねえっ！」

「だいじょうぶだいじょうぶ！　そのうちクセになるからっ！」

「いぃぃぃやぁぁぁだぁぁぁ～～～～～～～～っ！」

「あらあら、はしゃいじゃってぇ～～。むかしっから、イヤよイヤよもスキのうちってゆうもんねっ。さすが、ましろん！　略して、さろ！　アタシが見込んだだけはあるわっ！」

「なんの見込みだ！　そんなもんは込まんでいい！　込まんで！　って、──きゃぁっ!?」

「まっ！　そんなかわいい声出してっ！　逆に萌もえるじゃないの❤」

「ち、違っ！　こんなトコで脱がすなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「大丈夫、誰だれも見てないわ！」

「た、たすけてぇぇぇぇぇぇ────────っっっ！」




　さあ、今日きようも一日、がんばっていきましょー。




　…………。

　…………。

　…………。




　さろ！




　　　　♪




「…………なんだ、これは……。まだ仕事もはじめてないのに、なんだ、この疲労こんぱいっぷりは……」

　マシロは、アサミ子にわりあたえられた部へ屋やでソファにもたれかかり、すっかりくたびれていた。

　もちろん体力的にじゃない。

　精神的にだ！

　かなりキテいる。

「あっ……。今一いつ瞬しゆん、韓流ハンリユウスターが笑え顔がおで背景を通り過ぎていったような……」

　そんなどうでもいい幻を見ながら、マシロはふらふらと立ち上がった。

　そして、部へ屋やに置かれた鏡かがみに映った自分の姿を見て、めまいがした。

　今日きようも一段と、




　なんておろかものな格好ナイスフーリツシユスタイル！




「はぁ……。だから、なんでこんな服着なきゃなんだよ……。ぜってー、ジャージのほうが動きやすいのに」

　この服なんて、当然のようにひらひらしてやたらふりふりしてる。

　スカートはハリガネでも入ってんじゃなかろうかと疑わしいくらいふわふわしてる。

　今日は、頭には、ヘッドドレス。

　そして、またスカートが短い。

「なんじゃこりゃ」

　スカートの下のハーパンだけが、心の支え。

「ハァー……。つ、疲れる……」

　マシロに軽いトラウマを植え付けたアサミ子は、着せ替えをたのしむだけたのしんだら、

「じゃっ、あとはよっろしくー♪」

　と、あっさり例のごとくいなくなってしまった。

　仕事のことなんて、何ひとつ言わずに。

「どうせ自分で考えろってことなんだろうな……」

　そういえば、昔、どっかの国のサッカー代表監督が、『自分たちで考えろ』とか言ってたっけー。自分たちで考える。それをチーム全体で共有し、イマジネーションあふれるプレーにつなげていくこと。

　が、アルバイトでそんなもん聞いたことがない。

　けれど、そんなアサミ子でも、部屋を出る間際に、ひとつだけ言っていたことがあった。

「あー、あのコたちってほんと、不器用だけどさ、仲良くしてあげてねっ♡　ましろんも十分、不器用だと思うけど」

　何ど処こかたのしげに笑いながら、アサミ子は部屋を出て行った。

　たしかに、いろいろと不器用かもしれないが。

「……不器用って……。自分で服を作るひとの何処が不器用なんだか……」

　マシロは、勘違いをしていた。

　アサミ子が言った『不器用』というのは、そういう物理的なことじゃない。

　精神的に。って意味だ。







　仕事（きょうも掃そう除じだけど）をはじめて、小一時間。

　日にち曜よう日びなので、まだみんな寝ているんだろうか。

　四人の、誰だれともまだ逢あってない。

「……ま、べつに……いいんだけどさ」

　ちょっぴりさみしいようなかんじがするのは、きっと気のせいだ。

　マシロは、きのうの反省をふまえて、迷わないようにしながら、玄関フロアを起点に進めてはいるものの、

「広すぎるだろ……」

　ほとほとあきれかえっていた。

　しかも、やはり清掃業者など雇って定期的にハウスキーピングが行われているのか、ヨゴレというほどのヨゴレもない。

「だったら、なにしてんだろーなー、水田ミズタマシロさん……」

　自分で自分に言って、急にむなしくなった。

　マシロは掃除機きを止めた。

　これは、アレだ。

　大自然に逆らってみて、軽く敗れ去ったときの感覚に似ている。

　自然に逆らったこととかないけど。

「なんだかなぁ……」

　むなしさは、加速する。

　そんなときふいに、誰かの視し線せんを感じた。

　そして、うしろを振り返る。

「──なんだ、もうサボリか。使用人」

「……メガネっ!!　……さん」

　歳上で一応、雇い主側でもあるので、『さん』付けで敬意を表してみた。

　が、マシロにうしろから声をかけてきた──千尋チヒロは、

「誰がメガネだ。かけてないだろう」

　しかし、気に入らなかったらしい。

　かけてないけど、立派にメガネだと思うんだよなー。

　ん、あれ？

「きょうは、女へん装しんしてないんすね」

　千尋チヒロは、ふつうの格好、といったらおかしな話かもしれないが、ふつうの男の子の格好をしていた。

「必要がないからだ」

　千尋が言った。

　必要がない？

「それって……？」

「オマエにはバレているだろう。オレたちが『男』だと。だったらもう、寮ここであんな格好でいる必要もないんだよ」

　千尋の言い方は、女の子の格好をしていたのが本心からではないというかんじだ。

　なら──

「その、うしろにいるひとは？」

　マシロが、千尋の背後を指さす。

「うしろ？」

　千尋が振り返る。

　と、そこにいたのは、

「………どうして……──オマエは、オンナの格好のままでいるんだ、シノブっ！」

　女の子の格好をしている忍シノブだった。

　ロングのブロンドヘアーのヅラに、自分で作ったらしいお嬢じようさま風の服も、メイクもばっちり完かん璧ぺきじゃないか。

　マシロは、いまだに信じきれない。

　これで、本当に──男なんだから。

　普通の格好をしていなかったら判わからない。千尋もそうだが。

　にしても、このひとはたぶん……着たくて着てるんだろうな……。

「え？　あっ！」

　千尋に言われた言葉の意味をやっと理解したのか、忍は、自分と千尋の服装を何度も見比べる。

「ち、違うよ？　べ、べつに、着たくて着たりとかしてるんじゃないんだから！　作っちゃったから、せっかくだから着てるだけなんだから！」

　そう言いながら、ぶんぶんと首を左右にふっておのれの格好を否定する。

　が、しかし、

　マシロの、そして、千尋の視し線せんが語りかける。

『そんな噓うそくさい』

「あわわわわわ……っ！　ち、違うんだ！」

　言って、必死の様よう子すの忍が、がっしりとマシロの肩をつかむ。ずずいと顔を寄せた。

「違うんだよ、ましろん！」

　てか、近い。顔が。

　息がかかりそうな距きよ離り。

　まつげ長いなー。

　こんな近くで見る忍シノブの顔は、とても綺き麗れいで、やっぱり本当は女の子なんじゃないかと思ってしまいそうになる。

　思わず、きのうの脱衣場でのできごとが頭をよぎる。

　マシロは自分で、顔が赤くなっていくのを感じた。

　だって、──裸はだかだったしっ！

「わっ！」

　忍が、パッとマシロの両肩から手を離はなした。

「ち、違うんだ……こんなこと……」

　どうやら、両肩をつかまれたのを嫌いやがっていると忍は思ったらしい。

「違うんだよ？　違うんだ!?」

　もう、なにが違うのか判わからなくなってきた。

「ち、違うんだよ～～～～～～～～～～……っ」

　とうとうマシロと千尋チヒロのＷ視し線せんにたえられなくなった忍は、泣きべそかいて逃げだしてしまった。

　あっという間に、背中がちいさくなって消えた。

　……なにしにきたんだろ……あのひと……。

　それは、このひともだけど。

　視線を千尋に移す。

　それに気付いた千尋は、

「なんだ？」

　と、訊きいてきた。

　それはこっちが訊きたいんだよ。

　とか、思いながらもマシロは、

「べつに、なんでも」

　そう言って、掃そう除じを再開しようと視線を外した。

　すると、それを見た千尋が不満そうに歩み寄ってきた。

　なにごとかとマシロが、思わずあとずさりする。




　ドンッ。




「──ッ!?」

　マシロの背中は壁かべにぶつかって、もううしろに下がれなくなってしまっていた。

　逃げられない。

　さらに、追いつめるように、ダンッと千尋チヒロがマシロの顔のすぐ傍そば、壁に手を突いた。

「…………なんすか？　どいてくれません？」

　マシロは、壁際ぎわから抜け出そうと、千尋の身体からだに手を触れた。

　が、

「イタ……っ！」

　千尋がその手をつかむ。

「離はなしてくれないっすか？」

　マシロは、静かに言う。

「オレは、オマエが寮ここにいることを完全に認めたワケじゃないからな、使用人っ」

　千尋が、マシロをにらみつける。
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「……」

　しかし、マシロは、特に動どう揺ようした素振りも見せなかった。

　千尋は、それが気にくわなかったらしい。

「チッ……」

　舌打ちをして、ますます不ふ機き嫌げんな表情になる。

「かわいげのないやつだ」

　手が離はなされた。

　そして、千尋チヒロはその場を去っていく。

　その姿が見えなくなってから、マシロは、ほっと胸をなで下ろした。

　動どう揺ようしてないように見せていたけど、内心は、どきどきだった。

　握りしめていた手を開くと、手のひらに爪つめのあとがくっきりと残っていた。

　いまごろ、痛みを感じる。

「……はぁ……ちょっと、びびった」

　でも、強がってよかったかもしれない。

　思いがけず、千尋の本音が聞けたような気がした。

『完全に認めたワケじゃない』

　てことは──完全じゃないけど、ちょっとは認めてくれてるってことかな。

　ははは……。

　素直なんだか、そうじゃないんだか。

　そう思うと、なんだか微ほほ笑えましくなった。

　ふっと気が抜けて、マシロは壁かべにもたれかかる。

「お手伝いがこんなに疲れると思わなかったなあ……」

　ひとりごちて苦笑いする。

「なんで、こんなバイトはじめたんだろ……。って、バイト代がいいからか。はは……」

　おのれでツッコんでむなしくなる。

　そのままマシロは、ずるずると壁をはってしゃがみ込んだ。

　ここの廊下には窓があって、高くなっていく陽ひの光がさんさんと注がれているが、マシロの心は、冷たくなってしまいそうになる。

　もともと小柄なのに、背中を丸めて、膝ひざを抱えてもっとちいさくなる。

　このまま、どんどんちいさくなって、いつか消えて失なくなってしまうんじゃないか。

　けれど、マシロが消えてしまいそうなのを止める声が鳴った。

「──ましろん？」

　とてもよく透すんだ声がした。

　マシロは、ひょっこりと顔を上げる。

　しゃがみ込むマシロの目め線せんより高いところに、陽向ヒナタの顔があった。

　きのうみたく、マシロのことを見にきたみたいだ。

　陽向も、普通の格好をしていた。

　それでも、カツラじゃないその、くせのあるやわらかそうな髪の毛も、お人形のような顔に似合っていた。

　あいかわらず眠そうにしている陽向ヒナタがそこにいる。

　あんなことがあったから、内心、もうこないかもなんて思っていた。

　マシロは、何ど処こかほっとした。

　チイサクナラナクテモイインダ。

「……おはよう……ござ……」

　一応、雇われの身のマシロは、同級生の陽向に対しても敬語的に『ございます』を付けようと思ったが、どうにもしっくりこなくて、結果、中途半端な『ござ』になった。

「おはようござ……？」

　陽向がそれをまねして言った。

　そして、まじまじとマシロのことを見つめてくる。

　眠いせいか、それともナチュラルか、うるんだ瞳ひとみ。

　どきっとしてしまう。

　マシロは、目をそらした。

　すると、

「おこってる？　ひなっちたちのこと」

　とうとつに、陽向が言った。

「え？　怒るって……あー」

　マシロはさっした。陽向は、自分たちがマシロをだましていたから、怒っているのかと思っているらしい。

　それに今、マシロは陽向から目をそらしたこともある。

「まあ、怒ったってゆうか。あっけにとられたってゆうか、バカバカしかったってゆうか。どぎもをぬかれたってゆうか……」

「おこってないの？」

　陽向がマシロの顔をのぞきこむ。

「……うん」

　真まっ直すぐに陽向を見て、マシロはうなずいた。

「よかったっ！」

　陽向の顔が、パッと華やぐ。

　それだけで、なんだか救われたような気分になるから、不ふ思し議ぎだ。

　自分自身がよく判わからない。

「また、見ててもいい？」

　陽向が訊きいてきた。

「いいよ。きのうもそう言ったじゃん」

　マシロはあたりまえに答えた。

「ありがとっ」

　ぺこりと、陽向ヒナタはおじぎして、てけてけと小走りでマシロからすこしはなれた場所に腰を下ろした。

　一応、邪じや魔まにならないよう気をつかってるようだ。

「はははっ、ほんと、猫みたい」

　マシロのひとりごとは、陽向には聞こえなかった。

　が、もうひとりには聞こえていたらしい。

「──ぬわぁっ!?」

　マシロは悲鳴を上げてしまった。

　仕事をしようと、掃そう除じ機きに向かったら、いきなりそこには──

「……なにしてんすか？」

　またか、また、このひとか……。

「ましろぉ～～ん！」

　掃除機にまたがっているバカなやつがいた。

　もちろん、

　──忍シノブだ。

　が、さっきと雰囲気が違う。

　わざわざ着替えてきたのか、普通の男の子っぽい服装になっていた。

　ブロンドの短髪。長なが袖そでのシャツに細身のジーンズ。イヤミなくらい腰が高い。綺き麗れいな顔をしていて、まるでモデルのようだ。

　こんなひとが街を歩いていたら、女だけじゃなく、男まで振り返ってしまいそう。

　でも、おかしな話だが、最初女の子の格好をしていたときのほうのインパクトが強くて、なんだか今は、違和感があった。

　本当の姿は、こっちのほうなのに。

　変だな。

　女装をしていた理由を聞かないと言ったが。

　やっぱり、どうしてだろうと思ってしまう。

　理由か……。

　たぶん、変装してたってことは、別人のようになる必要があったってことだろうけど……。

「──ひどいよ、ましろん！」

　忍が言った。

「は？」

　マシロの思考が途と切ぎれる。

　見れば、掃そう除じ機きの上で忍シノブが腕組みでむくれていた。

「きのう、私には『邪じや魔まだ』っていったのにぃ！」

　……あ。

「ひなっちは、ＯＫなのにっ！　ひどいよ～～～～っ！」

　しまった。

　忘れてた……。

「私も邪魔しないようにしてるもーん！」

　細くてしなやか、でもおっきな身体からだで、だだをこねるでっかい子供だ。

　そして、むくれる。

　まったく。

　もしかして、こういうのの面めん倒どうをみるのも、『お手伝い』の仕事なんだろうか。

　それなら、仕方ない……。

「はいはい。判わかりました。いいっすよ。べつにいいっす。見てるくらい。だから、さっさとそこから降りて。掃除できないでしょ？」

　マシロは、やれやれと言った。

　すると、

「ほんと？　──やったぁっ！」

　と、心底うれしそうな、満面の笑えみを咲かせた。

　そこら中が花でいっぱいになりそうなくらい華やいだ笑え顔がおだ。

　しかも、いきおいあまって、

「うれしいよ、マシロ！」

「どわぁぁぁぁぁっ！」

　マシロに抱きついてきた。

「ちょ、ちょっと！　離はなせ……っ！」

　しかも、今、呼び捨てだったような。

「ありがと！」

　マシロから身体を離すと、忍は本当にうれしそうな顔をしていた。

　あまりにも無邪気な笑顔で、

　──っ！

　なんか、胸がいっしゅん、苦しくなった。

　けど、その胸の音の意味を知るすべは、今のマシロにはない。

「──ましろん、もう一回！」

「って！　ちょっ！」

　また、忍に抱きしめられてしまう。

　それを陽向ヒナタが、ちょっぴりうらやましそうにみていた。

　いったい、なんなんだろ、このひとたちは……。

　接すれば接するほど、疑問は増えてくる。

　触れれば触れるほど、あたらしい感情が芽め生ばえてくる。

　なんなんだろうな。これって。

　不ふ思し議ぎなかんじだ。

　それがマシロにとって、特別な感情でいっぱいになって、あふれてくることになるなんて、このときはぜんぜん思ってもいなかった。

　他人をさけて、自分から遠ざかっていて、それでいいと心に言い聞かせてきたマシロには、自分から他人に関かかわったり、近付いていったりする人間がいるなんて、迷めい惑わくなだけだったのに。

　誰だれもがひとりじゃないと、本当は知っていたのに。

　自分はひとりだと、勝手にさみしくなっている。

　自分では気付かない自分自身の感情があると、マシロは、やっと気付きはじめようとしていた。

　これは、まだ、ほんの一部だけど。

　自分でも思いもよらなかった科白せりふと感情がわき上がってきたことに、自分自身で驚おどろいてしまった。

「あの……もういいかげん、離はなしてくれないっすか」

　ちいさくマシロが言う。

「うっかり！」

　晴れやかな声で、忍シノブがマシロの身体からだを自分から離した。

　すると、

「マシロ？　どうしたの？」

　忍がマシロの顔をのぞき込む。

　顔が真まっ赤かになっていくマシロに、めざとく気付いた。

　しかも、やっぱり呼び捨てになってる。

「な…なんでもないっす！」

　マシロはあわてて、そっぽを向いた。

　なんでもない。

　自分でもよく判わからないけど、なんでもないんだから。




　このとき、なんとなく。




　この星に命が生まれ、ひとが生まれてからずっと、たぶん、きっと、ひとりで生まれてひとりで生きていたひとなんて、いないんだろう。




　──って、学校で教師の誰だれかがいってた言葉を思い出した。

　そういや、あしたは月げつ曜よう日び。学校がある。




　どうなるんだろう、これから……。
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　　　　♪




　月げつ曜ようの朝。

　夜中のうちに激はげしく雨が降ったそうだが、明け方にはすっかりあがって、雨あめ露つゆに濡ぬれた草木が、まぶしいくらいにきらきらと輝かがやいていた。

　それが春の温和な気候とあいまって、なんともいえないさわやかな朝だ。

　先週の月曜も、たしか、こんな感じだった。

　が。

　水田ミズタマシロは、なんともいえないさえない表情で、通学路を学校に向かって歩いていた。

　原因は、きのうの夜。

　お風ふ呂ろから上がって自室に戻ったマシロは、明日あしたまでにやらなくてはならなかった数学の宿題が残っていたことを思い出した。

　しかも、数学の教師は決まって、

「え～～。今日きようは月曜日ですので……。それでは、水田さん」

　と判わかりにくい小ボケが言いたがために、必ずマシロに宿題を代表して答えさせるんだ。

　本当なら、水曜日だから、水で、水田！

　ってゆうつながりなんだろうけど、それをあえてはずして、月曜だから、でも、なんにもカブってないけど、水田！

　ってゆうほんとにもう、おもしろくもなんともないボケだ。

　そんなもんのために、毎回毎回。

　この数学教師は、入学したころから同じだから、かれこれ一年、このしょうもないボケにつきあわされているということになる。

　それなのに、マシロは、バイトで掃除ばかりしてないでほかもやらなきゃとか、そっちに頭がいってしまっていて、宿題の存在に意い識しきがいかなかった。

「くそっ！　あのセンセー、こんなときに限って、多めに宿題出しやがる！」

　悪態をつきながらも、マシロは、宿題を終わらせていく。

　けれど、問題はここからだった。

　なれないバイトで肉体的にも精神的にも疲れていたマシロは、お風呂から上がってから、髪も乾かさず宿題にとりかかり、あげく、最後の最後で、力つきて朽ち果て……。

　そして、朝。

　めざましがセットされた三十分ほど前に、寒気がして目が覚めた。

　雨が降り出して、カミナリがすごく鳴っていたなぁ。と思ったあたりからの記き憶おくがない。

　完全に落ちていた。

　机の上で寝てしまったせいで、身体からだもあちこち痛いし、それになんか熱ねつっぽい。

　マシロはぼんやりする頭と身体でも、宿題の最後の問題をやらないと、と寝起きで数学をやっつけ、もさもさと学校へ行く支度をはじめた。

「これであのうすらさむいボケをかまされても、大丈夫……ッ！」

　が、油断して、ちょっとだけと思いつつ、ベッドの上に転がってしまったのが悪かった。

　ベッドにいもむしのように『く』の字に倒れ込み、そのまま寝てしまった。

　その後目覚ましの時間もすぎていたので、いつまでたっても自室から出てこないマシロを呼びにきた弟（一番下の四男）に起こされる。

　食欲がなかったが、風か邪ぜ薬ぐすりを飲むために、食卓に置かれていた真ん中の兄の『プロテイン入りの特製エナジードリンク』を勝手にもらった。

　が……。プロテインやべぇ……。

　ちょっぴり気分が悪くなった。

「でも病は気からってゆうし、よし！」

　風邪なんぞ。気合い一発だ。

　自慢じゃないが、風邪なんてまともに引いたことはほとんどない。

　小学校も無遅刻無欠席。

　中学も二年になった今日まで、無遅刻無欠席。皆勤賞だ。

　多少の体たい調ちよう不良くらいなら、とうぜんのように学校へ行く。

　不可抗力だが、朝食を抜いたせいで、遅刻もしなくてよさそうだ。

　マシロにとって遅刻イコール、学校における立場上、自分の首を絞めることになる。

　いつも通学路に使っている学校までのショートカットの並木道。

　ということは、そう──

　この並木道の傍かたわらには、ひょんなことからマシロがお手伝いバイトをすることになった、超大豪邸の寮りようがある。

　そのあたりにさしかかると、道の向こう側に見知った顔をよっつ、見付けた。

　いつもは、いないのに……。

「…………マ・ジ・で……」

　その姿に茫ぼう然ぜん自じ失しつで立ちつくすマシロを、今度は、あっちが見付けた。

　忍シノブ、千尋チヒロ、陽向ヒナタ、萌流メグルの四人だ。

「おはよう、マシロっ」

　と、にこやかにそしてさわやかに忍がマシロに向かって手をふってくる。

　陽向もちいさく手をふっている。

　その姿──まさに、女子。

　着ている制服も、マシロと同じ『聖アンジェリカ女学院中等部』のそれ。

　ただ、マシロの場合は、制服の下にジャージ上下を着込むという、校風から誰だれもやることがない大胆なアレンジをほどこしているけれど。

　てゆうか。

　このひとたちマジで女へん装そうして女子校に通ってんのか、やっぱり……っ！

　でも、この四人は、男だ。

　あんまり思い出したくないけど、浴場で、ちゃんと確かく認にん済ずみで……。

　それなのに、なんだ。

　この四人の──




　美しい様さまは。




　髪の毛とかふわふわとかさらさらで、マシロなんかより制服もずっと似合ってて、女の子よりも女の子してる……。
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　女装に否定的なことを言ってた千尋チヒロさえも……。

　マジだ。

　ガチだ。

　ある意味、すげーなこいつら……。

「じゃあ、行きましょうか」

　忍シノブが言って、歩き出した。

　それに、陽向ヒナタと、うつむきっぱなしの萌流メグルがつづいた。

　マシロもそれにつづこうとすると、

「──オマエを待っていたワケじゃない。勘違いするな。使用人」

　耳もとで千尋チヒロが言った。

「判わかってますよ。んなこと」

　マシロはぶっきらぼうに返した。

「それにだ」

「まだなんかあるんすか？」

　イヤミがさ。

「オレたちの〝秘密〟を知っているのは、学校ではオマエだけだ」

　秘密。

　本当は、男だってゆう。

「べつに他人に話すなとは言わないが。話せば、そいつも巻き込むことになるかもしれないぞ。まあ──」

「……？」

「オレたちを男だと言っても誰だれも信じないだろうがな」

　自信のある言い方だった。

　千尋はマシロの肩をポンとたたき、先を歩き出した。

「はは……っ。イヤミだな、ほんと」

　判ってるさ。

　こんなバカげたこと、話してもどうせ誰も信じないだろう。

　あと、そんなこと話すひとも、友達もいないしね。

「ったくさ……」

　先を行く四人。こうして見てみると、四人ともあの超大豪邸の寮りようにいるときよりも、ずいぶんとおとなしくというか、落ち着いて見えた。

　あの騒さわがしい忍も、おしとやかだ。

　それだけ、アンジェリカ女学院中等部に通う女子生徒『跡見アトミ忍』というキャラクターが、忍の中でちゃんと定着しているってことなんだろうか。




　結果的に、マシロは四人といっしょに登校することになってしまった。

　このことが、マシロの身に降りかかる災難ひのこの原因になるなんて、やっぱり思ってなかった。




　　　　♪




「──忍シノブさま、おはようございます」

「──千尋チヒロさま、おはようございます」

「──陽向ヒナタさま、おはようございます」

「──萌流メグルさま、おはようございます」

　次から次へと、通学路から校門をくぐるまで、くぐってから校舎へ入るまで、ひっきりなしに声がかけられる。

「忍お姉ねえさま、おはようございます」

　なんていうのにも、そのたびに、いちいち「おはようございます。みなさん」とか言って、会え釈しやくする。

　声をかけてきているのは、みんな学校の生徒たち。

　もちろん、女子。

　みんな、女子。

　だって、ここは『聖アンジェリカ女学院中等部』。

　じょ・が・く・い・ん。

　女子校。

　四人が歩いていくその先には、何十人、へたをすれば何百人もの女生徒がいて、まるで海が割れるように、道が開いていく。

　あ、これ、見たことある。

　遠くで、横目に見ていた光景だ。

　関係ないと思ってた。

　なのに、まさか自分がこんな近くで──開ひらける道を体たい験けんすることになるなんて……。

　みんなの視し線せんの先にいるのが、自分じゃなくても、なんか変なかんじだ。むずがゆい。

　四人は、まるで花道のように開けた生徒たちの間を悠ゆう々ゆうと進んでいた。

　女生徒たちから、あこがれや尊敬や羨せん望ぼうや、もしくは崇すう拝はいしそうな声と眼まな差ざしが送られる。

　しかし、ざわめく周囲をよそに四人は平然として（萌流だけうつむいてる）開けた道を真まっ直すぐに校舎へと向かっていく。

　声が波のように押し寄せてくる。

　マシロは、苦笑いするしかなかった。

　それくらい、四人は、生徒たちの間でカリスマっていたからだ。

　まぶしいくらいに輝かがやいて、生徒たちを惹ひきつけてやまない。

　だが──

　みんな、四人が同性ではなく異性だということを知らないだろう。

　知ってたら、

「お姉ねえさま」

　なんて忍シノブや千尋チヒロのことを呼んだりしない。

　みんな、女性として四人を見ている。

　こんなに、かわいかったり、綺き麗れいで、優ゆう雅がだったりするひとたちのことを、あこがれやら尊敬やら羨せん望ぼうやら、もしくは崇すう拝はいするような眼まな差ざしで見ている。声を上げている。

　マシロは終始、呆あつ気けにとられていた。

　生徒たちの反応になれたような感じのある忍たち。

　よく、毎日こんな[image: あ][image: び][image: きょう][image: かん][image: の]すさまじい光景の中を平然と歩いていけるな。

　いつからかはじまった忍たちを囲む朝の挨あい拶さつの交換会は、もはや聖アンジェリカ女学院中等部の名物になりつつあった。

　いつも、遠目に眺めるか、もしくは、無関心で通りすぎるかだったマシロ。

　そうしていれば、いちいち、ほかの生徒と挨拶をかわさなくてもいい。コミュニケーションもとらなくていい。

　それで教室に入っても、ひとりでもくもくと、机に向かって熱ねつ心しんに教科書やノートを広げていれば、誰も声をかけてこない。

　そんなことを一年以上もつづけてきた。

　そうやって考えてみると、自分の一年てなんだったんだろうか。

　もちろん。無む駄だだったなんて思わないけれど。

　傍はた目めから見たら、ちょっとアホくさいけど、女の子たちはみんな真剣だ。

　真剣に、忍たちのことをいろんな形で想おもってるんだと思う。

　じゃあ、自分はそうやって、真剣に一いつ生しよう懸けん命めいになれることってあったかどうか。

　なにしてたっけ？

　この一年。

　はじめて間近でくり広げられる光景に圧倒されながらも、マシロは、ふいにさみしくなった。

　バカバカしいんだけど、その純粋さが、どうしようもなくうらやましかった。

　何な故ぜだか、心にぽっかり穴があいているような切なさすら感じてしまった。

「どうかした、ましろん？　そんな暗い顔して」

　ふいに忍が振り向いた。

　生徒玄関にさしかかったころだった。

「へ？　顔？」

　マシロは足を止めてしまう。

「ましろん？　なんだか、顔色も悪いみたいだけど……」

　歩み寄ってきた忍シノブが、心配したようにマシロの顔をのぞきこむ。

「あ、いや、なんでもないっす。なんでもないっす」

　気分が悪いのは、きっと、プロテインのせいだ。

　そうなんだ。

「シノブ、行くぞ」

　すこし先に行っていた千尋チヒロが、忍を呼んだ。

「ほら、行こう」

　忍に背中を押され、マシロは歩き出した。

　すぐに千尋たちに追いついた。

「しかし、オマエ、本当にココの生徒だったんだな」

　マシロを横目に、千尋が言った。

「いや。それ、こっちの科白せりふなんすけど」

　あんた、男子でしょーが。

　マシロの言葉を無視するように、千尋はつづけた。

「というよりも、だいたい、その格好は何だ？」

「なんだって、なんすか？　ちゃんと制服着てますけど。なにか問題でも？」

　ひょうひょうとマシロは返す。

「そんな格好の生徒は、はじめてみたぞ」

　千尋は、じろじろとマシロを見た。

　スカートの下から、ジャージがはみだしている。

「でも、校則の何ど処こにも、制服の下にジャージを着てはいけませんなんて、なかったもんで」

　マシロは言う。

「それはそうだろうな。そんな愚かなことを考えるヤツなどいないだろうからな。……あ、いたか、ここに」

　イヤミたっぷりに、千尋が鼻で笑った。

　あー、メガネが見えた。今、とんがったメガネが見えた。

　なんてイヤミなメガネだろう。

　にらみ合うふたり。

　間に入ろうと、忍がおろおろしている。

　それを陽向ヒナタがぼんやりと見ていたが、そんな中、萌流メグルはひとり離はなれ自分の教室の方へ、こっそりと早足で歩いていってしまった。

　ふたりのにらみ合いは、予鈴が鳴るまでしばらくつづいた。







　そんな様よう子すを陰から、まじまじと複雑な表情で見つめる影かげがあった。

　廊下の角に、女の子が三人。

　生徒玄関を入ってすぐのところで立ち止まって、何かわいわいやっているマシロたちの様子を観察している。

「なんですの？」

「なんでしょうかねえ……」

「なんなんでしょうかねえ……」

　三人のセンターポジションにいるのは、巻きすぎのクロワッサンを頭にデコレートしたような髪型の少女。

　その左側にポジションをとっているのは、両サイドに結んだ髪に緑みどりのリボンをした、カマキリみたいな逆三角形顔の女の子。

　その反対の右側のポジションは、まんまるの体型で流れてくる汗を必死にハンカチで食い止めようとしている女の子。

「なんですの、まったく」

「なんでしょうかねえ、まったく……」

「なんなんでしょうかねえ、まったく……」

「──って！　ワタクシが訊きいているのです！」

　クロワッサンは、マシロたちから視し線せんをはずし、取り巻きのふたりを見た。

「いったいぜんたい、忍シノブお姉ねえさまや千尋チヒロお姉さまの傍かたわらにいる、ずんぐりむっくりした格好のあの子は、なんなんですの!?　お姉さまたちにあんなにべったりとしてっ！」

　キィーッ！　とハンカチでも嚙かみ出しそうなイキオイだ。

　ふしゅーっ！　とまんまるの鼻息も荒くなる。ちゃんと息しろ。

　彼女の目には、あこがれの忍お姉さまの傍そばに、いきなり見知らぬずんぐりむっくりがうろちょろしだしたように見えていた。

「この由ゆい緒しよ正ただしき名門『聖アンジェリカ女学院』に、あのような生徒がいるとは……ッ！　スカートの下に体たい操そう着ぎをはいていらっしゃるなんて！　ありえませんわっ！　はっ！　もしや、部族!?　何ど処こかの大陸の部族衣装ですの!?　なるほど、留学生なのですね！　ニホンにきたばかりで、右も左も判わからないあのずんぐりむっくりした生徒があまりにもかわいそうで、きっとお姉さま方がお気にかけられて……。なんて、すばらしい方々でしょう！」

「い、いえ……留学生ではありませんよ。あれは、わたしのクラスの──〝男子〟です」

　カマキリが言った。

　するとクロワッサンは、カマキリの両サイドに結んだ髪をむんずとつかみながら怒ど鳴なった。

「ばかをおっしゃい！　ここは名門中の名門。上流階級の女子だけが入学を許される由緒正しき『聖アンジェリカ女学院』ですよ!?　男子などがいるはずはないでしょう！」

「い、いえ！　違うんです！　本当に『男子』なのではなくて、〝男子〟というあだ名がついてるんですっ！」

「はい？　あだ名？」

「そ、そうです。本当の名前は、『水田ミズタマシロ』といいまして。いつも体たい操そう着ぎ姿で、髪の毛はボサボサ、スカートはしわしわ！　あまりにもがさつなので、クラスの中でそうよばれているんです。目立ったところのない子で。あっ、もちろん、あの東とう堂どう院いんフーズのひとり娘の歩あゆ味みさんにくらべたら、いえいえ、くらべるのも失礼なくらいの子なんですよぉ」

　精一杯の賞賛で、カマキリは、クロワッサンを持ち上げる。

　ふしゅーっ！　とまんまるの血圧も上がる。

「どうしてです？　どうして、そんな品のない生徒がこの学校にいるのですっ。まして、ワタクシと同学年なんて、嫌いやですわぁ」

　しかし、納得できないと、東堂院歩味クロワツサンは腕組みで眉まゆをひそめる。

「そ、それが、水田さ……いえ、あの〝男子〟は、本当は、この学校に入はいれないような一般人で。特別入学枠で試し験けんを通って合格してきた『特待生』なんですよ」

「と、特待生!?　そんなの聞いたことありませんわよっ!?」

　クロワッサンは中身が飛び出しそうなほど、目を見開く。

　この学校で生徒たちに、特待生制度はほとんど知られていない。

　裕福な家庭に育つ子供たちに、そんな制度は必要ないからだ。

　特待生とは、普通、スポーツ、勉強などで優ゆう秀しゆうな生徒を学校に入学させ、やがて生徒がその分野で活かつ躍やくし、有名になれば、学校の宣伝にもなるという先行投資のような制度。

　しかし、すでに各界に有能な人材を送り出している名門にして、由ゆい緒しよ正ただしき聖アンジェリカ女学院には、あまり意味のないモノだろう。

　なら、どうして、そんな制度が存在しているかといえば、ほとんど、金持ちの道楽みたいなものだ。

　特待生になれば、『学費』『教材費』『食事代』『制服』『体操服』などなど、学校生活に必要なモノはすべて、無償で支給される。

　ただし、特待生には条件がある。

　カマキリが、『聖アンジェリカ㊙ファイル』と書かれたうさんくさいノートを取り出し、こほんと、咳せき払ばらいをした。

「えー、なんでも噂うわさによると、キビシイ審査とテストをクリアし入学を果たした特待生は、その後も常にテストの成せい績せきが上位五番以内に入っていることが条件なのだそうですよ。できなければ、学費の免除もとりけされ、退学もあるとのことです」

「じょっ！　常時、五番以内!?」

　クロワッサンが、度肝を抜かれたような顔になる。

「はい。たしか、わたしの記き憶おくによれば、〝男子〟の前回のテストの成せい績せきは、学年三位だったかと」

「さ、さ、さ、さんい!?」

　聖アンジェリカ女学院が名門校なゆえんは、全国から金持ちのお嬢じようさまたちが集まるからだけじゃない。

　学力においても、全国トップクラスの成績を納めているからだ。

　高等部からは、エスカレーター式に付属の女子大に進むこともできるが、それ以外にも毎年、国の最高学府に何人もの生徒が合格している。

　さすが、名門！

　すごいや、由ゆい緒しよ正ただしき聖アンジェリカ女学院！

　そんな聖アンジェリカ女学院中等部のテストは、難なん問もんでも知られ、結果、いつも上位の生徒とそれ以外で、はっきりと成績の差が出ることになる。

　ちなみに、東堂院歩味クロワツサン。前回のテスト結果。

　二年全体、百五十人中、百位。

　わりと普通。

「あれですか。歩あゆ味みさんとわたしたちで、成績上位を独占して、あのなまいきな〝男子〟を特待生から外して退学に追い込もうっていうんですね！　さすが、歩味さん！　悪あく趣しゆ味み！」

「そうねそれもいいわね……って、おばか！　ほんとにおばかさんなんだから、あなたは！」

　クロワッサンが、カマキリの触角をつかんでぶんぶんと振ふり廻まわす。

　ちなみに、カマキリの前回のテスト結果。八十位。クロワッサンより上。

　といっても、点差が大きく出るのは上位だけで、それ以外のみんなはわりと平均的だ。

　その点でいうと、マシロの成績はかなりのもの。

　それが『特待生』の条件ではあるが。

　ようするに、クロワッサンやカマキリとまんまるたち平均的な生徒では、とうてい、マシロを退学には追い込めない。

　こうなると、べつの手だてを考えなくてはならない。

「だいたい、クラスで目立たないと言いましたが、女子校で〝男子〟と呼ばれたり、聞いたこともないような『特待生』だったり、十分、目立っているじゃありませんか！」

「そ、それは……でも、本当にクラスでは目立たな……」

「もういいです！」

　ぴしゃりとカマキリの言葉をシャットアウトする。

「そうねえ……」

　そして、考える。

　べつの手だて。

　べつの手だ手。

　べつの手打手。

　すると、クロワッサンが、ニタリと悪あく趣しゆ味みな笑えみを浮かべ、手をたたいた。

「ワタクシに考えがあります。まずは、あのずんぐりむっくりのことを調べてちょうだい！」

「はい！　で、でも、どうやって？」

「あなた、新聞部でしょ！　そのくらいのこと自分でお考えなさい！」

「は、はいっ！」

「フフフフフ、フフフフフ……安心してください。お姉ねえさま。お姉さま方のうるわしき学校生活を脅かそうとする悪い虫はワタクシが、この東とう堂どう院いんフーズの一人娘東堂院歩あゆ味みが、むしろ東堂院歩味が払ってさしあげますわ。そして、この由ゆい緒しよ正ただしき『聖アンジェリカ女学院』の秩序も護まもってみせますですわーっ！　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホッ」

　今、クロワッサンと取り巻きＡＢの逆ぎやく襲しゆうがはじまろうとしていた。




　と、そのまえに。




「歩味さん！」

「なんですの？　ひとが気持ちよく……」

「はじまってます！」

「なにがです？」

「もう、ホームルームはじまってます！　完かん璧ぺき遅刻です！」

「フシューっ！」

　とっくに予鈴は鳴り終え、ホームルーム開始のチャイムも響ひびいていた。

　もちろん、マシロたちの姿もない。

「あなた、なに鼻息荒くしているの！　はやくお気付きなさいよ！」

　どたばたと、クロワッサン軍団が駆けていく。

　そして、転んだ。




　　　　♪




　お昼休み。

　中等部校舎西棟二階。

　二年花組の教室が、にわかに活気づいた。

「──どうして、西の三年トップのおふたりが二年の教室に!?」

　教室の入り口には、忍シノブと千尋チヒロの姿があった。

　周囲の教室からも、たくさんの生徒が飛び出してきて、すぐに人だかりができてしまった。

　あちこちから、きゃーきゃーと黄き色いろい声が上がる。

　ちょっとしたお祭りさわぎだ。

　しかし、ふたりはなれた様よう子すで周囲の歓声を気にすることもなく。

「どうして、オレがこんなところまでこなくてはいけないんだ？」

　千尋チヒロは不満そうにする。

「たまにはよくない？　せっかくさ、あたらしい〝仲間〟もできたんだし」

　教室の中をのぞき込みながら、忍シノブは言った。

　生徒たちのさわぎをよそに、ふたりは平然と会話をつづける。

「仲間？　使用人の間違いだろう。それに、オレは認めていない」

「まだいってる。ほんと、チヒロって意地っ張りなんだからさあ」

　忍があきれた風に肩をすくませた。

「なら、オマエは話すのか。オマエ自身のことを」

「そ、それはぁ……」

　口ごもる。忍は困った表情になった。

「話をして、それをアイツが知れば、巻き込むことになるかもしれないからな」

「……判わかっているよ。そんなこと……」

「もう、行くぞ。アイツはいないのだろう」

　言い終わる前に、千尋はその場から歩き出してしまった。

「ちょっと、チヒロっ。まったく、イジワルだよねー」

　忍は、唇をとがらせる。

「意地の悪いことなど何もしていない。本当のことを言っているだけだ」

「それがイジワルなんだよ。メガネのくせに。メガネもたいがいにしなよ」

「誰だれがメガネだっ！　かけてないだろう。だいいち、なんだ。メガネもたいがいにしろとは」

　メガネ論ろん争そうを繰くり広げながら、ふたりが去っていく。

　二年花組のマシロに逢あいにきたが姿が見えず、忍は残念そうに、何度かうしろを振り返る。

　そのたびに、

「きゃーっ！」

「こちらを御覧になりましたわ！」

　とか、悲鳴のような歓声が上がった。

　そして、ふたりの背中が視界から消えて見えなくなると、クラスの生徒全員が一気に、おしゃべりの輪わを広げた。

「なんだと思います？　今のって！」

「西棟の三年、娘役トップの跡見アトミ忍お姉ねえさまと、男役トップの鳴海ナルミ千尋お姉さま！」

「こんなに近くでお逢あいできるなんて！」

　聖アンジェリカ女学院では歴史的に、生徒たちの中で暗あん黙もくの了解のもとに、はっきりとした役割分担ができている。

　もともとが女子校だから娘役というのは、ちょっとおかしいかもしれないが、男役は、スポーツが得意だったり、男勝りだったり、ボーイッシュな子が選ばれやすい。

　比較的このポストには、運動部の子がおさまる場合が多い。

　そんな役割分担ののち年に一度、文化祭のメイン企画のひとつとして、学年ごとの『娘役』と『男役』のカップリングコンテストが行われる。

　まず、予選。

　全学年クラスごとに、『娘役』と『男役』の代表を選ぶ。これは、推すい薦せんだったり多数決だったりいろいろ。

　次が、本選。

　中等部一学年五クラスが西と東の棟にわかれているので、西は西、東は東の各学年で、コンテストは開始される。

　このとき娘役に対してひとり三票、男役に対しても同じ投票権を持ち、各学年の好きな『娘役』『男役』──西棟の生徒は西棟の、東棟の生徒は東棟の──に投票することができる。

　そして、昨年の文化祭において、編へん入にゆうしてきていきなり、二年の西棟の娘役のトップに選ばれたのが、忍シノブで。おなじく編入組の千尋チヒロは、男役のトップに選ばれた。

　千尋は最後までコンテストに否定的だったが、結局、トップに選ばれてしまったからしょうがない。

　ちなみに、一年生、西棟の娘役トップは、陽向ヒナタだった。

　マシロはクラスの教室展示の当番をしていて、コンテストの結果すら知らなかった。もともと興きよう味みもなかったので、当番を自分で引き受けていた。

　この結果もあって、トップは全校生徒のあこがれの的となる。

　さらに、忍たちはほかの生徒にはないオーラを持っていることから、より特別視されている。

　まあ、それは当然といえば当然だ。なにしろ、中身は……。

　しかし、ここは女子校。

　ある種のファンタジーの世界。

　秘密の花園。めくるめく銀河の果てか縁かそこらへん。

　あたりまえにファンクラブができ、規律と調ちよう和わの名のもとに、勝手な行動は厳げん禁きんとなった。

　ファンクラブの許可なく勝手に話しかけたり（あいさつはＯＫ）、近付いたり、プレゼント、手紙も不可。

　おかげで、忍たちはほかの生徒たちから孤立することに。

「あの方たちは、特別な家柄の方々！」

　というのが定説（もしくは伝説）として語られ、お金持ちの令れい嬢じようたちの中にあって、一際異彩を放つ存在になった。

　そんな三人がいっしょの寮りように暮らしているのだから、ファンの生徒たちはよけい色めき立つ。

　ファンクラブ規定により、三人のことを調べたり詮せん索さくしたりするのは禁止。むろん、ストーキング即制裁措置だ。

　だから、生徒たちは想像してみるしかない。

　華やかな三人が華やかに豪華にきらびやかに暮らす場所。

　夢見がちなお年とし頃ごろの女子の妄想はとまらず、三人が暮らす寮を勝手に『ベルサイユ宮殿』と名付け、それから発祥したのかなんなのか、『聖アンジェリカ薔ば薇らの革命団』通称『薔薇の団』という微妙な名称が忍シノブたちの〝ユニット名〟になってしまっていたりもする。

　そこにあらたに今年ことしからくわわった期待の美少女しんじん──萌流メグルは、入学一ヶ月足らずにして、すでに今年の西棟一年娘役トップ確かく実じつと言われている。

　本当は、全員、オトコだけれども……。

　しかし、本日、ファンクラブに激げき震しんが走る事件が起こった。

　──今け朝さ。

　不可侵条約の中、ひとりの生徒が『薔薇の団』に近付いた。

「じゃ、ジャージ!?」

　ひとりのファンが叫ぶ。

「ジャージがお姉ねえさまたちに近付いていますわ!!」

　あまりの衝しよう撃げきに、膝ひざから崩れ落ちるもの、泣き叫ぶもの、そのほか、犠ぎ牲せい者しや多数。生存者の確かく認にんはいまだできていない。おそらく、犠牲者のほうが多いと思われるため。

　のちに、この日は『ジャージインパクト』として世に語り継が…………れない。

　れるワケがない。

　しかし、「あのジャージは何ど処この何ど奴いつですの？」という疑問が乱れ咲き、そして、とある誰だれかによりその答えは、中等部はおろか、忍たちのファンが多くいる高等部にも知れ渡ることとなる。

　ファンにあるまじき行為をした、あのずんぐりむっくりなジャージ・イン・制服の生徒は、『中等部二年花組出席番号二十八番。水田ミズタマシロ』

　所属は、帰宅部。および、先月までは臨時校内管理作業員として校務を手伝っていた。

　などなど、ジャージ娘こと水田マシロの情報が、ひとりでに歩き出した。

　そのことをマシロはまだ知らなかった。

　だから、自分のせいで由ゆい緒しよ正ただしき『聖アンジェリカ女学院中等部』史上かつてない惨さん劇げきが起こっていたなど知るよしもなく。

　忍と千尋チヒロが教室を訪れているころ。マシロは、お昼休みの時間をクラスから離はなれ、いつものようにひとりですごしていた。

　立ち入り禁止の屋上で、ひなたぼっこ。

　箱入りのお嬢じようさまたちは、きまじめで、こんな立ち入り禁止の場所には誰だれもこない。

　学校で唯一、マシロがひとりになれる場所。

　……ここじゃなくても、教室でもどうせひとりなんだけど。

　窮きゆう屈くつな制服は脱いで、今注目の的になっている（本人は知らない）体操着ジヤージで大の字に寝転がる。

　頭の中が、ぼやぁっとする。

　あたたかい春の陽ひ射ざしのせいか、それとも……、

「あー、なんだっけー……」

　身体からだにうまく力が入らない。

　温和な春のせいだ。

　きっとそうだ。

　食べ盛り伸び盛りのマシロにはめずらしく、きょうは、あんまり食欲もない。

　これはきっと、今け朝さのプロテインのせいだ。

　あれからずっと気分がよくない。

　あと、眠いのは、春陽と風か邪ぜ薬ぐすりのせい。

　うとうとしてしまいそうになる。

　まだこれから五時限目以降の授業がある。

「……あふー。…………よいしょ……っと……」

　ちいさくあくびをしたあと、マシロは半身を起こした。

　入学祝いに一番上の兄が買ってくれた腕うで時計どけいに目をやる。

「もう、こんな時間か……戻ろ……」

　重い身体からだを引きずるように立ち上がる。

「フワァー……。ねむっ」

　制服を着込むと、そろりそろりと屋上から出た。

　マシロが教室についたのは、五限の開始直前だった。

　廊下を歩いているときからずっと、教室に入ってからも、生徒たちがマシロを見てひそひそ話をしていた。

　けれど、マシロは頭がぼんやりしていたせいで、それに気付かないばかりか、自分がどうやって教室まで戻ったか憶おぼえていないしまつだった。

　五限の英語がはじまって、いつの間にか、黒板にチョークの文字が浮かび上がっていた。

　マシロは、あわててノートに映そうとしたが、さっさと英語の教師が消しはじめてしまう。

「ゲ……ッ！」

　聖アンジェリカ女学院の授業はハイレベルで、ちょっと遅れると、それを埋めるのにはちょっとどころじゃない努力が必要となる。

　まいったなぁ……。

　普通の町の公立小学校から、「奨学金制度みたいなもんで、学費免除らしいよ」とか人づてに聞いた情報を鵜う吞のみにしたあげくたったひとり超名門校に乗り込み、めったに合格者の出ない『特待生』となるウルトラミラクルをぶちかましたマシロだが、陰かげでこっそり努力もしていた。

　その分、削られるのは睡すい眠みんで、「寝る子は育つ」と聞かされ育ったマシロは、そのせいで自分の身長が小学校からほとんど伸びていないと思っていた。

　ようやくそんな学校生活にもなれ、バイトをする余裕すらあったが、あたらしくはじめたバイトは、肉体的精神的に疲れるものだった。

　しかも、なれるには時間もかかりそうだし。

　でも、だからといって、勉強がおろそかになったら全部、意味がなくなる。

　すこしでも家族を頼らないようにしようと、学費免除の特待生制度のあるこの学校を選んだし、バイトもはじめたんだ。

　それなのに、バイトのせいで、成せい績せきを落として、学校を退学にでもなったら。

　あーあ。

　しょうがない。帰ってから、復習しないと。

　そう思って、マシロは気持ちを切り替えようとしたが、そのとき、

「──水田ミズタさん……っ」

　何ど処こからか声をかけられた。

　集中してなかったのが教師にバレたのかと、マシロは、教きよう壇だんの方に目をやった。

　あれ？

　英語教師は、まだ黒板を消していた。

　あれ？

　じゃあ、ダレ？

「水田さんっ」

　すぐ近くだ。こそこそと話すちいさな声。

「はい……？」

　右向け右で、右を向いた。

　となりの席の子が、机を近付け、

「コレ、よかったら見てっ」

　とか、さっきマシロが黒板を写しそこねた部分のノートを見せてくれた。

「……え？　あ？　えぇっ？　なに？　いいの？」

　休み時間にもめったに話しかけられないのに、授業中しかもノートまで見せてくれるという事態に、マシロはまばたきの回数が多くなってしまった。

　いったいぜんたい、どーゆー風の吹き回しだ。

　ノートの見せあいなんて、聖アンジェリカ女学院に入学してからは一度もなかった。仲のいいクラスメイトもいないし。

　何な故ぜ……!?

　しかし異変は、それだけじゃなかった。

「水田ミズタさん、よかったらわたしのも使ってください」

「わたしのもよろしければ」

「それなら、わたしのノートも」

「わたしもっ！」

「わたしもっ！」

　四方八方から、ノートが差し出される。

　な、なんなんだ。

　このおしつけがましい親切心は!?

　みんな、あからさまにきのうまでと態度がぜんぜん違う。

　てゆーか、なんでみんな、そんなに席が近いんだよ。

　いつの間にか、右どなりの子と同じように、左の子も、前の子も、うしろも右前も左前も右うしろ左うしろの子もマシロに机を寄せてきている。

　ちけぇちけぇ、ちけえよ！

　距きよ離りが！

　それに、そんなノートいらないし。

　みんな、おなじじゃん。

　おなじ授業受けてるんだから、ノートの内容おんなじじゃん。

　なんだよ。

　急に親切、気持ち悪いよ。

　気持ち悪いよ。

　キモチワルイヨ。

　キモティワルイ。

　キモティ、

「──うぷ…………っ！」

　お腹なかの底からわき上がってくる異物感にマシロは、口を押さえる。

「水田……さん？」

　プロテインのやつか!?

　ヤツか、ヤツなのか!?

「先生っ！　水田さん、お身体からだの具合が悪いようです！」

　マシロの様よう子すをさっした、右ななめ前どなりの女の子が手を挙げ、声を上げ、立ち上がる。

「では、わたしが水田ミズタさんを保ほ健けん室しつにお連れしますわ」

　今度は、左ななめ前の前の女の子が手を挙げ、声を上げ、立ち上がった。

「それでしたら、わたしもごいっしょいたしますわ」

　何な故ぜか、もうマシロとはぜんぜん関係ないような、一番前の席にいた女の子が立つ。

　すると、

「では、わたしも！」

「わたしも！」

「わたしが！」

「わたしも！」

「わたしが！」

　わたしのわたしがわたしをわたしもわたしわたしわたし………。

　ということで。

　結局、クラス全員が立ち上がった。

　結果、何故かクラス全員で、マシロを保健室へ連れて行くことになり、授業がボイコットされそうになってしまう。

　このままでは、おそろしいことになると思ったマシロは、お腹なかからわき上がってきた異物感を無む理り矢や理りねじ伏せ、奥歯をかみしめながらうなった。

「ダイジョウブッス、ダイジョウブッス……っ！　授業ヲ続ケルッス……っ!!」

　土俵あとのお相撲すもうさんのような口く調ちようになりながらも、マシロは、授業の続行を願ねがい出た。

　と、

「あら、そうなんですの？」

　クラスのみんながそれぞれに納得し、着席、ふたたび授業がはじめられた。

「まあまあ、みなさん。それでは授業を再開しましょう」

　教師が言う。

　おおらかか！

　そして、マシロの苦行のような時間がはじまった。




　　　　♪




　クラスメイトのマシロへの異常な親切（よけいなお世話）は、お昼休みに二年花組にウキウキウォッチングしにきた忍シノブと千尋チヒロの存在が発端になっていた。

　あの西棟三年娘役と男役のトップがふたりそろって、どうやら水田マシロに逢あいにきたらしい。

　というのも、朝の時点で、絶対不可侵の忍たちといっしょに仲がよさそうに（周囲からはそう見えた）登校してくるマシロの姿が目もく撃げきされてから、もうすでにそのことで持ちきりだった。




　──もしかすると、水田ミズタさんは、忍シノブお姉ねえさまたちとお知り合いなのでは？




　そして、それを決定づけるように、のこのことやってきた忍と千尋チヒロのツートップ。

　二年花組の生徒たちの仮説が、確かく信しんへと変わった瞬しゆん間かんだった。

　これをもって、計画は次の段階へと移行する。

　ネクストレベル。




　──もしかすると、水田さんとお友達になれば、お姉さま方ともお近づきになれるのでは？




　ファンクラブ規定により、抜けがけ待ちぶせ辻つじ斬ぎりだまし討ち厳げん禁きんの不可侵条約が結ばれている生徒たちの中、唯一の例外現る。

　その名を、勇者ミズタマシロ。（♀）。このクラスではめずらしい男役。

　あだ名は『男子』。

　しかし、きょうから、その名で呼ぶものはいなくなるだろう。

　何な故ぜなら、水田マシロは勇者だったからなのです。

　マシロは、忍たちの知りあい＝友達＝ファンではない＝規定外ということで。

　まずマシロさんと仲良くなれば、規こ定つ内ちから規あ定つ外ちへ行けてしまうかもしれないではないですか。

　そんな、あっちとこっちをつなぐ道を切り開いたマシロさんを勇者と呼ばなくて、誰だれを勇者と呼べばよいのでしょう。

　それではみなさん。

　幸あれ！

　……というかんじで、今まで、見向きもしなかったマシロに、クラス全員が関心を持ったワケだ。

　そんなことなにひとつ知らないマシロからすると、なにが起こったのか。

　しかも、プロテインのせいだと思ってゆるがない具合の悪さで、それどころじゃない。

　なんとか五限をたえぬき、チャイムと同時に席を立ち、お腹なかからはい上がってこようとする異物感を必死にこらえながらもトイレに向かおうとするマシロ。

　しかし、立ちはだかるものがいた。

　それは、

「水田さん、わたしもごいっしょいたします」

「水田さん、わたしもごいっしょしてもいいですか？」

「水田さん、わたしも」

「わたしも──」

　も、も、も、も、も、も、も、も、も、も、も……。

　全員かよ！

　そんなにトイレ入れないよ！

　カンベンしてよ！

「うぅ……キモティワルイヨ……」







　チャイムが鳴り、六限が終わる。きょうの授業はすべて終了した。

　マシロは、国語の授業をたえぬいた。なかば限界を突破したのか、気分の悪さも頂点を越えていた。

「…………ちょっとどっかで休もう……」

　学校からなら、うちまで戻るよりバイト先の寮りように行ったほうが早い。

　お手伝いの分際だが、わりあてられた部屋もある。仕事前にすこし、休ませてもらおう。

　かすかな希望を胸に、マシロは、クラスメイトに気付かれる前に、ふらふらと教室を出た。

　その際、細心の注意を払いこそこそと身をかがめ、存在を消した。さすが半はん透とう明めい少女。

　見付かったら、「も、も、も、も、も、も、も……」と言われかねない。

　いったい、みんな、どうしてしまったんだろう……。




　一方、マシロと入れ替わるように、花組に、陽向ヒナタが顔をのぞかせた。

「…………？」

　きょろきょろと教室を見渡す。

　が、マシロの姿はもうない。

　しかし、花組やほかの教室の生徒たちは、『薔ば薇らの団』ツートップの次は、シャドーストライカー、二年西棟の娘役トップがきた！

　と、学年はおなじだが、クラスが違うので普ふ段だんは、縁のない陽向に、またも生徒たちは色めき立った。

「忍シノブお姉ねえさまと千尋チヒロお姉さまの次は、あの、陽向さままでいらっしゃるなんて!!」

　──やっぱり、水田ミズタさんは勇者に違いない。

「ねえ」

　教室の入り口、一番近くにいた女の子に、陽向が声をかけた。

「は、はいぃぃぃっっ！」

　運がよかったのか悪かったのか、『薔薇の団』の中でも陽向ファンだったその子は、緊きん張ちようとうれしさで今にも泣き出しそうな顔で、振り向いた。

　しかも、無口でらっしゃる陽向さまが──おしゃべりになられたわーっ！

　ファンクラブの規定により、こちらから声をかけるのは禁止だが、あちらから声をかけられた場合は、話をしてもよいことになっている。

　けれど、その子はファンがわざわいして、好きすぎて、軽いパニックになっている。

「ましろん、帰っちゃった？」

　陽向ヒナタは、ファンの子の様よう子すなどおかまいなしに訊きく。

「ま、まし？　ろん？　も、も、もしかして、み、水田ミズタさささんのこ、ここっ、ことですか!?」

「うん。そう」

「み、みず、水田さん、さんなら、もう、きょ、教室にはいいぅ、いな、いないみたい、でっ、でっ、フ────────………」

「ほ、堀ほり之の内うちさんしっかりぃぃっ！」

　友人も何な故ぜか感動の涙を流しながら、至福の表情で気絶する生徒を受け止める。

　それを受けて陽向は、

「ぐ～～～～～～～……」

　寝てた。

　陽向さまが、立ったまま眠っていらっしゃるわーっ！

　なんて、雅みやびな！

　下校のチャイムが鳴っても、クラブ活動がはじまっても、生徒たちが帰ることはなかった。

　そのまま、しばし、感動の余韻にひたっていた。







　悪巧みは、思おも惑わくをはずれたほうに進んでいた。

　ファンクラブ規定を破り、あろうことかお姉ねえさま方に近付いた──罪人として、みんなからさばかれるはずだったのに。

　どうしてか、あのずんぐりむっくりは、法の壁かべを越えた──勇者としてあがめられようとしているではないか。

「どうします、歩あゆ味みさん……っ！」

「どうするんですか、歩味さん……っ！」

　逆三角の顔に両サイドで結んだ髪がカマキリのようなシルエットの女の子と、まんまるフォルムにまだ四月なのに滝のように流れ落ちる汗をハンカチで防いでいる女の子が、動どう揺ようして訊きいた。

　ふたりに訊かれた、巻きすぎのクロワッサンを頭にとりつけたようなヘアスタイルの女の子の方も動どう揺ようを隠かくせないでいた。

「あ…っあなたの情報とリークの仕方が悪かったのでは!?いったい、どんなやり方をしたの？」

　こんなはずでは、とクロワッサンは、カマキリに言った。

「はい！　えーっと、まず、あの〝男子〟が、キビシイ試し験けんを通過した特待生であること、それから成せい績せきが常に上位であること、つまり、一般庶民ながら将来有望であると！　そんな子が今、『薔ば薇らの団』の方々に近付いているということを！　完かん璧ぺきです！」

「お、お、お、お、おバカーっ！　それでは、まったく悪い印象がないですわよ！　むしろ、みなさんが好感を持ってしまいますわ!!　キィーっ！」

　なんてことだろう。

　このままでは、罪人をつるし上げるつもりが、勇者を作り上げることになってしまう！

「ダメよ、ダメよ！　考えるのよ、歩あゆ味み！」

　東とう堂どう院いん歩味は、自分に言い聞かせる。

　そして、ひらめいた。

　悪意に満ちた薄うすら笑いを浮かべる。

「フフフフフフフフフフッ！　これで終わったとは思わないでくださいねえ」

　完全に、ベタな悪役の科白せりふだった。

　でも、歩味さん……、

　終わる前に、はじまってもいなかったんですが……。




　　　　♪




「──ん？　あれ……？」

　生徒玄関。

　マシロは自分の下げ駄た箱ばこを開けて、そこに手紙が入っているのを見付けた。

　宛名も差出人の名前もない。

　なので、マシロはこれがなんなのかピンときた。

「…………もしや、これって小学校んときにはやっていた不幸の手紙か……？　古ぃなー」

　世間の流れにビンカンではないマシロがいう科白じゃないかもしれないが。

　この学校の生徒はみんな、お嬢じようさま育ちで、庶民一般のことには、なかなかうとい。

　マシロが小学校のときに流は行やっていたものが、今ごろ、ブームになったとしても不ふ思し議ぎじゃなかった。

　まして、ここは、女子校。とくに、独特の文化と校風を持つ由ゆい緒しよ正ただしき『聖アンジェリカ女学院』。

　ある意味ファンタジー。不思議の国。

　マシロは、気分はよくなっていなかったが、小学校のときの懐なつかしさも手伝って、どんな不幸のメッセージが書いてあるのかと、その場で手紙の封を開けた。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。キモティワルくても、好奇心は旺おう盛せい。

「えーっと……はじめて逢あったその日から、お慕い申し上げておりました。どうしても、そうお伝えしたくて…………なんだこれ……？」

　ベタな恋こい文ぶみでした。

　ラヴレターじゃない。まさに古き良き時代の恋文。

　丁てい寧ねいに書きつづられた文章。

　几き帳ちよう面めんで神経質なぴっしりとそろった文字。

　淡々としかし、相手のことをどれほど想おもっているか、ひしひしと伝わってくる。

「でも…………誰だれだろ…………下げ駄た箱ばこ間違ってる」

　女子校というところは特殊で、娘役男役のトップにはファンクラブがあるくらいだ。

　こういった下駄箱に恋文的なことがたまに見受けられる。

　あの四人は、毎日のようにどっちゃり恋文攻こう撃げきを受けているかもしれないが。

　さすがに他人と距きよ離りを置いているマシロでも、その程度の話は聞いたことがあった。

　どちらかといえば、ファンレターに近いかんじのあるそれは、好きなひとと〝お知りあい〟になるきっかけであって、それでおつきあいしましょうそうしましょう。というのとは、またちょっと違う。

　それも古き良きニッポンの伝統がはびこる奥ゆかしい世間知らずのお嬢じようさまたちが集う聖アンジェリカ女学院ならではなのかもしれない。




　なので、これは間違いだ。




　と、マシロは思った。

　何な故ぜなら自分は、奥ゆかしくもないし、世間知らずはちょっとはあるがこの学校の生徒たちよりは知っているだろうし、もちろん、お嬢さまでもない。

　くわえて、この一年、目立たないように、他人となるべく関かかわらないようにしてきた。

　そんな自分に、こんな想おもいのこもった手紙など送られるワケがないんだ。

「どうしよ、コレ……。あ、そういえば、どっかで待ってるって書いて……きょ、きょうじゃん！　しかも、もうすぐだし！」

　間違っていたとはいえ、よく考えもせずに手紙を読んでしまった。

　申もうし訳わけないと思うし、想いがちゃんと本当の相手に伝わらないんじゃ、かわいそうだ。

　伝えられるんなら、伝わったほうがいい。

　それに、もしこのまま、マシロが行かなかったら、手紙の主はずっと、永遠にくることのない愛しいひとを待ち続けるかもしれない。

　なんだか、日ごろの自分の他人をさけてきたこととは反する気持ちがわき上がってくる。

　今け朝さ感じた、心の穴のせいだろうか。

　それとも、気分が悪くて、うまく頭が働かなかったせいだろうか。

　でも、これがたいせつな気持ちが込められたモノなら、ちゃんと気持ちを返したかった。

　あんまり、関かかわらないようにしたいけど仕方ない……。

　バイトもあるし、手紙の主も待ちぼうけになってしまうから。

「えーっと、何ど処こだっけ？　……なになに……体育倉庫……か」

　ベタな待ち合わせ場所だった。

「よし、行こう。それから寮りようで休ませてもらおう……うぷっ」

　プロテインのせいだと信じて疑わない気分の悪さがぶり返してきた。

　早くしよう。




　　　　♪




「オマエは、なんなんだ。その格好は……」

　あきれた様よう子すで、千尋チヒロは目頭を押さえた。

「きょうこれから、ファンクラブのプチイベントをやる予定になってて、その衣い装しようだよっ☆」

　スカートの裾すそをつまみあげ、忍シノブは、ひらひらさせて見せる。

　キラキラメイクがバッチリ。

「それは知っている。オレが言っているのは、その……ハァー、もういい」

　忍は、千尋が直視するのをちゅうちょするくらい、これでもかというピンキーでたくさんフリルのついた、メイド服をアレンジしたような衣装を身にまとっていた。

　まるで、ぷりっぷりのアイドルだ。

　しかも、完かん璧ぺきに着こなしているから恐ろしい。

　なにしろ、外見はアイドル並のルックスをしているが、中身は……。

「似合いすぎているのがおそろしいな」

「ありがとう！」

　千尋はイヤミでいったつもりだったが、忍はほめ言葉としてそれを受け取り、満面の笑えみを浮かべた。

　ふたりは、中等部西棟校舎内の一室にいた。

　しかし、ここは教室ではない。

　教室には、貴重なアンティーク家具も豪華な調ちよう度ど品ひんも置いてないはずだ。

　テーブルの上のカップから、やわらかなアフタヌーンティの香りがするここはワケありの、忍、千尋、陽向ヒナタ、萌流メグルのために特別に用意された『聖アンジェリカ薔ば薇らの革命団』の名前に恥じないデラックスなプレイルームだった。

　中等部の一生徒にそんな特別あつかいがされているということにしても、何も疑問に思う者はいない。

　みんなはもう、四人のことを『特別』だと思っているから。思いこんでいるから。

　そして、ここは女子校。

　もとより、特別な空間。秘密の花園。不ふ思し議ぎの国。




　──がちゃっ。




　扉が開いて、ひょっこりと、萌流メグルが顔をのぞかせた。

　うしろには、萌流が手を引くようにしている陽向ヒナタがいる。寝ぼけているのか、ぼーっとしていた。

「めぐー、ひなっち！　どうどうどう、きょうの衣い装しようどう？」

　中に入ってきた、ふたりに忍シノブが詰め寄る。

「あ、うん。いいと思うけど……」

　軽く引き気味に萌流が答えた。

「でしょーでしょーっ！　がんばって作ったんだもん！」

　自分で作ったんかい！

　というツッコミは誰だれからも入らなかった。

　自分で作ったんだろうなー。って全員が思っていた。

「めぐがファンクラブイベントやるときは、私が服を作ってあげるから！」

「え？」

　忍がどさくさにまぎれてたいへんなことを言ったので、萌流の目がまんまるになった。

「文化祭が終わったら、ファーストイベントやんなきゃだよ！」

　たのしげに忍が言う。

　しかし、

「え？　え？　え？　や、やだっ」

　ぶんぶんと萌流は首を振った。

「でも、トップに選ばれちゃったらしょうがないよ？　チヒロだってなんだかんだで、嫌いやがってはいるけれど、ちゃんと握手会とかやってるんだから」

「ほ、ほんとに!?」

　信じられないと、萌流は、おっきな目をさらにおっきく見開いて、千尋を見上げる。

「う、うるさい！」

　微かすかに顔を赤くしながら、千尋はぷいと横を向いてしまう。

　本当のようだ。

「なんだかんだで、やさしいんだよ、チヒロは」

　忍が言うと、千尋は、

「やさしくなどない」

　とよけい顔を赤くした。

　照れているのか、怒っているのか、それとも両方か。

「そういえば、マシロは教室にいた？」

　忍シノブは、着替えている間に、萌流メグルにマシロの様よう子すを見てきてくれるようにたのんでいた。

　イベントを見てもらおうと思っていたからだ。

　最初は、千尋チヒロに様子見をたのんだが、もちろんさっくり、断られた。

　昼間はそれを伝えに、二年花組の教室まで行ったが、マシロの姿はなかった。

　マシロに警けい戒かい心しんを持っているらしい萌流もちゅうちょしたが、たのまれると断れない性格のせいで、教室まで見に行っていた。

「ううん」

　萌流は、首を振る。

　マシロは、教室にはもういなかった。

　かわりに、

「ひなっちが教室の前で立ったまま寝てたから、連れてきた……」

　陽向ヒナタは萌流に抱きついて、頭にアゴを乗せたまま、また眠ってしまっていた。

「そっか、残念だなあ……」

　忍ががっかりして肩を落とす。

「使用人のことなど、どうでもいいだろう。何な故ぜ、そこまで気にする？」

　千尋が訊きいた。

「だって、仲よくなりたいでしょ？」

　あっさりと忍が答える。

「だが、昼間も言ったろう。オレたちにはそれぞれの〝問題〟があるはずだ。それはどうする？　『お手伝い』に、手伝ってくれとでも言うつもりか？」

「そういうつもりじゃないけど……」

「けど、なんだ」

　千尋はするどい視し線せんを向けた。

　忍は、ひるむことなく受け止めて、

「けど、せっかく出で逢あったんだから、仲よくしたいって思うよ。それは、よくないこと？」

　そう言った。

「誰だれもいなくて、ずっと三人だったじゃないか。今年ことしから、めぐがきてくれて、それで、マシロがお手伝いさんとしてきてくれて。こうして、きっかけはおかしかったかもしれないけど、この四人の〝秘密〟を知ってるのも、マシロだけだし」

「……」

「だったら、遠ざけるよりも、近付きたいよ。仲よくなりたいよ。それにマシロって、すごくかわいいじゃないか！　それは、チヒロもそう思うでしょ？」

「知らんっ」

　千尋チヒロは、顔をそむける。

「チヒロは、嫌いやだった？　私たちに出で逢あって？」

　忍シノブは、言葉を心に重ねる。

「……いや。嫌じゃないさ。むしろ、その、なんだ……多少は……感かん謝しやしているよ」

　千尋は、そっぽを向きながら、でも、おだやかに言葉を、心を返した。

　だてにメガネなワケじゃない。

　いや。メガネじゃない。

　それを聞いて安心したのか、忍は顔をほころばせる。

　なら、大丈夫だ。

　きっと──

「じゃっ、そろそろいこ」

　忍の声で、四人は部へ屋やを出て行く。萌流メグルは、寝ぼける陽向ヒナタの手を引いて。

　と──

　部屋を出るなりすぐに、おかしな三人組とすれ違った。

　しかし、三人組は自分たちの話に夢中で、忍たちに気付かず通り過ぎていく。

「ほうら、ワタクシの言ったとおりになったでしょう！」

「さすが歩あゆ味みさん、あくどい！」

「本当に、歩味さんの悪知恵には驚おどろかされますぅ！」

　クロワッサンを頭に乗っけてるみたいな子と、カマキリみたいなシルエットの子と、まるっとした子だった。

「これで、忍お姉ねえさまや千尋お姉さまたちに近付こうなどとおろかな考えはなくなりますわ」

「きっと、閉じこめられてしまって、今ごろ、怖くなって泣いているんじゃないのでしょうか」

「フシュー」

「お灸きゆうですわ。罪をおかしたのですから、すこしくらいは痛い目にあってもらわないと」

　あのずんぐりむっくりが泣いている姿を想像すると、身体からだの奥から笑えみがわき上がってくる。

「オーッホッホッホッホッホッホッホ！　ざまーみろでございますわ！　水田ミズタマシロっ！」

「──ねぇ。私たちにもその話、くわしく聞かせてくれない？」

「ええ、もちろんでございますですわーっ！　わーっ、わー…………………ヒィッ!?」

　クロワッサンが振り向くと、そこには、さわやかで困るくらいの笑え顔がおを浮かべた忍の姿があった。

「おっ、おっ、おねっ！　忍お姉ねえさまに、千尋お姉さまに、陽向さまに、萌流さま！　あ、あ、あ、あ、あ、あの、どうなされたんですか!?　わ、ワタクシたちなんかにお声をかけてくださるなんて、歩あゆ味み、感かん激げき至極にございます！」

　クロワッサンは自分たちの話が聞かれていたことに気付かず、忍シノブたちの登場に舞まい上がる。

　しかし、忍は、にこにことしたまま言った。

「今、あなたたちがお話ししていたことを、聞かせてくれないかなーって」

「え……？」

　クロワッサンが、さっぱり判わかっていないふうに首をひねる。

「今、誰だれかを閉じこめたって話してなかった？　たしか、水田ミズタマシロって……」

「え、あ、それはっ！」

「どういうことかなー？」

　笑え顔がおの忍。けれどその目が笑ってなかった。

「まったく……ややこしいことになるんじゃないだろうな……」

　千尋がため息をついた。




　　　　♪




　さかのぼること、約二十分ほど。

　校舎から離はなれた体育倉庫の前にマシロの姿があった。

　ここには、普ふ段だん使われることのない用具が納められているため、周囲に人ひと気けはない。

「いんのかな……」

　間違ってマシロの下げ駄た箱ばこに手紙を入れてしまったと思われる人物を捜す。

「……あれ？　扉が開いてる……」

　手紙の差出人に逢あったら、どうやって相手を間違っていたことを伝えようかと、どぎまぎしながら正面に廻まわったマシロは、うっすらと倉庫の扉が開いているのに気が付いた。

　普段は使われることがないから、当然、鍵かぎがかかっているはずなのに。

「……中にいるってことか」

　そう思いマシロは、開いた扉の間に首を伸ばしておそるおそる中をのぞきこむ。

　真っ暗で何も見えない。

　さらに上半身をもぐりこませるようにして、

「……あのぅ、すいませーん。誰かいますかぁ……」

　中に向かって、声をかけた。

　が、反応はない。

「おかしいなぁ……」

　と、マシロが倉庫から出ようとした。

　そのときだった。







　──ドンッ！







「っと！　わっ！」

　背中に衝しよう撃げきを受けたと思ったら、マシロは、前につんのめって倉庫の中に飛びこんでしまった。

　とっさに受け身をとり、怪け我がはしなかった。

　が、







　ガラガラガラッ！







　目の前で、倉庫の扉が閉まっていく。

「ちょっ！　ちょっと！」

　起きあがり、扉に張り付いたが間に合わず、完全に閉じてしまった。

　ただの真まっ暗くら闇やみだ。

「あの、すみませーん」

　軽く扉をたたいて外に呼びかける。暗闇に目を凝こらしながら取っ手をさぐった。

　しかし、扉の向こうから──ガシャン！　という鍵かぎがかけられる音が聞こえきた。

「ま、マジで!?　ちょっとすみません！　中にいるんすけど！」

　ドンドンッと扉をたたき、大きな声を出す。

　と、

「──知っていますわ」

　誰だれかの声が聞こえた。

「はあ？」

　知ってるなら、なんで扉をしめて、鍵をかけたんだよ。

　その答えは、すぐに向こうから返ってきた。

「ずんぐりむっくりの水田ミズタマシロさん」

　声は言う。

「あなたは、罪を犯しました」

「つ、罪ぃ？　いったい、なにをしたってゆうんだよ！」

「お姉ねえさまたちに近付きすぎたのです、あなたは！」

「は？　はぁ～～～っ？」

　なにいってんだ、こいつは。

「何なん人ぴとたりとも、あの方々には近付いてはいけないのです。このワタクシですら、お慕したいし募つのる想おもいを我慢しさらに我慢を重ねているというのに。──水田マシロ！　あなたというひとは、なんて軽けい薄はくで、なんて厚かましいのでしょう！　そんなずんぐりむっくりな姿で、お姉さまたちに近付こうなんて！　盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいとはこのことですわ！　あなたには、あの方たちの傍そばはお似合いになりませんのよっ!!」

　なんかひどい言われようだ。

　そんな風に言われるようなことしたんだろうか。

　してねぇよ。

「知るか！」

　マシロは、怒ど鳴なる。

「いいから開けろ！　ここをあーけーろーっ！」

　ドシドシと、扉をたたきなぐる。

　しかし、扉の向こうの声は言った。

「開けません。あなたが自分の行為を反省するまで、ここで頭を冷やすといいですわっ！　オーッホッホッホッホッホッホッ！」

　勝ち誇ったような高笑いが、聞こえる。

　同時に複数の笑い声もいっしょに聞こえた。

　扉の向こうには、何人かがいるらしい。

「それじゃあ、水田マシロさん！　ごきげんよう～～」

　足音と高笑いがだんだん遠ざかっていく。

「おい！　あけろ！　あけろっていってんだろうが！」

　だが、もう扉の向こうからは、声も気配けはいもしなかった。

「マジかよ。なんなんだよッ！」

　ドシンッ、と扉をなぐりつける。

　扉はさほど響ひびくこともなく音は散って、右手に痛みだけが残った。

「………なんで、こうなるワケ……」

　どうやら、ハメられたらしい。

　あの手紙は、間違いではなかった。

　マシロをここに呼び出すためのモノだったんだ。

　なにやってんだ、自分。

「…………閉じこめられた……」

　扉の向こうからした声が言っていたかんじだと、ずっとこのまま閉じこめられて放置されるってことはないみたいだ。

　じゃあ、どうする。

　待つか。

　あいつらが扉をあけてくれるのを。

「って、どれくらいこのまま放っておかれるんだろ……」

　マジでかんべんしてほしい。

　マシロは、扉にもたれかかるようにして座りこんだ。

「……はぁ……」

　ため息が漏もれる。

「暗いところ……きらいなんだよぉ……」

　弱音が出てしまう。

　膝ひざを抱えて、背中を丸める。

　ちっちゃくなる。

「……なんで……こんな……」

　きのうは、夜おそくになって、宿題の残りを思い出して、それが数学で当てられるだろうから、やんなきゃならなくて、そしたら、そのままうとうとして、起きたら朝で、なんかだるくなって、プロテインといっしょに風か邪ぜ薬ぐすり飲んで……。ったく、プロテインのやろう。

　あー、気持ちが悪い。

　なんか、寒気もする。

　なんでこんなことになるかなぁ……。

　暗いトコいやなんだよ。

　宿題もやったし、寝過ごしても遅刻はしなかったのに。

　なんか悪いことやったっけ。

　そういや、あいつら、お姉ねえさまたちがどうのこうのって言ってた。

　お姉さまたちって、たぶん、あの四人のことだろうな。

　じゃあ、よけいなんもしてねーよ。

　なんとなくの流れで、いっしょに登校してきただけで。

　すごかったけど……。

　あの四人に対する生徒たちの狂きよう喜き乱らん舞ぶっぷりは。

　ここまでなんて思わなかった。

　一年も学校に通ってるのに、なにしてたんだろ。

　他人に近付かないようにして、遠ざけて、なにしてたんだろ。

　こんなところに閉じこめられて、なにやってんだろう。

　だから、ひとりがよかったんだ。

　誰だれかと関かかわるから、こんなことになるんだ。

　痛くなったり、さみしくなったり、かなしくなったり、いやになったり。

　そういうのは、もう、めんどうなんだよ。

　ひとりでいたい。

　今、ひとりだ。

　ひとりでいられるのに。

　なんで、こんなにさみしいんだろう。

　なんで、こんなにかなしいんだろう。

　なんか、寒いなここ。

「やだな……」

　暗いし。

　目を閉じてても、目を開けてても変わりない。

　きらいだよ、暗いの。

　思い出してしまうんだ。

　心が一番、痛いこと。

　ヤダ。

　イタイヨ。

　ココロノスキマ。

　もう、ココロがイタイのはやだったから、ひとと関わらないようにしてたのに。

　こんなことに……。

「やだ、もう、やだ……」

　イタイイタイイタイイタイイタイ。

　なんだか、疲れた。

　パトラッシュはいないけど。

　ちょっと、眠りたい。

　眠りたいときは、そうだ。

　ひつじを数えよう。

　ひつじの数えかた。

　教えてもらった、ひつじの数えかた。

　想おもい描くんだ。

　痛みは遠くへ行ってしまう。

　かなしいのやさみしいのも、みんな遠くへ投げてしまえ。

　そしたら、まっしろの、ふわふわしたひつじがあらわれてくれる。

　いっぴきのひつじが、目の前をてくてく通り過ぎていく。

　ふわふわしたひつじがにひき。

　ひつじがさんびき、ひつじがよんひき、ひつじがごひき、ひつじがろっぴき、ひつじがななひき、ひつじがはっぴき、ひつじがきゅうひき、ひつじがじゅっぴき、ひつじが………。

　ひつじであたりがいっぱいになった。

　まっしろでふわふわで、雲の上にいる気分だ。

　それなのに、どうして、こんなにさみしいんだろう。

　それなのに、どうして、こんなにかなしいんだろう。

　ひとに関かかわったせいだ。

　ひとに触れてしまったせいだ。

　だから、こんなに弱くなってしまう。

　本当は最初から、弱っちくて、ちっぽけな自分は、強がることしかできなくて。

　でも、ひとと触れれば、弱っちい自分に気付かされてしまう。

　強がっているだけの自分に気付いてしまう。

　それなのに、どうして、みんな触れあうんだろう。

　触れようとするんだろう。

　こんなにも心がちっちゃくなってしまうのに。

　イタイだけなのに。

　だからかもしれない。

　痛くなると判わかっていて、みんな触れあう。

　傷付けたり傷付いたりして。

　それでも、触れあわずにはいられない。

　だって、ひとりはもっと痛くて、さみしくて、かなしいから。

　ほら、思い出しちゃった。

　誰だれかに触れたら、思い出してしまうんだ。

　自分がさみしがりやのうさぎだってこと。

　うさぎは、さみしいと死んでしまうんだ。

　誰かが自分の声に、長い耳をそばだてて、誰かのやさしさに涙を流して、さみしがりやのうさぎになるんだ。

　もう、さよならだ。

　この半透明の世界。

　このまま……、

　マシロの意い識しきが暗くら闇やみに吸いこまれるように薄うすれていく。







　──……ん！　……ろん！　ましろん！　──マシロっ！







　突然、騒さわがしい声が鳴る。

　すぐ近く。

　誰だれかが、扉をたたいている。

　背中越し、扉から振動が伝わってくる。

　この声は……。

　あのひとの声だ。

　いつも、明るすぎるぐらいで、のうてんきなのに、なんでこんな必死な声なんだろう。

「マシロ！　大丈夫!?　マシロ！」

　忍シノブの声が、すぐ近くに聞こえる。

　なんだろう。

　ああ、なんか、うれしいんだ。

　おかしいな。

　こんなときなのに。

　忍シノブの声が、うれしい。

　もたれかかる扉が動いた。

　光が射さして、すこしだけ目を開けると、

「──マシロ！」

　一番はじめに、忍の綺き麗れいな顔が見えた。

　完全に意い識しきが遠のいていった。
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　　　　♪




「──マシロっ！」

　忍が、体育倉庫の鍵かぎを開ける。

　あのクロワッサン三人組から、マシロをだましてここに閉じこめたことを聞いた。

　鍵も三人が持っていた。

　扉を開くと、開いたところからもたれかかるようにしていたマシロが、倒れこんできた。

　ぐったりとして、全身から力が抜けてしまっている。

　まるで、もう何時間も何日も閉じこめられていたみたいに衰すい弱じやくしていた。

「ま、ま、ま、ま、ましろんが、──し、死んでるぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

「死んでないだろ！」

　倒れていたマシロを見てパニックを起こした忍に、すかさず千尋チヒロがツッコミを入れる。

「アワワワワワワワワ……、タイヘンタイヘンタイヘンだッ！」

　ツッコまれても、まだ、忍は錯さく乱らん状態。

「シノブ、落ち着け!!」

　千尋が大声で怒ど鳴なる。

「ハッ!?　あ、あ、うん！」

　一いつ喝かつにようやく、忍は我われを取り戻した。

「気を失っているだけだ……」

　千尋が膝ひざを突いて、マシロの頰ほおに手を触れた。

　マシロの髪は、じっとりと汗で濡ぬれていた。

　呼吸も荒い。

「こいつ、熱ねつがあるな……」

「だいじょうぶ？」

　陽向ヒナタがマシロの傍かたわらに腰を下ろす。

　となりの萌流メグルも不安そうにしていた。

「──違うのです！」

　取り乱した悲鳴のような声が、背後から聞こえた。

　四人が振り返ると、東とう堂どう院いん歩あゆ味みたち三人組がおびえた表情で立ちつくしていた。

「こ、こんな風になるなんて思ってなかったんですッ！」

　東堂院が、わなわなとふるえる。

「ワタクシたちはただ、すこしこらしめようとしただけで……っ！」

「こらしめる？　こんな状態の何ど処こが少しだ」

　千尋チヒロが厳きびしい視し線せんを投げかける。

「そのコがファンクラブ規定を破るからいけないんです！　──ヒッ!!」

　ギロリと千尋が東堂院たちを見やった。

「規定がなんだという。それはオマエたちが勝手に決めたルールだろう。コイツには関係ないはずだ」

「で、ですが！　本当に、本当にワタクシたちは、こんなことになるなんて……。ただ、みなさんのことを守りたくて……」

　言いながら崩れ落ちる東堂院。

　すると、

「──ありがとう」

「忍シノブお姉ねえさま……っ」

　そっと忍が、東堂院の髪の毛に触れる。

「私たちのこと、本当に大切に想おもってくれているんでしょ」

　やわらかい物腰とおだやかな口く調ちようだった。

　忍の周囲に、百ゆ合りの園そのが見えた気がした。

「でも、大丈夫。あのコは、マシロは、私たちの〝仲間〟だから。心配しないで。ありがとう」

「忍お姉さまっ！　ご、ごめんなさい!!　ふわ～～～～～～～～～～ん！」

　あたたかな言葉に、東堂院が泣き崩れる。

「よしよし……」

　と、忍は、東堂院の髪を撫なでた。

「──シノブ」

　千尋に呼ばれ、ふりむくと、

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ──っ！」

　忍の、今さっきまでの上品な素振りが一いつ瞬しゆんにして消える。

　何な故ぜなら、

「それくらいにしておけ。さっさとコイツを保ほ健けん室しつに運ぶぞ」

「チヒロが、ましろんをお姫ひめさまだっこ！」

　──していたからだ。

「やる！　それ、私が！　さあ！」

　と言いつつ、忍シノブはおんぶの体勢に入る。お姫ひめさまだっこじゃなくていいのか？

　しかし、ぐっと背中に重みを感じた忍は、

「よーし！　保ほ健けん室しつに行くんだもん！　わーっ！」

　世界新記録を更新可能な速さで、土煙とともに猛もう然ぜんとダッシュしていく。

　あっという間に、いなくなってしまった。

「…………アイツ……莫ば迦かだな……」

　ぽつりとつぶやく千尋チヒロ。

　そこに残されていたのは、千尋と萌流メグルだけだ。

　そう。

　さっき、忍がおんぶしたのは、眠気に勝てず倒れ込んだ──陽向ヒナタだった。

　マシロは、まだ、千尋がお姫さまだっこしたままだ。

　忍がそれに気付くのは、保健室のベッドに陽向を横たわらせて、布団をかけてあげて、いきおいで、子守歌を唄うたい終えたころだった。




　　　　♪




「──たぶん、疲れからくる風か邪ぜではないでしょうか？」

　若い女性保健医がベッドで眠るマシロの診察を終えて、そう言った。

　保健医といえど、ここは由ゆい緒しよ正ただしき『聖アンジェリカ女学院』だ。

　このひとは、一流の医者だ。

　みんな、ほっと胸をなで下ろした。

「ほんと？　よかったあ～～……」

　忍が、へなへなとマシロが眠るベッドの脇わきに腰を下ろした。

　保健室。ベッドの脇に忍、千尋、萌流の姿があった。

　そのとなりでは、何な故ぜか、陽向が寝ていたが。

「すぅ……すぅ……」

　と、ちいさな寝息を立てて眠るマシロの顔をのぞきこんでいる。

「結局、チヒロにましろんのこと助けられちゃったけどね……」

　マシロの寝顔を眺めつつ、忍がちょっと不満そうに言った。

「なっ！　助けたワケじゃないだろう!?　結果的に……なんだ、その……アレが……」

「いいよいいよ。チヒロって男役トップだし。私より、ずっと、王子さまってかんじだもんねえ」

　よりいっそう、忍はむくれる。

「お、おい、よせ。柄じゃない。そういうのは……」

「赤くなった」

「うるさい！」

「──うるさいのは、そっちだ！」

　しん、となる保ほ健けん室しつ。

「…………んあー……、え、あれ？　え？」

　見れば、寝ぼけ眼まなこのマシロが上体を起こしていた。

「だ、だいじょうぶ、マシロ!?」

　あっけにとられながらも忍シノブが、にこやかに言った。

「え……あー……、まあ、だいじょうぶっちゃーだいじょうぶですけど……気分がちょっと悪いだけで……えーっと……あれ……？」

　頭の中がぼんやりとしていて、あんまりはっきりしない。

　何な故ぜ、ベッドで寝ているのか。ここは何ど処こなのか。なんで、みんながいるのか。

　あ、陽向ヒナタがいない。あ、寝てる。

　状況はぜんぜん把握できていなかったが、マシロは、質問だけには答えられた。

「マシロ、きょうはもう、うちに帰って休みなよ」

　忍がベッドの脇わきに腰かけ、タオルでマシロの額ひたいの汗をぬぐった。

「……でも……」

　マシロは、はじめたばかりのバイトを休みたくなかった。

　それに、体たい調ちようを崩したのは自分の不注意からだ。

　あと、あのプロテインのせいで。（だから違う）

　しかし、忍は首を振った。

「きょうはしっかり休んで、あしたからまた元気にきてよ」

「…………」

「風か邪ぜもこじらせるとたいへんだってゆうしさ。元気でいてくれるほうがいいよ。だって、仲間だから、これからいっしょにたのしんでいかなきゃだしさ」

　にこりと忍が微ほほ笑えむ。

「それに、チヒロもましろんにきてほしいってさ！」

「言ってないだろ！　オレは反……っ!?」

　言葉が詰まった。

　マシロが、とろんとしたうるんだ瞳ひとみで千尋チヒロをじっと見つめる。（熱ねつのせい）

　うるうる。うるうる。うるうる。うるうる。うるうる。

「そ、そんな目で……ッ！　くっ！　きたければ勝手にきたらいい……っ」

　それだけ言って、バッと目をそらすだけじゃなく、保健室まで出て行ってしまった。

　マシロが泣き出してしまうんじゃないかと、勘違いしたみたいだ。（熱のせいなのに）

「よかったね、マシロ」

　ほんと、おかしなひとたちだ。

　距きよ離りを置こうとしても、こっちの引いた境きよう界かい線せんにどんどん侵入してくる。

　まったくもう、笑え顔がおで不法侵入なんて、ひどい話だ。

　そんなことをされたら、こっちは、つよくは拒めないじゃないか。

　自分のことは、話してくれないのに。

　……べつに、いいんだけど。

　へんなやつら。

　オトコだし。

「……まったく……」

　吐息のように言って、マシロはベッドに寝転んだ。

「もうすこし、眠ってくんで、先に帰っててくれればいいですよ」

「ううん！　もうちょっと、マシロの寝顔みてく！」

　忍シノブが真ま面じ目めな顔で言った。

「そんなもん、寝られるか！　いいから、とっとと帰って！」

　布団にもぐりこんだ。

　しかし、まだ、言っておかなきゃならないこと、ちゃんと言っておきたいことがあった。

　マシロは布団にもぐりこんだまま、言った。

「……あの、その……、たすけてくれてありがとうございました……」

　閉じこめられていた体育倉庫の扉が開いたとき、気を失う直前、忍の顔が見えた。

　それから、そのうしろに、千尋や陽向ヒナタや萌流メグルの姿も。

「あたりまえだよ。仲間だおっ！」

　忍が、胸を張った。変なニホン語で。

「……ほんとにもう！」

　ワケが判わからない。

　風か邪ぜじゃない、身体からだの奥の方から感じる熱にマシロは、戸と惑まどっていた。

　でも、もうちょっと、このかんじがつづけばいい。

　と思った。











GENTLE SPRING - fin.









　　　エピローグ／グッドモーニングインディスワールド。（♨）

　　　epilogue: GOOD MORNING IN THIS WORLD ～REPRISE～




　　　　♪




　大昔、この世界には魔ま法ほうというものが存在していたらしい。

　今は、失なくなってしまった。

　そう思っていたんだけど。

　やっぱり魔法は失くなってなかったのかもしれない。

　それは日常にひそむなにげない魔法。

　もしくは、ひとにひかれていくもの。

　ほら、ちょうど、あんなかんじ──







　火か曜よう日びの朝。

　聖アンジェリカ女学院中等部も、いつもの朝を迎えていた。

　ゆったりとした時間の流れの中を、生徒たちが歩いている。

　そんな中に、水田ミズタマシロの姿もあった。

　風か邪ぜは、一晩爆ばく睡すいしたら、治ってしまった。

　意外に、プロテインがきいていたのかもしれない。（たぶん違う）

「まっしろん♪」

　前を歩いていた忍シノブが振り返った。

　きょうも、あの四人と登校している。

　ひとりは、箱入り世間知らずの可か憐れんなお嬢じようさま風。

　ひとりは、マジメで気が強うそうなすらりとした長身の美人。

　ひとりは、幼い女の子がほしがる愛らしい人形のよう。

　ひとりは、ちいさくて黒髪とおおきな黄こ金がね色いろの瞳ひとみがかわいらしい。

　そう。

　三年西棟の娘役トップ、跡見アトミ忍。

　おなじく男役トップ、鳴海ナルミ千尋チヒロ。

　二年西棟の娘役トップ、藤間フジマ陽向ヒナタ。

　一年西棟の娘役トップ候補、涼橋スズハシ萌流メグル。

　バイト代に目がくらみマシロは、四人が暮らす女子寮りようで『お手伝い』をすることになった。

　そこで、メイド服を着せられたり、本当は、みんな──オトコだと知ったり、さんざんだった……。

　でも、その真実を知っているのは、おそらく、全校生徒の中で、マシロだけ。

　そんなマシロのことを忍シノブは、

「──仲間だよ」

　と言った。

　そして、きょうも朝いっしょに登校しようと、マシロを待っていてくれたみたいだ。

「こっちきて」

　忍が、四人が歩くちょうど真ん中あたりにマシロを呼んだ。

「……なんすか？」

　ちょこちょこと早足で、四人に追いつく。

　と──

　恒例のアレがはじまった。

「忍さま、おはようございます」

「千尋チヒロさま、おはようございます」

「陽向ヒナタさま、おはようございます」

「萌流メグルさま、おはようございます」

　次から次へと、女生徒たちが四人の前に道を作り、人垣になって声をかけてくる。

　ははは……なんて、美しき朝の風景。

　マシロは、あきれてしまいそうだった。

　しかし、

「──マシロさま、おはようございますっ」

「は？」

　思わず、我わが耳を疑った。

　きのうの風か邪ぜが実はまだ治ってなくて、熱ねつがあるのかもしれない。

　もしくは、ここ数日で、いろんなことがあったからおかしくなってしまったんじゃ。

　が、両方とも違っていた。

　風邪は治っていたし、おかしくなってもない。

「マシロさま、おはようございます」

　まただ。

　まぎれもなく女生徒が、マシロに向かってあいさつをしてきている。

　なんでだ!?

　いつもどおりのイン・マイ・ジャージなのに。

　すると、斜め前を歩く忍が、くすくすと笑った。

「だから言ったでしょ？　──仲間だって♪」

　マ・ジ・で・？




　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。

　本日をもって、『聖アンジェリカ薔ば薇らの革命団』通称『薔薇の団』入団。




　そして、あたらしい毎日がはじまる。











"BOY MEETS GIRL" - This is MIZUTAMASHIRO!! - all over.









　　　らくがき。Afterwords of Graffiti for " MIZUTAMA!! "




　　　　♪




　はじめまして。

　ハセガワケイスケといいます。

　ここからは、〝あとがき〟というより、ボク自身のぼやきというかつぶやきのようなものです。よろしければ、おつきあいください。

　では、







　というワケでして──




　ボクは、今回の『みずたまぱにっく。』のほかに、おなじ電でん撃げき文庫から『しにがみのバラッド。』などを書かせてもらっています。

　この『みずたま。』を一番最初に考えたのは、もう一年以上も前のことです。

　ボクは、思い付いたはいいけど、しばらく寝かせておいたりすると、すっかり忘れたりあたらしいアイディアを思い付いていたりで、寝かせたままにしてしまうことがあります。

　そして、その原因のひとつは、集中力がないせいか、そのとき書いている作品以外のモノのアイディアが浮かんできてしまうことかなー、とぼんやり思いました。

　この『みずたま。』も、『しにがみ。』をもりもり書いているときに、思い付きました。もちろんその逆もあって、『みずたま。』を書いているときは、『しにがみ。』のアイディアが何個も出てきて、

「こ、こんないそがしいときに出てこないでよ！」

　ってゆうかんじで。

　うれしいやらちょっとめいわくやら。（忘れないように書きとめないといけませんので）

　ほかにもしめきり前日に、『みずたま。』も『しにがみ。』も関係のないまったくべつの作品のアイディアが出てきてしまって、それもものすごいいきおいだったので、アイディアどころの騒さわぎではなく、本文まで書いてしまって……。なんとかしめきりには間に合ったような間に合ってなかったような。

　でも、こうしてこうやって本が出て、あなたが手にとってくれているので、本当によかったと思います。




　なので──




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、

　この本をめぐる、

　すべてのひとたちに、心から感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇〇六年　某月某日　　　　　ハセガワケイスケ
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　　　　　──それは、すぐに見付かるモノではありません。

　　　　　ゆっくりでいいのです。きっと。
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ハセガワケイスケ

12月26日。福井県にて生まれ。

激情っ！
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七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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